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1. 本書の内容に関しては、将来予告無しに変更することがあります。 
2. 本取扱説明書の全部又は一部を無断で複製することはできません。 
3. 本書内に記載されている製品名等の固有名詞は各社の商標又は登録商標です。 
4. 本書内において、万一誤り、記載漏れなどお気付きのことがありましたらご連絡く

ださい。 
5. 運用した結果の影響について、責任を一切負いかねます。 

■ 電波に関する注意 ■ 
● 本製品の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療機器のほか工場の製造 
 ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）及び特 
 定小電力無線局（免許を要しない無線局）が運用されています。 
 1. 本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局が運 
 用されていないことを確認してください。 
 2. 万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合 
 は、速やかに使用場所を変更するか、電波の発射を停止してください。 
● 本製品は、電波法に基づく小電力データ通信システムの無線局の端末設備として、技 
  術適合証明を受けています。本製品の分解/改造は違法となります。 
● 交通機関内や医療機関内などでは、本製品のご使用はお控えください。 
 電子機器や心臓ペースメーカーなどへの影響の可能性もあるため、ご利用に関しては 
 各交通機関及び各医療機関の案内及び指示に従ってください。 
 

2.4  FH  1

2.4GHz帯を使用する無線設備であることを表します。

変調方式が 「FH-SS方式」であることを表します。

想定される与干渉距離が１０ｍ以下であることを表します。

全帯域を使用し、移動体識別装置の帯域を回避不可能であることを表します。
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製品保証と注意事項 
 
「保証期間」 

本製品の保証期間は、弊社出荷日より 3 ヶ年とさせていただきます。 
 
「保証範囲」 

保証期間中に納入者側の責により故障を生じた場合は、納入者側において機器の

修理または交換を行います。但し、保証期間内であっても、次に該当する場合は、

保証対象から除外させていただきます。 
 

1. 需要者側の不適当な取り扱いならびに使用 
2. 故障の原因が納入者以外の事由に場合 
3. 外装部品の損傷 
4. 需要者側で改造・修理を行った場合 
5. 天災地変による場合 
 

尚、ここでいう保証は納入品単体の保障を意味するもので、納入品の故障により

誘発される損害はご容赦いただきます。 
 
「FCC ｸﾗｽ B 適合について」 

本装置は、FCC 規制のﾊﾟｰﾄ 15 に準拠するｸﾗｽ B ﾃﾞｼﾞﾀﾙ機器に対する制限に適合

しております。これらの制限は、商業環境での使用において妥当な保護措置がな

されています。しかし、居住地域に設置した場合、ﾗｼﾞｵ･ﾃﾚﾋﾞなどへの妨害（受

信障害）が起こることがあります。 
 
「CE ﾏｰｸについて」 

本装置に付いている CE ﾏｰｸは、89/336/EEC Electromagnetic Compatibility 
Directive と 73/23/EEC Low Voltage Directive に記載された条項に適合すること

がﾃｽﾄ済みであることを示しています。下記の規制に適合しています。 
 

EN55022:1998(ITE 放射) 
EN55024:1998(ITE 耐性) CISPR 22B:1997 を含む 
EN61000-4-2:1995 
EN61000-4-3:1995 

 
「LED の安全性について」 

EN60825-1 
本装置は、IEN60825-1 LED 安全規格に従ってﾃｽﾄされ、ｸﾗｽ 1 LED 装置の制限内

であることが確認されています。 
 
「Bluetooth 無線機器について」 

Bluetooth 搭載ｲﾒｰｼﾞｬは、ｱﾒﾘｶ電気・電子通信学会(IEEE)と米国規格協会(ANSI)
が作成し、連邦通信委員会(FCC)によって採用が勧告されている RF ｴﾈﾙｷﾞｰの安

全ﾚﾍﾞﾙについて該当する最新規格に適合するように設計されています。 
 

承認国 仕様 
日本 TELEC 
中国 SRRC 
韓国 RR 
台湾 DTG 

 
「修理」 

修理は全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出張修理などは一切行いません。 
 
「その他」 

納入品の価格にはｻｰﾋﾞｽ費用は一切含んでおりません。 
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安全上のご注意 
 
安全にお使い頂くために必ずお守りください。 
 
警告・注意表示は、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々への危害や

財産への損害を未然に防ぐために守って頂きたい事項を示しています。 
その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから、本文を

お読み下さい。 
 
 
           この表示を無視して誤った取り扱いをすると死亡または 
            重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 
 
 
           この表示を無視して誤った取り扱いをすると傷害を負う 
             可能性が想定される内容および物的損傷の発生が想定さ 
                        れる内容を示しています。 
 
 
絵記号の意味 
 

＜注意＞ 
一般的な注意、警告、危険

の通知を示しています。 

＜禁止＞ 
一般的な禁止を示してい

ます。 

＜発火注意＞ 
発火の可能性が想定され

ることを示しています。 

＜水気禁止＞ 
風呂、シャワーなどの水気

の多い場所での使用を禁

止することを示していま

す。 

＜感電注意＞ 
感電の可能性が想定され

ることを示しています。 

＜分解禁止＞ 
製品の分解や改造を禁止

することを示しています。

＜破裂注意＞ 
破裂の可能性が想定され

ることを示しています。 

＜ケガ注意＞ 
指を挟まれるなど、ケガを

負う可能性が想定される

ことを示しています。 

 

警告 

注意  
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■本装置を絶対に分解しないで下さい。 ・故障・感電（火災）の原因になります。 
 
 
 
 
■直射日光が長時間当たる場所、粉塵の ・故障・感電（火災）の原因になります。 

多い場所、湿気が異常に多い場所、水 
を扱う場所、暖房機器など発熱物の近 
くでは使用しないで下さい。 

 
 
■ケーブルに重いものを載せないで下さ ・ケーブルの被覆破れや断線が発生し、 

い。また、ケーブルをねじったり、強   故障・感電（火災）の原因になります。 
く引張ったりしないで下さい。 

 
 
 
■引火性のガスや発火性の物質のある場 ・火災・爆発・故障の原因になります。 

所及び薬品や化学物質などを扱う場所 
では、絶対に使用しないで下さい。 

 
 
■故障した状態のままで使用しないで下 ・感電（火災）の原因になります。 

さい。異臭がする、煙が出たなどの異 
常が生じた時は、すぐに接続している 
機器の電源をＯＦＦにしコネクタを抜 
いて下さい。 

 

 

警告 
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■使用可能な温度・湿度内で使用して ・故障の原因になります。 
 下さい。 
 
 
 
■濡れた手でケーブルの接続や取り外 ・故障・感電の原因になります。 
 しを行わないで下さい。 
 
 
 
■長期的な振動（バイクの荷台や自転 ・故障の原因になります。 
 車での移動）や強いショック（落下） 
 を与えないで下さい。 
 
 
■温度が激しく変化する場所（夏場の ・装置のケースが変形したり、故障の原 
 車内）や熱器具など熱を発生する物   因になります。 
 の近くに放置しないで下さい。 
 
 
 
■不安定な場所（棚など）でのご使用 ・不用意な落下による故障やけがの原因 
 や保管は避けて下さい。    になります。 
 
 
 
 
■揮発性の高い有機溶剤（シンナー・ ・ケースの変形や変色の原因になります。 
 ベンジンなど）や薬品、化学雑巾で 
 拭かないでください。また、殺虫剤 
 を吹きかけないで下さい。 

注意 
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1. はじめに 
 
この度は、Bluetooth 搭載ｲﾒｰｼﾞｬ(以下、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ)をご購入いただきまして

誠にありがとうございます。 
 
この説明書は、Honeywell 社のﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの基本的な使用方法と設定方法に

ついて説明しております。ご使用になられる前に必ずお読みください。 
 
 
1.1 ご使用上の注意 
 
本装置は精密な電子部品で構成されていますので、絶対に分解しないでくださ

い。本装置が万一故障した場合は、お買い上げの販売店までご連絡ください。 
 
 
1.2 梱包内容の確認 
 
本装置の梱包内容は、下記のようになっています。ご確認の上、万一不足、破

損品がありましたら、お買い上げの販売店までご連絡ください。 
 
（梱包内容） 
 

 ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ本体 ------------------------------------------------- 1 台 
 簡易取扱説明書 --------------------------------------------------- 1 冊 

 
(*) ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ, ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙなどは、別売品になります。 

 
梱包箱は、修理などで製品を返送する場合、輸送時の損傷を避けるために必要

となります。大切に保管してください。 
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1.3 LED･ﾋﾞｰﾌﾟｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ 
 
ﾜｲﾔﾚｽﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ及びﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝは、ｵﾍﾟﾚｰﾀにｽﾃｰﾀｽを知らせるための LED 及び

ﾋﾞｰﾌﾟｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀを搭載しており、それぞれ下記のｽﾃｰﾀｽを意味します。 
 

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの LED･ﾋﾞｰﾌﾟ 

LED ﾋﾞｰﾌﾟ 意味 

通常動作中 

赤色 点滅 無し 電池残量無し 

緑色 点滅 1 回ﾋﾞｰﾌﾟ 通信又はﾘﾝｸ成功 

赤色 点滅 3 回ﾋﾞｰﾌﾟ 通信失敗 

設定ﾓ-ﾄﾞ中 

緑色 点滅 2 回ﾋﾞｰﾌﾟ 設定成功 

赤色 点滅 3 回ﾋﾞｰﾌﾟ 設定失敗 

 

ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝの充電ｽﾃｰﾀｽ LED 

LED 意味 

緑色 3 回 点滅 ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬがﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝにｾｯﾄされた 

緑色 点灯 80%以上 充電完了済み 

緑色 低速点滅 
1 秒毎 ON/OFF 30% ~ 80% 充電完了済み 

緑色 高速点滅 
300 ﾐﾘ秒毎 ON/OFF 30%未満 受電完了済み 

 

ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝのｼｽﾃﾑｽﾃｰﾀｽ LED 

LED 意味 

赤色 点灯 電源 ON、待機中 

赤色 低速点滅 電源 ON、自己診断ｴﾗｰ 

赤色 高速点滅 
数回高速点滅 無線通信･ﾎｽﾄ通信中 

赤色 1 回点滅 
約 30 秒毎に発生 Bluetooth 無線ｽﾃｰﾀｽ診断 

 
✔ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの充電は、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝに専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(DC9V)を接続している

場合のみ行われます。USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙやｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙで PC 本

体から DC5V のみを入力している場合は、無線通信は行えますが、充電を行

うことはできません。 
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1.4 ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬを充電する 
 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬは、専用ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ充電池ﾊﾟｯｸ(容量 1,800mAh)を採用しています。

この充電池ﾊﾟｯｸは、ﾌﾙ充電状態で約 16 時間(50,000 ｽｷｬﾝ)1
の動作が可能です。 

 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝに置くと、充電が自動的に行われます。充電が行わ

れている間、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝの充電ｽﾃｰﾀｽ LED が緑色に点滅し、完了すると、常時

点灯に変わります。 
 
✔ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの充電は、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝに専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(DC9V)を接続している

場合のみ行われます。USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙやｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙで PC 本

体から DC5V のみを入力している場合は、無線通信は行えますが、充電を行

うことはできません。 
 
充電池の寿命 
充電池の特性上、十分な充電を行っても使用できる時間が短くなった時が交換

の目安となります。必ず、専用ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ充電池ﾊﾟｯｸ(RBATT-4820 をお求めくだ

さい。 
 
安全に、より長く充電池ﾊﾟｯｸをご使用いただくために 

 ご購入後、最初に約 4 時間 充電池ﾊﾟｯｸを充電してください。 
 充電は、0~35℃の環境で行ってください。 
 長期間使用しない場合は、液漏れの危険があるため、充電池ﾊﾟｯｸを取り

外して保管してください。 
 次頁の 危険・警告・注意をお読みの上、正しくお使いください。 

 
充電池ﾊﾟｯｸ・充電器の注意 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬで指定されている専用の充電池ﾊﾟｯｸ及び充電器を必ずご使用くだ

さい。液漏れ・発熱・破裂の恐れがあり、大変危険です。以下の事項を必ずお

守りください。 
 

危険 

 専用充電器以外では充電しない。 
 ﾊﾝﾀﾞ付けや分解・改造・変形をしない。 
 火中投入、加熱ｼｮｰﾄしない。 
 液漏れした駅が目に入った時は、失明の恐れがありますので、こすらず

にきれいな水で十分洗った後、直ちに医師の治療を受けてください。 
 

警告 

 +-(ﾌﾟﾗｽ/ﾏｲﾅｽ)を正しく入れる。 
 +-(ﾌﾟﾗｽ/ﾏｲﾅｽ)を金属物に接触させない。また、金属製のﾈｯｸﾚｽやﾍｱﾋﾟﾝと

一緒に持ち運んだり保管しない。 
 外装ﾁｭｰﾌﾞをはがしたり傷つけない。 
 液漏れした液が手や衣服に付いた時は直ちにきれいな水で洗い流すこと。 
 液漏れや変色、変形に気づいたときは使用しない。 
 乳幼児の手の届かない所へ保管する。万が一飲み込んだ場合は、すぐに

医者に相談する。 
                                                                  
1  動作時間・ｽｷｬﾝ数は目安です。運用状況、周囲環境により異なりますので、ご注意ください。 
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注意 

 強い衝撃を与えたり、投げつけない。 
 水に濡らさない。 
 充電した電池と放電した電池を混用しない。 
 新旧の電池を混用して使用しない。 
 使用しない時は、機器から取り外す。 
 専用の充電池及び充電器以外は使用しない。 

 
充電池の廃棄について 

使用済みの充電池は ｢充電式電池ﾘｻｲｸﾙ協力店くらぶ｣に加入の 
電気店またはｽｰﾊﾟｰなどに設置されているﾘｻｲｸﾙﾎﾞｯｸｽに入れて 
ください。 
 
 
1.5 ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの充電池ﾊﾟｯｸを交換する 
 
下記の手順に従って、充電池ﾊﾟｯｸの交換を行ってください。 
 
1. ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬのﾎﾞﾄﾑｷｬｯﾌﾟにあるﾈｼﾞを緩めます。 
2. ﾊﾝﾄﾞﾙ部分から充電池ﾊﾟｯｸを取り外します。 
3. 新しい充電池ﾊﾟｯｸをﾊﾝﾄﾞﾙ部分にｾｯﾄします。 
4. ﾎﾞﾄﾑｷｬｯﾌﾟを元に戻し、ﾈｼﾞを締めれば完了です。 
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2. ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬと PC と接続する 
 
 
2.1 RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで接続する 
 
下図を参照して、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝと PC を接続してください。ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化に

ついては、本書｢4.2 簡単ｾｯﾄｱｯﾌﾟ｣を参照ください。 
 

 
 
下記に RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙのﾋﾟﾝ配列を示します。 
 

RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ ﾋﾟﾝ配列 
D-Sub9 ﾒｽｺﾈｸﾀ 

 5 1

9 6

 

ﾋﾟﾝ番号 信号名 
1 ｼｰﾙﾄﾞ 
2 TxD 
3 RxD 
4 N/C 
5 GND 
6 N/C 
7 CTS 
8 RTS 
9 N/C 

 
 
✔ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝからの出力は、RS232C(TTL)出力となります。 
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2.2 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで接続する 
 
下図を参照して、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝと PC を接続してください。ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化に

ついては、本書｢4.2 簡単ｾｯﾄｱｯﾌﾟ｣を参照ください。 
 

 
 
✔ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝの充電機能を使用しない場合は、専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(DC9V)を接続す

る必要はありません。 
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2.3 USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで接続する 
 
下図を参照して、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝと PC を接続してください。ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化に

ついては、本書｢4.2 簡単ｾｯﾄｱｯﾌﾟ｣を参照ください。 
 

 
 
✔ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝの充電機能を使用しない場合は、専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(DC9V)を接続す

る必要はありません。 
 
WINDOWS XP の例 
WINDOWS が自動的にﾄﾞﾗｲﾊﾞを検索し、ｲﾝｽﾄｰﾙを完了します。 

 

    
 
ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒｯｾｰｼﾞが順に表示されます。十数秒程度で最後のﾒｯｾｰｼﾞ「…使用準

備ができました。」が表示されます。このﾒｯｾｰｼﾞが表示されればﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽ

ﾄｰﾙは完了です。ﾒﾓ帳などを起動して、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀが正しく入力されるか確認

してください。 
 
✔USB-HID ﾄﾞﾗｲﾊﾞの仕様上、1 台の PC に複数の USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽのﾃﾞﾊﾞ

ｲｽを接続することはできません。(同時に複数ﾎﾟｰﾄからﾃﾞｰﾀが入力された場

合に、正しくﾃﾞｰﾀ入力できないため) 
✔USB ﾊﾌﾞをご使用になる場合は、ｾﾙﾌﾊﾟﾜｰﾄﾞﾀｲﾌﾟをご使用ください。 
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2.4 USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで接続する 
 
下図を参照して、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝと PC を接続してください。ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化に

ついては、本書｢4.2 簡単ｾｯﾄｱｯﾌﾟ｣を参照ください。 
 

 
 
✔ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝの充電機能を使用しない場合は、専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(DC9V)を接続す

る必要はありません。 
 
WINDOWS XP の例 
新しいﾊｰﾄﾞｳｪｱを検知すると、｢新しいﾊｰﾄﾞｳｪｱの検出ｳｨｻﾞｰﾄﾞ｣が開始するので、

下記の例に従って、ﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙを行ってください。 
 

 → 
 
 
 

 
↓ 

USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ﾄﾞﾗｲﾊﾞの入手 
ﾄﾞﾗｲﾊﾞは、弊社 WEB ｻｲﾄ http://www.e-welcom.com/doc4/dl_program.htm より入手可能

です。 
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↓ 

 
↓ 

 
 
COM ﾎﾟｰﾄ番号の確認（例）WINDOWS XP 
割り当てられた仮想 COM ﾎﾟｰﾄ番号は、ﾃﾞﾊﾞｲｽﾏﾈｰｼﾞｬで確認できます。下記の

例では、COM3 が割り当てられています。 

 
 
✔USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ﾄﾞﾗｲﾊﾞは、WINDOWS 2000/XP に対応しています。 
✔USB ﾊﾌﾞをご使用になる場合は、ｾﾙﾌﾊﾟﾜｰﾄﾞﾀｲﾌﾟをご使用ください。 
 

ﾄﾞﾗｲﾊﾞのあるﾄﾞﾗｲﾌﾞを指定して、次へ

進みます。 

これでﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙは完了です。ﾊｲﾊﾟ

ｰﾀｰﾐﾅﾙ等を立ち上げて、読取ﾃﾞｰﾀを正し

く受信できるか確認してください。 
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2.5 ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝのﾘﾝｸを確立する 
 
ご購入されたﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬは、初期状態では、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝとのﾘﾝｸが確立してい

ません。下記の手順に従って、ﾘﾝｸの確立を行ってください。 
 
1. 前ﾍﾟｰｼﾞまでを参照して、PC とﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝを正しく接続します。 
2. ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝにｾｯﾄします。ﾋﾟﾛﾛ-というﾋﾞｰﾌﾟ音が鳴った後、

ﾘﾝｸ試行が始まります。ﾌﾟｯﾌﾟｯﾌﾟｯﾌﾟｯﾌﾟｯﾌﾟｯ…..ﾋﾟｺ(ｲﾒｰｼﾞｬの緑色 LED も

瞬時点灯)というﾋﾞｰﾌﾟ音が鳴れば、ﾘﾝｸは成功です。 
 

  
 

3. ﾘﾝｸが始まらない場合は、下記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝして、再度、ﾜｲﾔﾚｽ

ｲﾒｰｼﾞｬをﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝにｾｯﾄしてみてください。 
 

~ B T _ R P L 1 .  
 
 
✔ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝとのﾘﾝｸが確立していない場合 

 
 1. ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、ﾌﾟｯというﾋﾞｰﾌﾟ音が鳴ります。 
 2. ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾌﾟｰﾌﾟｰﾌﾟｰというﾋﾞｰﾌﾟ音が鳴り、同時に 
   赤色 LED が 3 回点滅します。 
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3. ﾜｲｱﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの読み取り操作 
 
本章ではﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの読み取り操作について説明します。 
 
3.1 ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬの読み取り操作 
 
ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬでﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取る場合、下図に示す様にﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬの LED ﾋﾞｰﾑが

ｲﾒｰｼﾞｬﾗﾍﾞﾙの端から端まで完全に横切るようにしてください。 
 

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

良い例

悪い例

 
 

 

ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ 
3820 ｼﾘｰｽﾞのように一次元ﾋﾞｰﾑを照射してﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取るﾘｰﾀﾞです。 
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3.2 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬの読み取り操作 
 
ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬでﾊﾞｰｺｰﾄﾞ及び二次元ｺｰﾄﾞを読み取る場合、下図に示す様にｴﾘｱｲﾒｰｼﾞ

ｬのｴｲﾐﾝｸﾞﾋﾞｰﾑ(赤色又は緑色の LED ﾋﾞｰﾑ)が目的のｺｰﾄﾞのｾﾝﾀｰになるように照

射します。ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬは、360°読み取りが可能なため、読み取り易い方向にｴ

ｲﾐﾝｸﾞﾋﾞｰﾑを照射することができます。 
 

 
 

ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
4820 ｼﾘｰｽﾞのように二次元画像を取り込み、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞや二次元ｺｰﾄﾞを読み取る

ﾘｰﾀﾞです。360°読み取りやｲﾒｰｼﾞ画像の取り込みが行えます。 

 



  
 Honeywell HHP Bluetooth Imager Series 

 4.1 
 Copyright © 2009, AIware Distribution Co., Ltd. 

4. ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 
 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬのﾊﾟﾗﾒｰﾀは本章に記載する専用ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞを使って設定します。 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定を始める前に、PC とﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬを正しく接続し、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み

取りが行える状態にしてください。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表の使い方 
 
 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ K B D S T Y 0 .

CAPS LOCK ｵﾌ 
通常CAPS LOCKｵﾌでｺﾝﾋﾟｭ

ｰﾀを使用します。 
■ 

~ K B D S T Y 1 .

CAPS LOCK ｵﾝ 
通常CAPS LOCKｵﾝでｺﾝﾋﾟｭ

ｰﾀを使用します。 
 

~ K B D S T Y 6 .

CAPS LOCK自動検出 
CAPS LOCK 状態を自動検

出します。この設定は、CAPS 
LOCK ｽﾃｰﾀｽ LED を搭載し

た PC-AT, PS/2 のみ有効で

す。 

 

 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
このﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、説明欄にあ

るﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定が行えます。 

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ欄 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬのﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ設定値を意味しま

す。ﾕｰｻﾞｰの設定値を書き込むﾒﾓ欄としても

利用できます。 

説明欄 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞの説明･設定手順が書かれて

います。 

 
 
 
4.1 ｼｽﾃﾑｺﾏﾝﾄﾞ 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ 0 1 D E F A L T .  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定値を工場出荷時のﾃﾞｨ

ﾌｫﾙﾄ設定値に戻します。 

現在のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ D E F A L T .  

現在のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｸﾞﾙｰﾌﾟのﾊﾟﾗﾒｰﾀ

設定値を工場出荷時のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ設

定値に戻します。 

全てのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ P A P D F T .  

現在のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｸﾞﾙｰﾌﾟのﾊﾟﾗﾒｰﾀ

設定値を工場出荷時のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ設

定値に戻します。 

ﾘｾｯﾄ 

~ R E S E T _ .  

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾘｾｯﾄします。 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報 

~ R E V I N F .  

ｿﾌﾄｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝやｼﾘｱﾙ番号などの

製品情報を出力します。 

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬﾚﾎﾟｰﾄ 

~ R P T S C N .  

ﾎﾟｰﾄ番号, ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ, ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰ
ｼﾞｬ名, ｱﾄﾞﾚｽなどの情報を出力し

ます。 
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4.2 ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの簡単ｾｯﾄｱｯﾌﾟ 
 
本節ではﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬを簡単にｾｯﾄｱｯﾌﾟできる初期化ﾒﾆｭｰを掲載します。 
最初にﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝのﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定値を工場出荷時の初期状態にﾘｾ

ｯﾄして、ﾘﾝｸを確立させます。ﾘﾝｸが確立すれば、各ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化に進んで

ください。 
 
1. PC とﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝを正しく接続します。 
2. 下記の｢全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ｣ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

 
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ 0 1 D E F A L T .  
 

3. ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝにｾｯﾄします。ﾋﾟﾛﾛ-というﾋﾞｰﾌﾟ音が鳴った後、

ﾘﾝｸ試行が始まります。ﾌﾟｯﾌﾟｯﾌﾟｯﾌﾟｯﾌﾟｯﾌﾟｯ…..ﾋﾟｺ(ｲﾒｰｼﾞｬの緑色 LED も

瞬時点灯)というﾋﾞｰﾌﾟ音が鳴れば、ﾘﾝｸは成功です。 
 

   
 

4. ﾘﾝｸが始まらない場合は、下記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝして、再度、ﾜｲﾔﾚｽ

ｲﾒｰｼﾞｬをﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝにｾｯﾄしてみてください。 
 

~ B T _ R P L 1 .  
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定値を工場出荷時にﾘｾｯﾄする必要が無い場合は、｢全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ｣ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞ

ｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝせず、ﾘﾝｸの確立のみを行い、各ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化に進んでくださ

い。 
 
 
✔ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝとのﾘﾝｸが確立していない場合 

 
 1. ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、ﾌﾟｯというﾋﾞｰﾌﾟ音が鳴ります。 
 2. ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾌﾟｰﾌﾟｰﾌﾟｰというﾋﾞｰﾌﾟ音が鳴り、同時に 
   赤色 LED が 3 回点滅します。 
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4.2.1 RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化 
 
PC とﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝを RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ(CBL-IT-R)で接続している場合は、

この初期化ﾒﾆｭｰをご使用ください。 
 

上から順番にｽｷｬﾝしてください 

~ T E R M I D .  
ﾀｰﾐﾅﾙ ID 設定開始 

~ K 0 K  

RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
~ K 0 K  

~ K 0 K  

~ M N U S A V .  
ﾀｰﾐﾅﾙ ID 設定終了 

~ 2 3 2 B A D 5 .
9600/8/N/1 

~ 2 3 2 W R D 2 .
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4.2.2 DOS/V ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化 
 
PCとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝをDOS/Vｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ(CBL-IT-K)で接続している場

合は、この初期化ﾒﾆｭｰをご使用ください。 
 

上から順番にｽｷｬﾝしてください 

~ T E R M I D .  
ﾀｰﾐﾅﾙ ID 設定開始 

~ K 1 K  

DOS/V ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
~ K 0 K  

~ K 2 K  

~ M N U S A V .  
ﾀｰﾐﾅﾙ ID 設定終了 
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4.2.3 USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化 
 
PC とﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝを USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ(CBL-IT-U)で接続している場合は、こ

の初期化ﾒﾆｭｰをご使用ください。 
 

上から順番にｽｷｬﾝしてください 

~ T E R M I D .  
ﾀｰﾐﾅﾙ ID 設定開始 

~ K 1 K  

USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
~ K 3 K  

~ K 4 K  

~ M N U S A V .  
ﾀｰﾐﾅﾙ ID 設定終了 
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4.2.4 USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化 
 
PC とﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝを USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ(CBL-IT-U)で接続している場合は、こ

の初期化ﾒﾆｭｰをご使用ください。 
 

上から順番にｽｷｬﾝしてください 

~ T E R M I D .  
ﾀｰﾐﾅﾙ ID 設定開始 

~ K 1 K  

USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
~ K 3 K  

~ K 0 K  

~ M N U S A V .  
ﾀｰﾐﾅﾙ ID 設定終了 
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4.2.5 ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽの初期化 
 
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽは読み取ったﾃﾞｰﾀの前に付加される固定ﾃﾞｰﾀ、ｻﾌｨｯｸｽは読み取ったﾊﾞ

ｰｺｰﾄﾞの後ろに付加される固定ﾃﾞｰﾀを意味します。それぞれ 11 文字までの任意

のｷｬﾗｸﾀを設定できます。 
 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 
(max.11 文字) 読取ﾃﾞｰﾀ ｻﾌｨｯｸｽ 

(max.11文字)
 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 無し･ｻﾌｨｯｸｽ 無しです。変更が必要な場合は、下記から

希望する初期化ﾒﾆｭｰを上から順番に読み取ってください。 
また、任意の文字列を設定したい場合は、｢4.9.5 ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽの設定｣を参

照ください。 
 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 無し/ｻﾌｨｯｸｽ 無し 

 

上から順番にｽｷｬﾝしてください 

~ P R E C A 2 .  
全ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｸﾘｱ 

~ S U F C A 2 .  
全ｻﾌｨｯｸｽ ｸﾘｱ 

 
 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 無し/ｻﾌｨｯｸｽ CR(ｴﾝﾀｰｷｰ) 

 

上から順番にｽｷｬﾝしてください 

~ P R E C A 2 .  
全ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｸﾘｱ 

~ V S U F C R .  
全ｻﾌｨｯｸｽ CR(ｴﾝﾀｰｷｰ) 
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ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 無し/ｻﾌｨｯｸｽ ｴﾝﾀｰｷｰ(ﾃﾝｷｰ) 

 

上から順番にｽｷｬﾝしてください 

~ P R E C A 2 .  
全ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｸﾘｱ 

~ S U F B K 2 .  
ｻﾌｨｯｸｽ設定開始 

~ K 9 K  
全ｼﾝﾎﾞﾙ 

~ K 9 K  
 

~ K 0 K  
ｴﾝﾀｰｷｰ(ﾃﾝｷｰ) 

~ K 1 K  
 

~ M N U S A V .  
ｻﾌｨｯｸｽ設定終了 
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ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 無し/ｻﾌｨｯｸｽ TAB ｷｰ 

 

上から順番にｽｷｬﾝしてください 

~ P R E C A 2 .  
全ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｸﾘｱ 

~ S U F B K 2 .  
ｻﾌｨｯｸｽ設定開始 

~ K 9 K  
全ｼﾝﾎﾞﾙ 

~ K 9 K  
 

~ K 0 K  
TAB ｷｰ 

~ K 9 K  
 

~ M N U S A V .  
ｻﾌｨｯｸｽ設定終了 
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ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 無し/ｻﾌｨｯｸｽ CR/LF 

 

上から順番にｽｷｬﾝしてください 

~ P R E C A 2 .  
全ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｸﾘｱ 

~ S U F B K 2 .  
ｻﾌｨｯｸｽ設定開始 

~ K 9 K  
全ｼﾝﾎﾞﾙ 

~ K 9 K  
 

~ K 0 K  
CR 

~ K D K  
 

~ K 0 K  
LF 

~ K A K  
 

~ M N U S A V .  
ｻﾌｨｯｸｽ設定終了 
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ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ STX/ｻﾌｨｯｸｽ ETX 

 

上から順番にｽｷｬﾝしてください 

~ P R E B K 2 .  
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ設定開始 

~ K 9 K  
全ｼﾝﾎﾞﾙ 

~ K 9 K  
 

~ K 0 K  
STX 

~ K 2 K  
 

~ M N U S A V .  
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ設定終了 

~ S U F B K 2 .  
ｻﾌｨｯｸｽ設定開始 

~ K 9 K  
全ｼﾝﾎﾞﾙ 

~ K 9 K  
 

~ K 0 K  
ETX 

~ K 3 K  
 

~ M N U S A V .  
ｻﾌｨｯｸｽ設定終了 
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4.3 ﾀｰﾐﾅﾙ ID 
 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをお使いになる PC に合うｲﾝﾀｰﾌｪｲｽに初期化します。下記の表か

らお使いになる PC(ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ)に合う 3 桁のﾀｰﾐﾅﾙ ID を確認してください。 
出荷時の設定は、ご購入されたｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾀｲﾌﾟにより異なります。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ T E R M I D .

ﾀｰﾐﾅﾙ ID 設定開始  
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から 3 桁のﾀｰﾐ

ﾅﾙ ID をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺ

ｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 

 
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ/ﾀｰﾐﾅﾙ(PC) ﾀｰﾐﾅﾙ ID 

IBM PC AT 互換 101/104 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 003 
IBM DOSV106/109 日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 102 
USB 106/109 日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 134 
USB PC ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 124 
USB MAC ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 125 
USB HID POS 131 
USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 130 
RS232 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 000 
ｼﾘｱﾙｳｪｯｼﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 050 
ﾜﾝﾄﾞｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ(ｺｰﾄﾞ 39 ﾌｫｰﾏｯﾄ) 061 
ﾜﾝﾄﾞｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 064 
本書では、代表的なﾀｰﾐﾅﾙ ID のみを掲載しています。ご使用になるﾀｰﾐﾅﾙ(PC)が未掲載

の場合は、お手数ですが弊社までご連絡をお願いします。 
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4.4 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
 
4.4.1 CAPS LOCK の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ K B D S T Y 0 .

CAPS LOCK ｵﾌ 
通常 CAPS LOCK ｵﾌで PC を使

用します。 
■ 

~ K B D S T Y 1 .

CAPS LOCK ｵﾝ 
通常 CAPS LOCK ｵﾝで PC を使

用します。 
 

~ K B D S T Y 6 .

CAPS LOCK 自動検出 
CAPS LOCK 状態を自動検出し

ます。この設定は、CAPS LOCK
ｽﾃｰﾀｽ LED を搭載した PC-AT, 
PS/2 のみ有効です。 

 

 
 

4.4.2 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ動作ﾓｰﾄﾞの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ K B D S T Y 5 .

外付けｷｰﾎﾞｰﾄﾞｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 
ﾉｰﾄ PC で外付けｷｰﾎﾞｰﾄﾞを接続

しない場合に設定します。設定

後、必ずﾉｰﾄ PC の電源を再立ち

上げしてください。 

 

~ K B D N P S 1 .

ﾃﾝｷｰﾓｰﾄﾞ ｵﾝ 
数字ﾃﾞｰﾀをﾃﾝｷｰ入力として送信

します。 
 

~ K B D N P S 1 .

ﾃﾝｷｰﾓｰﾄﾞ ｵﾌ 
数字ﾃﾞｰﾀをﾌﾙｷｰﾎﾞｰﾄﾞ入力として

送信します。 
■ 

~ K B D C A S 1 .

CTRL+ASCII 入力 ｵﾝ 
CTRL+ASCII 入力をｵﾝにします。

実際送信されるｷｰｾｯﾄは、本書

｢A.2 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｺｰﾄﾞ対応表｣を参照

下さい。 

 

~ K B D C A S 0 .

CTRL+ASCII 入力 ｵﾌ 
CTRL+ASCII 入力をｵﾌにします。

 

~ K B D T M D 1 .

ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ送信 ｵﾝ 
ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ送信をｵﾝにします。

実際送信されるｷｰｾｯﾄは、本書

｢A.2 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｺｰﾄﾞ対応表｣を参照

下さい。 

 

~ K B D T M D 0 .

ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ送信 ｵﾌ 
ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ送信をｵﾌにします。
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4.5 RS232C/USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
 
4.5.1 ﾎﾞｰﾚｰﾄの設定 1 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ 2 3 2 B A D 0 .
300bps  

~ 2 3 2 B A D 1 .
600bps  

~ 2 3 2 B A D 2 .
1,200bps  

~ 2 3 2 B A D 3 .
2,400bps  

~ 2 3 2 B A D 4 .
4,800bps  

~ 2 3 2 B A D 5 .
9.600bps  

~ 2 3 2 B A D 6 .
19,200bps  

~ 2 3 2 B A D 7 .
38,400bps  

~ 2 3 2 B A D 8 .
57,600bps  

~ 2 3 2 B A D 9 .
115,200bps ■ 

 

                                                                  
1  USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを使用している場合、ﾎﾞｰﾚｰﾄの設定は必要ありません。 
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4.5.2 ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ 2 3 2 W R D 3 .

ﾃﾞ-ﾀﾋﾞｯﾄ 7 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1 
ﾊﾟﾘﾃｨ 偶数 

 

~ 2 3 2 W R D 0 .

ﾃﾞ-ﾀﾋﾞｯﾄ 7 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1 
ﾊﾟﾘﾃｨ 無し 

 

~ 2 3 2 W R D 6 .

ﾃﾞ-ﾀﾋﾞｯﾄ 7 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1 
ﾊﾟﾘﾃｨ 奇数 

 

~ 2 3 2 W R D 4 .

ﾃﾞ-ﾀﾋﾞｯﾄ 7 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 2 
ﾊﾟﾘﾃｨ 偶数 

 

~ 2 3 2 W R D 1 .

ﾃﾞ-ﾀﾋﾞｯﾄ 7 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 2 
ﾊﾟﾘﾃｨ 無し 

 

~ 2 3 2 W R D 7 .

ﾃﾞ-ﾀﾋﾞｯﾄ 7 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 2 
ﾊﾟﾘﾃｨ 奇数 

 

~ 2 3 2 W R D 5 .

ﾃﾞ-ﾀﾋﾞｯﾄ 8 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1 
ﾊﾟﾘﾃｨ 偶数 

 

~ 2 3 2 W R D 2 .

ﾃﾞ-ﾀﾋﾞｯﾄ 8 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1 
ﾊﾟﾘﾃｨ 無し 

■ 

~ 2 3 2 W R D 8 .

ﾃﾞ-ﾀﾋﾞｯﾄ 8 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1 
ﾊﾟﾘﾃｨ 奇数 
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4.5.3 ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ 2 3 2 C T S 1 .
RTS/CTS ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ｵﾝ  

~ 2 3 2 C T S 0 .
RTS/CTS ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ｵﾌ ■ 

~ 2 3 2 X O N 1 .
XON/XOFF ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ｵﾝ  

~ 2 3 2 X O N 0 .
XON/XOFF ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ｵﾌ ■ 

~ 2 3 2 A C K 1 .
ACK/NAK ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ｵﾝ 2  

~ 2 3 2 A C K 0 .
ACK/NAK ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ｵﾌ ■ 

 

                                                                  
2  ACK/NAK ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸは、現在ｻﾎﾟｰﾄしておりません。 
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4.5.4 ﾎｽﾄ ESC ｺﾏﾝﾄﾞの設定 
 
ﾎｽﾄ ESC ｺﾏﾝﾄﾞをｵﾝにすることで、PC からｲﾒｰｼﾞｬの LED やﾌﾞｻﾞｰを制御するこ

とが可能になります。例えば、PC 側で読取ﾃﾞｰﾀをﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽと照合検査し、条

件に合わない場合、ｵﾍﾟﾚｰﾀに対して、ｴﾗｰを状態を知らせるためになどに使用

できます。また、1 つのﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝに対して、複数のﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾘﾝｸさせて

いる場合でも、各ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬにﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号を割り当てることで、個別にﾎ

ｽﾄ ESC ｺﾏﾝﾄﾞを送信することができます。 
 

 
 
下記にﾎｽﾄ ESC ｺﾏﾝﾄﾞのﾊﾟｹｯﾄﾌｫｰﾏｯﾄとｺﾏﾝﾄﾞﾘｽﾄを示します。 
 

ﾊﾟｹｯﾄﾌｫｰﾏｯﾄ 
ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号(1 ﾊﾞｲﾄ) ESC ｺﾏﾝﾄﾞ(可変長) ﾀｰﾐﾈｰﾀ(1 ﾊﾞｲﾄ) 

0(0x30) ~ 6(0x36) <ESC> a など 
<ESC> = 0x1B , (0x2C) 

例) ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 0 のﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬに対して、<ESC>5<ESC>6 ｺﾏﾝﾄﾞを送信 
送信ﾊﾟｹｯﾄ : 0<ESC>5<ESC>6, 

 
ｺﾏﾝﾄﾞﾘｽﾄ 

<ESC>a ﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更成功時と同じ動作, ﾋﾞｰﾌﾟ(ﾋﾟﾛ) + 緑色 LED1 回点滅 
<ESC>b ﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更失敗時と同じ動作, ﾋﾞｰﾌﾟ(ﾌﾟｰﾌﾟｰﾌﾟｰ) + 赤色 LED 3 回点滅 
<ESC>1 緑色 LED 135 ﾐﾘ秒間点灯(連続点灯時は、70 ﾐﾘ秒以上の間隔要) 
<ESC>2 緑色 LED 2 秒間点灯(連続点灯時は、500 ﾐﾘ秒以上の間隔要) 
<ESC>3 緑色 LED 5 秒間点灯(連続点灯時は、500 ﾐﾘ秒以上の間隔要) 
<ESC>4 低音ﾋﾞｰﾌﾟを 1 回鳴動 
<ESC>5 中音ﾋﾞｰﾌﾟを 1 回鳴動 
<ESC>6 高音音ﾋﾞｰﾌﾟを 1 回鳴動 
<ESC>7 読取/通信 OK, ﾋﾞｰﾌﾟ(ﾋﾟｯ) + 緑色 LED1 回点滅 
<ESC>8 読取/通信 NG(<ESC>b 同等),, ﾋﾞｰﾌﾟ(ﾌﾟｰﾌﾟｰﾌﾟｰ) + 赤色 LED 3 回点滅 

 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ H S T A C K 1 .
ﾎｽﾄ ESC ｺﾏﾝﾄﾞ ｵﾝ  

~ H S T A C K 0 .
ﾎｽﾄ ESC ｺﾏﾝﾄﾞ ｵﾌ ■ 

 
✔ﾎｽﾄESCｺﾏﾝﾄﾞは、RS232C/USBﾊﾞｰﾁｬﾙCOMｲﾝﾀｰﾌｪｲｽでのみ使用できます。 
✔RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの場合は、ﾎﾞｰﾚｰﾄを 9,600bps 以下に設定してください。 
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4.6 Bluetooth ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
 
4.6.1 ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ接続の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ B T _ R M V .

ﾘﾝｸ解除 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝのﾘﾝｸを

解除します。 
 

~ B A S C O N 0 , D N G 1 .

ﾛｯｸﾘﾝｸﾓｰﾄﾞ(ｼﾝｸﾞﾙｲﾒｰｼﾞｬ) 
ﾛｯｸﾘﾝｸﾓｰﾄﾞに設定します。1 つのﾍﾞ

ｰｽｽﾃｰｼｮﾝに 1 台のﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬを接

続できます。但し、ｵｰﾌﾟﾝﾘﾝｸﾓｰﾄﾞ

と異なり、新しいﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾍﾞ

ｰｽｽﾃｰｼｮﾝにｾｯﾄしても、ﾘﾝｸが新たに

確立されることはありません。 

■ 

~ B A S C O N 1 , D N G 1 .

ｵｰﾌﾟﾝﾘﾝｸﾓｰﾄﾞ(ｼﾝｸﾞﾙｲﾒｰｼﾞｬ) 
ｵｰﾌﾟﾝﾘﾝｸﾓｰﾄﾞに設定します。1 つの

ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝに 1 台のﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬを

接続できます。ﾛｯｸﾘﾝｸﾓｰﾄﾞと異な

り、新しいﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾍﾞｰｽｽﾃｰｼ

ｮﾝにｾｯﾄすると、そのﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ

とﾘﾝｸが新たに確立されます。 

 

~ B T _ R P L 1 .

強制再ﾘﾝｸ(ﾛｯｸﾘﾝｸﾓｰﾄﾞ) 
ﾛｯｸﾘﾝｸﾓｰﾄﾞで、強制的に新しいﾜｲﾔ

ﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾘﾝｸを確立します。 
 

~ B A S C O N 2 , D N G 3 .

ﾏﾙﾁﾘﾝｸﾓｰﾄﾞ 
ﾏﾙﾁﾘﾝｸﾓｰﾄﾞに設定します。１つのﾍﾞ

ｰｽｽﾃｰｼｮﾝで最大 7 台のﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ

とﾘﾝｸすることができます。 

 

 



  
 Honeywell HHP Bluetooth Imager Series 

 4.19 
 Copyright © 2009, AIware Distribution Co., Ltd. 

4.6.1.1 FIPS 暗号化ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ F P S L E D 1 .
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ ｵﾝ ■ 

~ F P S L E D 0 .
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ ｵﾌ  

正常ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ : 橙色 LED 
FIPS ｾｷｭﾘﾃｨが正常に動作し、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ間の通信が暗号化

されている場合、ﾄﾘｶﾞを引くと点灯します。また、これには、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞ

ｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝに正常に FIPS ｿﾌﾄｳｪｱがﾛｰﾄﾞされたという意味もあります。
 
ｴﾗｰｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ : 赤色 LED 
FIPS ｾｷｭﾘﾃｨが正常に動作しておらず、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ間の通信

が暗号化されていない場合、ﾄﾘｶﾞを引くと点灯します。また、これには、

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬには、FIPS ｿﾌﾄｳｪｱが正常にﾛｰﾄﾞされたが、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝには、

ﾛｰﾄﾞされていないという意味もあります。 
 
ｴﾗｰｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ : ｾｷｭﾘﾃｨ警告ﾋﾞｰﾌﾟ 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ間の通信が暗号化されていない場合、ﾃﾞｰﾀを読み

取った後、ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟに続いて、ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟ 2 回が 1 分間の休止毎に鳴

動します。また、これには、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬには、FIPS ｿﾌﾄｳｪｱが正常にﾛｰﾄﾞ

されたが、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝには、ﾛｰﾄﾞされていないという意味もあります。 
 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ F P S B E P 1 .
ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ ｵﾝ ■ 

~ F P S B E P 0 .
ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ ｵﾌ  

正常ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ : 高音ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟ & 赤色 LED 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ間の通信が暗号化されている場合、ﾃﾞｰﾀを読み取

った後、高音ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟが鳴動し、赤色 LED が点滅します。また、これに

は、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝに正常に FIPS ｿﾌﾄｳｪｱがﾛｰﾄﾞされたという意

味もあります。 
 
ｴﾗｰｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ : ｾｷｭﾘﾃｨ警告ﾋﾞｰﾌﾟ 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ間の通信が暗号化されていない場合、ﾃﾞｰﾀを読み

取った後、ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟ 2 回が鳴動し、赤色 LED が点滅します。また、これ

には、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬには、FIPS ｿﾌﾄｳｪｱが正常にﾛｰﾄﾞされたが、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ

には、ﾛｰﾄﾞされていないという意味もあります。 
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4.6.1.2 自動再ﾘﾝｸの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ B T _ A C M 1 .
自動再ﾘﾝｸ ｵﾝ ■ 

~ B T _ A C M 0 .
自動再ﾘﾝｸ ｵﾌ  

~ B T _ M L A .

最大ﾘﾝｸ試行回数 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定した

い値を 0~100 の範囲でｽｷｬﾝし、最

後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

0 

~ B T _ R L T .

再ﾘﾝｸﾀｲﾑｱｳﾄ 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定した

い値を 1~100 の範囲でｽｷｬﾝし、最

後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定単位は、秒です。 

3 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 

 
✔最大ﾘﾝｸ試行回数内に再ﾘﾝｸが確立できなかった場合、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬは再ﾘﾝｸ 

試行を中止します。再度、再ﾘﾝｸを試行したい場合は、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬのﾄﾘｶﾞ

を引くか、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾍﾞｰｽﾕﾆｯﾄにｾｯﾄします。これにより、最大ﾘﾝｸ試行

回数ｶｳﾝﾀが 0 にﾘｾｯﾄされます。 
✔最大ﾘﾝｸ試行回数を 0 に設定した場合は、ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄ(｢4.8.2 ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄの 

設定｣を参照)で設定された時間が適用されます。 
✔再ﾘﾝｸﾀｲﾑｱｳﾄは、再ﾘﾝｸを試行する間隔を意味します。 
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4.6.1.3 通信圏外ｱﾗｰﾑの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ B A S O R D .

ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ通信圏外ｱﾗｰﾑ時間 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定した

い設定したい値を 0~3,000 の範囲

でｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを

ｽｷｬﾝします。設定単位は、秒です。

0 (無し)

~ B T _ O R D .

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ通信圏外ｱﾗｰﾑ時間 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定した

い設定したい値を 0~3,000 の範囲

でｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを

ｽｷｬﾝします。設定単位は、秒です。

0 (無し)

~ B A S O R W .

ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ通信圏外ｱﾗｰﾑﾀｲﾌﾟ 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定した

い設定したい値を 0~7 の範囲でｽｷｬ

ﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。 

0 

~ B T _ O R W .

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ通信圏外ｱﾗｰﾑﾀｲﾌﾟ 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定した

い設定したい値を 0~7 の範囲でｽｷｬ

ﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。 

0 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 
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4.6.1.4 通信圏外ﾒﾓﾘ機能の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ B A T E N A 1 .

通信圏外ﾒﾓﾘ機能 ｵﾝ 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬが通信圏外で読み取っ

たﾃﾞｰﾀをﾒﾓﾘします。ﾒﾓﾘされた読取

ﾃﾞｰﾀは、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬが通信圏内に

戻った時点で、自動送信されます。

■ 

~ B A T E N A 0 .

通信圏外ﾒﾓﾘ機能 ｵﾌ 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬが通信圏外で読み取っ

たﾃﾞｰﾀはﾒﾓﾘされません。 
 

~ B A T D L Y 0 .
ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀ送信ﾃﾞｨﾚｲ 0 (無し) ■ 

~ B A T D L Y 2 5 0 .  

ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀ送信ﾃﾞｨﾚｲ 250 ﾐﾘ秒  

~ B A T D L Y 5 0 0 .  

ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀ送信ﾃﾞｨﾚｲ 500 ﾐﾘ秒  

~ B A T D L Y 1 0 0 0 .  

ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀ送信ﾃﾞｨﾚｲ 1,000 ﾐﾘ秒  

 
✔ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀ送信ﾃﾞｨﾚｲは、ﾒﾓﾘされた読取ﾃﾞｰﾀを送信する際に、各読取ﾃﾞｰﾀ間に

挿入されるﾃﾞｨﾚｲです。 



  
 Honeywell HHP Bluetooth Imager Series 

 4.23 
 Copyright © 2009, AIware Distribution Co., Ltd. 

4.6.2 ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ B T _ N A M 0 0 0 1 .  

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名 ｢0001｣  

~ B T _ N A M 0 0 0 2 .  

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名 ｢0002｣  

~ B T _ N A M 0 0 0 3 .  

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名 ｢0003｣  

~ B T _ N A M 0 0 0 4 .  

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名 ｢0004｣  

~ B T _ N A M 0 0 0 5 .  

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名 ｢0005｣  

~ B T _ N A M 0 0 0 6 .  

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名 ｢0006｣  

~ B T _ N A M 0 0 0 7 .  

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名 ｢0007｣  

~ R E S E T _ .

ﾘｾｯﾄ 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾘｾｯﾄし、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ

と再ﾘﾝｸします。 
 

 
✔ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値は、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの型式(4820, 4820i など)です。 
✔ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名は、ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ(5. ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ参照)のﾊﾟｹｯﾄ内で使用します。 
✔ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名を設定した場合は、必ずﾘｾｯﾄを行って下さい。 
✔ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝに複数の同一ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名がﾘﾝｸしている場合は、最初にﾘﾝｸ確 

立したﾜｲﾚｽｲﾒｰｼﾞｬがｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを受信します。 
✔任意のﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名を設定する場合は、次頁をご利用下さい。 
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ B T _ N A M .

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定し

たい 10 桁迄のﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名をｽｷｬ

ﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。 
例えば、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名を ABCD と

する場合、ABCD｢確定｣の順でｽｷｬﾝ

します。 

 

~ R E S E T _ .

ﾘｾｯﾄ 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾘｾｯﾄし、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ

と再ﾘﾝｸします。 
 

英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 1 2 3 

 
4 5 6 7 

 
8 9 A B 

 
C D E F 

 
G H I J 

 
K L M N 

 
O P Q R 

 
S T U V 

 
W X Y Z 

 
確定 

 
破棄 

 
✔ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値は、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの型式(4820, 4820i など)です。 
✔ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名は、ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ(5. ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを参照)のﾊﾟｹｯﾄ内で使用します。 
✔ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝに複数の同一ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名がﾘﾝｸしている場合は、最初にﾘﾝｸ確 

立したﾜｲﾚｽｲﾒｰｼﾞｬがｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを受信します。 
✔ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名を設定した場合は、必ず｢ﾘｾｯﾄ｣ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝして、ﾜｲ 

ﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾘｾｯﾄして下さい。 
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4.6.3 ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号の設定 
 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬにﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号を設定することで、ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に異なるﾊﾟﾗﾒｰﾀ

設定値を持たせることができます。また、ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号指定して、ﾎｽﾄ ESC ｺ

ﾏﾝﾄﾞ(｢4.5.4 ﾎｽﾄ ESC ｺﾏﾝﾄﾞの設定｣を参照)を送信し、各ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬのﾋﾞｰﾌﾟや

LED を制御することが可能になります。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ G R P S E L 0 .
ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 ｢0｣ ■ 

~ G R P S E L 1 .
ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 ｢1｣  

~ G R P S E L 2 .
ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 ｢2｣  

~ G R P S E L 3 .
ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 ｢3｣  

~ G R P S E L 4 .
ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 ｢4｣  

~ G R P S E L 5 .
ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 ｢5｣  

~ G R P S E L 6 .
ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 ｢6｣  
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4.6.4 SPP 接続の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ B T _ D N G 5 .
PC/ﾉｰﾄﾌﾞｯｸ用 SPP 接続  

~ B T _ D N G 1 .
PDA 用 SPP 接続  

~ B T _ P I N .

PIN ｺｰﾄﾞ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続けて 
｢英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定したい

16 桁迄の PIN ｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 
例えば、PIN ｺｰﾄﾞを 123456 とする場

合、123456｢確定｣の順でｽｷｬﾝします。

1234 

~ B T _ R M V .

SPP 接続解除 
SPP 接続を解除します。  

英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 1 2 3 

 
4 5 6 7 

 
8 9 A B 

 
C D E F 

 
G H I J 

 
K L M N 

 
O P Q R 

 
S T U V 

 
W X Y Z 

 
確定 

 
破棄 

 

✔複数のﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬを１つの仮想 COM ﾎﾟｰﾄに接続することはできません。 
✔通信圏外から通信圏内に戻った場合でも、自動的に再接続はできません。 
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4.7 ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ 
 
4.7.1 ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾌﾞｻﾞｰの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ B E P B E P 1 .  

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾌﾞｻﾞｰ ｵﾝ ■ 

~ B E P B E P 0 .  

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾌﾞｻﾞｰ ｵﾌ  

~ B E P L V L 0 .  

ﾌﾞｻﾞｰ音量 無し  

~ B E P L V L 1 .  

ﾌﾞｻﾞｰ音量 小  

~ B E P L V L 2 .  

ﾌﾞｻﾞｰ音量 中 ■ 

~ B E P L V L 3 .  

ﾌﾞｻﾞｰ音量 大  

~ B E P F Q 1 1 6 0 0 .  

ﾌﾞｻﾞｰ周波数 1,600Hz  

~ B E P F Q 1 4 2 0 0 .  

ﾌﾞｻﾞｰ周波数 4,200Hz  

~ B E P F Q 1 3 2 5 0 .  

ﾌﾞｻﾞｰ周波数 3,250Hz ■ 

~ B E P B I P 0 .  

ﾌﾞｻﾞｰ長 ﾉｰﾏﾙ ■ 

~ B E P B I P 1 .  

ﾌﾞｻﾞｰ長 ｼｮｰﾄ  
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ B E P R P T .

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾌﾞｻﾞｰ/LED 回数設定開始

左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定した

い回数を 1~9 の範囲でｽｷｬﾝし、最

後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

1 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 
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4.7.2 ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ B E P L E D 1 .
ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED ｵﾝ ■ 

~ B E P L E D 0 .
ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED ｵﾌ  

~ D L Y G R D .  

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED ﾃﾞｨﾚｲ設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~30,000 の範囲でｽｷ

ｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷ

ｬﾝします。設定単位は、ﾐﾘ秒です。

0 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 
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4.8 ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬｵﾌﾟｼｮﾝ 
 
4.8.1 ﾏﾆｭｱﾙ/ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ T R G M O D 0 .

ﾏﾆｭｱﾙ/ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝ又はｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞで読み取

りを開始するﾓｰﾄﾞです。 
■ 

~ T R G S T O .

読取ﾀｲﾑｱｳﾄ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~300,000 の範囲でｽ

ｷｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷ

ｬﾝします。設定単位は、ﾐﾘ秒です。

0 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 

 
ﾏﾆｭｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押している間、読み取りを行います。ﾃﾞｰﾀを読み

取るか、ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを離すと、読み取りを終了します。読取ﾀｲﾑｱｳﾄを設定した場

合は、その時間が経過すると読み取りを終了します。 
 
ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ 読取開始ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを受信すると、読み取りを行います。ﾃﾞｰ

ﾀを読み取るか、読取終了ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを受信すると、読み取りを終了します。読

取ﾀｲﾑｱｳﾄを設定した場合は、その時間が経過すると読み取りを終了します。 
 

読取開始 <SYN> T <CR> 
読取終了 <SYN> U <CR> <SYN> = 16hex, <CR> = 0Dhex 
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4.8.2 ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ B T _ L P T 0 .
ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄ 0 秒(無し)  

~ B T _ L P T 2 0 0 .  

ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄ 200 秒  

~ B T _ L P T 4 0 0 .  

ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄ 400 秒  

~ B T _ L P T 9 0 0 .  

ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄ 900 秒  

~ B T _ L P T 3 6 0 0 .  

ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄ 3,600 秒 ■ 

~ B T _ L P T 7 2 0 0 .  

ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄ 7,200 秒  

 
✔ｼﾘｱﾙ/ﾏﾆｭｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞにのみ有効です。 
✔ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄ時間が経過すると、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬは電源をｵﾌにします。ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝ 

を引くと、ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟﾋﾞｰﾌﾟを鳴動し、数秒後にﾘﾝｸを確立し、復帰します。 
 
 
4.8.3 連続読取ﾓｰﾄﾞの設定 ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ 0 1 T R G M O D 1 .
連続読取ﾓｰﾄﾞ  
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4.8.4 ｵｰﾄｾﾝｽﾓｰﾄﾞの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ T R G M O D 3 .

ｵｰﾄｾﾝｽﾓｰﾄﾞ 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの読取ｴﾘｱにﾗﾍﾞﾙを

差し出すと自動的に読み取りを

開始するﾓｰﾄﾞです。このﾓｰﾄﾞは読

取ｴﾘｱの明暗を検知しているた

め、周囲の照明が暗すぎると、正

常に動作しない場合があります。

 

~ T R G P T O .

ｵｰﾄｾﾝｽ読取ﾀｲﾑｱｳﾄ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~300,000 の範囲でｽ

ｷｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷ

ｬﾝします。設定単位は、ﾐﾘ秒です。

5,000 

~ T R G P C K 1 .

読み取り後 LED ｵﾝ (ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ) 
ﾃﾞｰﾀ読み取り後、少しの間 LED
をｵﾝの状態に保ちます。 

■ 

~ T R G P C K 0 .

読み取り後 LED ｵﾌ (ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ) 
ﾃﾞｰﾀ読み取り後、直ぐに LED ｵﾌ

します。 
 

~ T R G P M S .

ｵｰﾄｾﾝｽ感度 (ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ) 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~20 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。(0 = 最高感度) 

1 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 
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4.8.5 同一ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ D L Y R R D 5 0 0 .  

同一ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 500 ﾐﾘ秒 
同一ｺｰﾄﾞを読み取る迄の間隔を

500 ﾐﾘ秒に設定します。 
 

~ D L Y R R D 7 5 0 .  

同一ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 750 ﾐﾘ秒 
同一ｺｰﾄﾞを読み取る迄の間隔を

750 ﾐﾘ秒に設定します。 
■ 

~ D L Y R R D 1 0 0 0 .

同一ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 1,000 ﾐﾘ秒 
同一ｺｰﾄﾞを読み取る迄の間隔を

1,000 ﾐﾘ秒に設定します。 
 

~ D L Y R R D 2 0 0 0 .

同一ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 2,000 ﾐﾘ秒 
同一ｺｰﾄﾞを読み取る迄の間隔を

2,000 ﾐﾘ秒に設定します。 
 

~ D L Y R R D .

同一ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~30,000 の範囲でｽｷ

ｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬ

ﾝします。設定単位は、ﾐﾘ秒です。

750 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 
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4.8.6 ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ D L Y G R D 0 .  

ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 無し 
次のｺｰﾄﾞを読み取る迄の間隔を

0 ﾐﾘ秒(無し)に設定します。 
■ 

~ D L Y G R D 5 0 0 .  

ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 500 ﾐﾘ秒 
次のｺｰﾄﾞを読み取る迄の間隔を

500 ﾐﾘ秒に設定します。 
 

~ D L Y G R D 1 0 0 0 .

ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 1,000 ﾐﾘ秒 
次のｺｰﾄﾞを読み取る迄の間隔を

1,000 ﾐﾘ秒に設定します。 
 

~ D L Y G R D .  

ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~30,000 の範囲でｽｷ

ｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷ

ｬﾝします。設定単位は、ﾐﾘ秒です。

500 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 
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4.8.7 読取 LED/ｴｲﾏｰの設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ P W R L D C 0 .  

読取 LED/ｴｲﾏｰ出力 0% 
出力 0%に設定した場合、暗

い場所での読み取りができ

なくなる場合があります。 

 

~ P W R L D C 5 0 .

読取 LED/ｴｲﾏｰ出力 50% 
少ない照明出力ﾚﾍﾞﾙでも十

分な場合に、設定します。 
 

~ P W R L D C 1 0 0 .

読取 LED/ｴｲﾏｰ出力 100% 
最大の照明出力で読み取り

を行います。 
■ 

~ S C N L E D 1 .

読取(照明ﾗｲﾄ)LED ｵﾝ 
読取 LED(照明ﾗｲﾄ)をｵﾝにし

ます。 
■ 

~ S C N L E D 0 .

読取(照明ﾗｲﾄ)LED ｵﾌ 
読取 LED(照明ﾗｲﾄ)をｵﾌにし

ます。 
 

~ S C N A I M 0 .  

ｴｲﾏｰ ｵﾌ 
ｴｲﾏｰを使用しないため、読み

取り中のﾋﾟｰｸ電流を抑える

ことができます。 

 

~ S C N A I M 1 .

ｴｲﾏｰ ｵﾝ 
ｴｲﾏｰを使用します。 ■ 

~ S C N A I M 2 .  

ｴｲﾏｰ 交互ｵﾝ 
ｴｲﾏｰと読取 LED(照明ﾗｲﾄ)を
交互にｵﾝにします。読み取り

中のﾋﾟｰｸ電流を抑えること

ができますが、読取ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝ

ｽが下がることがあります。

 

~ S C N D L Y 2 0 0 .
ｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲ 200 ﾐﾘ秒  

~ S C N D L Y 4 0 0 .
ｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲ 400 ﾐﾘ秒  

~ S C N D L Y 0 .
ｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲ 0 ﾐﾘ秒 ■ 

 

ｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲで設定された時間経過後、ｲﾒｰｼﾞを取り込みます。ｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲ中は、

読取 LED/ｴｲﾏｰ出力の設定に関係なく、ｴｲﾏｰのみが 100%出力で照射されます。 
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4.8.8 ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳの設定 ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 
ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳは、複数ｺｰﾄﾞが隣接するﾗﾍﾞﾙから目的のｺｰﾄﾞだけを確実に読み

取るために、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの視野を限定(狭める)するための機能です。 
 
ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳをｵﾝにすると、ﾚﾌﾄ･ﾗｲﾄで設定されたｴﾘｱがｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳとなり、

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬはそのｳｨﾝﾄﾞｳ内に存在するｺｰﾄﾞだけを読み取ります。ｳｨﾝﾄﾞｳ内に

ｺｰﾄﾞが無ければ、何も読み取りません。 
 
下記は、ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳの概念と例を示しています。 
 

例えば、下図の右側のﾊﾞｰｺｰﾄﾞだけを読み取りたい場合、ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨ

ﾝﾄﾞｳ ﾚﾌﾄを 40%、ﾗｲﾄを 60%に設定します。 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ D E C W I N 0 .
ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ ｵﾌ ■ 

~ D E C W I N 1 .
ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ ｵﾝ  
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~ D E C L F T .  

ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ ﾚﾌﾄ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~100 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、%です。 

40 

~ D E C R G T .  

ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ ﾗｲﾄ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~100 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、%です。 

60 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 
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4.8.9 ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳの設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 
ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳは、複数ｺｰﾄﾞが隣接するﾗﾍﾞﾙから目的のｺｰﾄﾞだけを確実に読み

取るために、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの視野を限定(狭める)するための機能です。本書 
｢4.8.7 読取 LED/ｴｲﾏｰの設定｣で説明したｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲと併用することで、読取ｴﾗｰ

を最小限に抑えることが可能になります。 
 
ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳをｵﾝにすると、ﾄｯﾌﾟ･ﾎﾞﾄﾑ･ﾚﾌﾄ･ﾗｲﾄで設定されたｴﾘｱがｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳ

ｨﾝﾄﾞｳとなり、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬはそのｳｨﾝﾄﾞｳ内に存在するｺｰﾄﾞだけを読み取ります。

ｳｨﾝﾄﾞｳ内にｺｰﾄﾞが無ければ、何も読み取りません。 
 
下記は、ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳの概念と例を示しています。 
 

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

ｾﾝﾀｰｳｨﾝﾄﾞｳ

0%

40%

60%

100%

40% 60% 100%

ﾄｯﾌﾟ 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 40%

ﾚﾌﾄ 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ=40%

ﾗｲﾄ 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ=60%

B A R C O D E 1

B A R C O D E 2

ｸﾞﾚｰの領域がｲﾒｰｼﾞｬの全視野となり、太い実線で囲

まれた白い領域がｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳです。この例の場

合、ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ内に存在する BARCODE2 だけ

が読み取りの対象となります。 

ﾎﾞﾄﾑ 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 60%

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ D E C W I N 0 .
ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ ｵﾌ ■ 

~ D E C W I N 1 .
ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ ｵﾝ  
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~ D E C T O P .  

ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ ﾄｯﾌﾟ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~100 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、%です。 

40 

~ D E C B O T .  

ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ ﾎﾞﾄﾑ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~100 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、%です。 

60 

~ D E C L F T .  

ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ ﾚﾌﾄ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~100 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、%です。 

40 

~ D E C R G T .  

ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ ﾗｲﾄ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~100 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、%です。 

60 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 
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4.8.10 ﾃﾞｺｰﾀﾞｻｰﾁﾓｰﾄﾞの設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ D E C M O D 0 .

ﾌﾙ･ｵﾑﾆﾀﾞｲﾚｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞ 
取り込んだｲﾒｰｼﾞを中央から順に

視野全体をｻｰﾁして、ｺｰﾄﾞをﾃﾞｺｰ

ﾄﾞします。全てのｺｰﾄﾞ(ｼﾝﾎﾞﾙ)及び

OCR ﾌｫﾝﾄを全方向で読み取るこ

とが可能ですが、綿密なｻｰﾁを行

うため、実行速度が遅くなること

があります。 

■ 

~ D E C M O D 1 .

ｸｲｯｸ･ｵﾑﾆﾀﾞｲﾚｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞ 
取り込んだｲﾒｰｼﾞの中心領域周辺

を簡略ｻｰﾁして、ｺｰﾄﾞをﾃﾞｺｰﾄﾞす

るため、高速読み取りが可能にな

ります。このﾓｰﾄﾞも全てのｺｰﾄﾞ(ｼ
ﾝﾎﾞﾙ)及びOCRﾌｫﾝﾄを全方向で読

み取ることが可能ですが、中心を

外れた一部のｺｰﾄﾞやﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽ、

QR ｺｰﾄﾞを読みこぼすことがあり

ます。 

 

 
 
4.8.11 ﾏﾙﾁｺｰﾄﾞ読み取りの設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ S H O T G N 1 .

ﾏﾙﾁｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾝ 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬは、ﾄﾘｶﾞを引いてい

る間、常に新たなｺｰﾄﾞ(ｼﾝﾎﾞﾙ)をｻ

ｰﾁし、読み取りを試みます。各ｺｰ

ﾄﾞ(ｼﾝﾎﾞﾙ)を一度づつ読み取り(同
じｺｰﾄﾞを重複読み取りしない)、
その都度、ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾌﾞｻﾞｰを鳴動

(ｵﾝの場合)させます。 

 

~ S H O T G N 0 .

ﾏﾙﾁｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬは、ｴｲﾏｰに最も近い

ｺｰﾄﾞ(ｼﾝﾎﾞﾙ)だけを読み取ります。

■ 
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4.8.12 ｼﾝﾎﾞﾙ優先順位読み取りの設定 
 
ｼﾝﾎﾞﾙ優先順位の設定を行うことで、読み取りｴﾘｱ内に複数のｼﾝﾎﾞﾙ種が存在す

る場合でも、的確に優先順位の高いｼﾝﾎﾞﾙ種を読み取らせることが可能になり

ます。 
 
例えば、他の業務でｺｰﾄﾞ 39 を読み取る必要があるため、ｺｰﾄﾞ 39 の読み取りを

無しに設定することはできないが、ある一部の業務で読み取りｴﾘｱ内にｺｰﾄﾞ 39
とｺｰﾄﾞ 128 が存在する製品箱のｺｰﾄﾞ 128 のみを確実に読み取らなければいけ

ないとします。この場合、優先順の高いｼﾝﾎﾞﾙをｺｰﾄﾞ 128 とすることで、目的

のｺｰﾄﾞ 128 だけを確実に読み取ることができるようになります。 
 
ｼﾝﾎﾞﾙ優先順位は、高い・低い・定義無しの 3 つに分類され、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬは、

低いに設定されたｼﾝﾎﾞﾙ種を読み取りｴﾘｱ内で検知すると、そのｼﾝﾎﾞﾙをｼﾝﾎﾞﾙ

優先順位ﾀｲﾑｱｳﾄで設定された時間無視して、高いに設定されているｼﾝﾎﾞﾙ種を

探します。優先順位ﾀｲﾑｱｳﾄ内に見つかれば、それを読み取り、見つからなけれ

ば、読み取りｴﾘｱ内にある低い又は定義無しのｼﾝﾎﾞﾙ種を読み取ります。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ P R F E N A 1 .
ｼﾝﾎﾞﾙ優先順位読み取り 有り  

~ P R F E N A 0 .
ｼﾝﾎﾞﾙ優先順位読み取り 無し ■ 

~ P R F C O D .

優先順位の高いｼﾝﾎﾞﾙ設定開始 
下記に設定手順を示します。 
1. 左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ 
2. 対象となるｼﾝﾎﾞﾙのｺｰﾄﾞ ID 
  (本書「A.1 ｺｰﾄﾞ ID 表」参照) 
  を｢英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣からｽｷｬﾝ

3. 最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。 

無し 

~ P R F B L K .

優先順位の低いｼﾝﾎﾞﾙ設定開始 
下記に設定手順を示します。 
1. 左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ 
2. 対象となるｼﾝﾎﾞﾙのｺｰﾄﾞ ID 
  (本書「A.1 ｺｰﾄﾞ ID 表」参照) 
  を｢英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣からｽｷｬﾝ

4. 続けて、対象となるｼﾝﾎﾞﾙを追

  加する場合は、区切りを意味す

  る FF を｢英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣か 
  らｽｷｬﾝ、追加しない場合は、そ

  のまま次に進みます。 
6. 最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。 

無し 

 
✔OCR 読み取りには、適用されません。 
✔優先順位の低いｼﾝﾎﾞﾙを読み取る場合は、ｴｲﾏｰ/LED ﾋﾞｰﾑの中央にくるよう 

に照射してください。 
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ P R F P T O .

ｼﾝﾎﾞﾙ優先順位ﾀｲﾑｱｳﾄ 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 1~3000 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、ﾐﾘ秒です。

500 

~ P R F D F T .

ｼﾝﾎﾞﾙ優先順位ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｼﾝﾎﾞﾙ優先順位の設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄ値に戻します。 
 

数値･英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
A 

 
B 

 
C 

 
D 

 
E 

 
F 

 
確定 

 
破棄 

 
 
✔OCR 読み取りには、適用されません。 
✔優先順位の低いｼﾝﾎﾞﾙを読み取る場合は、ｴｲﾏｰ/LED ﾋﾞｰﾑの中央にくるよう 

に照射してください。 
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4.8.13 ﾌﾟﾘﾝﾄｳｪｲﾄの設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ P R T W G T .

ﾌﾟﾘﾝﾄｳｪｲﾄ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 1~7 の範囲でｽｷｬﾝし、

最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝしま

す。 
 
ﾌﾟﾘﾝﾄｳｪｲﾄ 
ﾌﾟﾘﾝﾄｳｪｲﾄは、ﾏﾄﾘｸｽｼﾝﾎﾞﾙの読み

取り調整を行います。印刷された

ﾏﾄﾘｸｽｼﾝﾎﾞﾙが一様に太く印刷さ

れている場合は、ﾌﾟﾘﾝﾄｳｪｲﾄを 6、
一様に細く印刷されている場合

は、2 に設定すると良い結果が得

られるようになります。 

4 

~ P R T W G T 4 .

ﾌﾟﾘﾝﾄｳｪｲﾄ ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ﾌﾟﾘﾝﾄｳｪｲﾄをﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。

■ 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 
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4.8.14 ｺｰﾄﾞｲﾒｰｼﾞ方向の設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 
郵便ｺ-ﾄﾞ(ｶｽﾀﾏﾊﾞｰｺｰﾄﾞ)や OCR ﾌｫﾝﾄなど一部のｺｰﾄﾞ(ｼﾝﾎﾞﾙ)では、ｺｰﾄﾞの反転や

回転によりﾃﾞｰﾀを誤読する可能性が高くなります。ｺｰﾄﾞｲﾒｰｼﾞを正方向で取り

込むことができない場合は、ｺｰﾄﾞｲﾒｰｼﾞ方向を予め設定されることをお勧めし

ます。 
 

 

上下 180°反転 

正方向 

右 90°回転 

左 90°回転 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ R O T A T N 0 .
正方向(反転･回転無し) ■ 

~ R O T A T N 1 .
上下 180°反転  

~ R O T A T N 2 .
右 90°回転  

~ R O T A T N 3 .
左 90°回転  
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4.8.15 反転ｺｰﾄﾞ読み取りの設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ V I D R E V 1 .

反転ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾝ 
反転したｺｰﾄﾞ(ｼﾝﾎﾞﾙ)の読み取り

を行います。 
 

~ V I D R E V 0 .

反転ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ 
反転したｺｰﾄﾞ(ｼﾝﾎﾞﾙ)の読み取り

を行いません。 
■ 

~ V I D R E V 0 .

反転ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ (ﾈｶﾞﾀｲﾌﾟ) 
反転したｺｰﾄﾞ(ｼﾝﾎﾞﾙ)の読み取り

を行いません。 
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4.9 ﾃﾞｰﾀ送信 
 
4.9.1 ﾉｰﾘｰﾄﾞ送信の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ S H W N R D 1 .

ﾉｰﾘｰﾄﾞ送信 ｵﾝ 
ﾉｰﾘｰﾄﾞ ｢NR｣ を送信します。  

~ S H W N R D 0 .

ﾉｰﾘｰﾄﾞ送信 ｵﾌ 
ﾉｰﾘｰﾄﾞ ｢NR｣ を送信しません。

■ 

 
 
4.9.2 ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ D L Y C H R .

ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~99 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、5 ﾐﾘ秒です。

例えば、20 ﾐﾘ秒に設定したい場

合は、4 をｽｷｬﾝします。 

0 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 
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4.9.3 指定ｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ D L Y C R X .

指定ｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~99 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、5 ﾐﾘ秒です。

例えば、20 ﾐﾘ秒に設定したい場

合は、4 をｽｷｬﾝします。 

0 

~ D L Y _ X X .

指定ｷｬﾗｸﾀ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設

定したいｷｬﾗｸﾀをｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。例

えば、A(41hex)を設定する場合

は、41｢確定｣の順でｽｷｬﾝします。

この指定ｷｬﾗｸﾀ送信後に、設定さ

れたﾃﾞｨﾚｲが実行されます。 

 

数値･英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
A 

 
B 

 
C 

 
D 

 
E 

 
F 

 
確定 

 
破棄 
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4.9.4 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ間ﾃﾞｨﾚｲ･ﾒｯｾｰｼﾞ間ﾃﾞｨﾚｲの設定 
 
下図に示すように、ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｬﾗｸﾀ(00~1Fhex)が送信された後に実行されるﾃﾞｨ

ﾚｲがﾌｧﾝｸｼｮﾝ間ﾃﾞｨﾚｲ、読取ﾃﾞｰﾀ間に実行されるﾃﾞｨﾚｲがﾒｯｾｰｼﾞ間ﾃﾞｨﾚｲです。 
 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ間ﾃﾞｨﾚｲ 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 

STX 1 HT 2 3 4 5 CR LF

読取ﾃﾞｰﾀ ｻﾌｨｯｸｽ 

ﾒｯｾｰｼﾞ間ﾃﾞｨﾚｲ 

STX 1 2 3 4CR 

読取ﾃﾞｰﾀ 1 

STX CR 5 6STX CR

読取ﾃﾞｰﾀ 2 読取ﾃﾞｰﾀ 3 

 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ D L Y F N C .

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ間ﾃﾞｨﾚｲ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~99 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、5 ﾐﾘ秒です。

例えば、20 ﾐﾘ秒に設定したい場

合は、4 をｽｷｬﾝします。 

0 

~ D L Y M S G .

ﾒｯｾｰｼﾞ間ﾃﾞｨﾚｲ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~99 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、5 ﾐﾘ秒です。

例えば、20 ﾐﾘ秒に設定したい場

合は、4 をｽｷｬﾝします。 

0 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.9.5 ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽの設定 
 
下記に示すように、読取ﾃﾞｰﾀの前後にそれぞれ 1~11 文字までの任意のﾌﾟﾘﾌｨｯ

ｸｽ及びｻﾌｨｯｸｽを付加して送信することができます。 
 

 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 読取ﾃﾞｰﾀ ｻﾌｨｯｸｽ 

無し又は 1~11 文字 可変長 無し又は 0~11 文字

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ P R E B K 2 .

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、対

象となるｼﾝﾎﾞﾙのｺｰﾄﾞ ID(本書

「A.1 ｺｰﾄﾞ ID 表」参照)を｢英数

字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣からｽｷｬﾝし、続けて

設定したい 11 文字までのﾌﾟﾘﾌｨｯ

ｸｽをｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰ

ﾄﾞをｽｷｬﾝします。 
例えば、全ｼﾝﾎﾞﾙ(99)を対象にﾌﾟﾘ

ﾌｨｯｸｽを 123 とする場合、各ｷｬﾗｸ

ﾀを 16 進数に変換し、99313233
｢確定｣の順でｽｷｬﾝします。 

無し 

~ P R E C A 2 .

全ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｸﾘｱ 
設定されている全ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽをｸﾘｱ

します。 
 

~ S U F B K 2 .

ｻﾌｨｯｸｽ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、対

象となるｼﾝﾎﾞﾙのｺｰﾄﾞ ID(本書

「A.1 ｺｰﾄﾞ ID 表」参照)を｢英数

字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣からｽｷｬﾝし、続けて

設定したい 11 文字までのﾌﾟﾘﾌｨｯ

ｸｽをｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰ

ﾄﾞをｽｷｬﾝします。 
例えば、全ｼﾝﾎﾞﾙ(99)を対象にｻﾌｨ

ｯｸｽを TAB(09hex)とする場合、

9909｢確定｣の順でｽｷｬﾝします。 

無し 

~ S U F C A 2 .

全ｻﾌｨｯｸｽ ｸﾘｱ 
設定されている全ｻﾌｨｯｸｽをｸﾘｱし

ます。 
 

 

 ｺｰﾄﾞ ID 送信を指定する場合は、特殊ｺｰﾄﾞ 5C80 をｽｷｬﾝします。 
 AIM ID 送信を指定する場合は、特殊ｺｰﾄﾞ 5C81 をｽｷｬﾝします。 
 ¥ﾏｰｸ(ﾊﾞｯｸｽﾗｼｭ)送信を指定する場合は、特殊ｺｰﾄﾞ 5C81 をｽｷｬﾝします。 

 
例)全ｼﾝﾎﾞﾙ(99)のﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽをｺｰﾄﾞ ID に設定する場合、下記の順でｽｷｬﾝします。 
 ｢ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ設定開始｣ 995C80 ｢確定｣ 
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英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.9.6 ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽの設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 
ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽを設定することにより、ﾏﾙﾁｺｰﾄﾞ読み取り(本書 ｢4.8.11 ﾏﾙﾁｺｰﾄﾞ
読み取りの設定｣参照)を行った場合でも、ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽで設定された規則に

従って、常に同じﾌｫｰﾏｯﾄ(順序)でﾃﾞｰﾀを送信することが可能になります。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ S E Q B L K .

ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽ 設定開始 
下記に設定手順を示します。 
1. 左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ 
2. 対象となるｼﾝﾎﾞﾙのｺｰﾄﾞ ID 
  (本書「A.1 ｺｰﾄﾞ ID 表」参照) 
  を｢英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣からｽｷｬﾝ 
3. 条件を適用したいｼﾝﾎﾞﾙの桁数 
   を 0000~9999 の範囲で｢数値 
   ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣からｽｷｬﾝ 
   (50 桁=0050, 可変長=9999) 
4. 条件を適用したいｼﾝﾎﾞﾙの先頭 
   ｷｬﾗｸﾀを｢英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から

   ｽｷｬﾝ (A=41hex, 任意=99) 
5. ｼｰｹﾝｽの区切りを意味する FF 
   を｢英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣からｽｷｬﾝ 
6. 次のｼｰｹﾝｽを設定する場合は、 
   2~6 を繰り返します。 
   ｼｰｹﾝｽ設定確定する場合は、 
   最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。 

 

~ S E Q D F T .

ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽ ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽの設定をﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに

戻します。 
 

~ S E Q E N 2 .

ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽ ｴｸｽｸﾙｰｼﾌﾞ(必須) 
ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽを適用して、ﾃﾞｰﾀを

送信します。設定規則に当てはまら

ないﾃﾞｰﾀは破棄します。 

 

~ S E Q E N 1 .

ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽ ｵﾝ 
ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽを適用しますが、設

定規則に当てはまらないﾃﾞｰﾀを読

み取った場合は、そのままﾃﾞｰﾀを送

信します。 

 

~ S E Q E N 0 .

ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽ ｵﾌ 
読取ﾃﾞｰﾀをそのまま送信します。 
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例えば、下記に示す多段ﾗﾍﾞﾙを[ｺｰﾄﾞ 39][ｺｰﾄﾞ 128][ｺｰﾄﾞ 93]の順で必ず送信し

たい場合、次の手順でﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽを設定します。 
 

 
｢ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽ設定開始｣ → 62 9999 41 FF → 6A 9999 42 FF → 69 9999 43 FF → ｢確定｣ 

① ② ③

① ｺｰﾄﾞ ID = 62(ｺｰﾄﾞ 39), 桁数 9999(可変長), 先頭ｷｬﾗｸﾀ 41(A), ｼｰｹﾝｽ区切り FF 
② ｺｰﾄﾞ ID = 6A(ｺｰﾄﾞ 128), 桁数 9999(可変長), 先頭ｷｬﾗｸﾀ 42(B), ｼｰｹﾝｽ区切り FF 
③ ｺｰﾄﾞ ID = 69(ｺｰﾄﾞ 93), 桁数 9999(可変長), 先頭ｷｬﾗｸﾀ 43(C), ｼｰｹﾝｽ区切り FF 

C  -  C O D E 9 3

B  -  C O D E 1 2 8

* A  -  C O D E 3 9 *

 
 

数値･英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10 ﾘﾆｱｼﾝﾎﾞﾙ(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ)の読み取り設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ A L L E N A 1 .

全ﾘﾆｱｼﾝﾎﾞﾙ読み取り ｵﾝ 
全てのﾘﾆｱｼﾝﾎﾞﾙ(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ)の読み

取りをｵﾝにします。 
 

~ A L L E N A 0 .

全ﾘﾆｱｼﾝﾎﾞﾙ読み取り ｵﾌ 
全てのﾘﾆｱｼﾝﾎﾞﾙ(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ)の読み

取りをｵﾌにします。 
 

 
 
4.10.1 ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ C B R D F T .

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰに関する設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄに戻します。 
 

~ C B R E N A 1 .

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ 読み取り ｵﾝ 
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰを読み取ります。 ■ 

~ C B R E N A 0 .

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ 読み取り ｵﾌ 
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰを読み取りません。  

~ C B R S S X 1 .

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ送信 ｵﾝ 
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀを送信します。  

~ C B R S S X 0 .

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ送信 ｵﾌ 
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰのｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀを送信

しません。 
■ 

~ C B R C K 2 0 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ(ﾓｼﾞｭﾛ 16)検査をし

ません。 
■ 

~ C B R C K 2 1 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾝ/送信 ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ(ﾓｼﾞｭﾛ 16)検査をし

ますが、送信は行いません。 
 

~ C B R C K 2 2 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾝ/送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ(ﾓｼﾞｭﾛ 16)検査及び

送信を行います。 
 



 
Honeywell HHP Bluetooth Imager Series 

4.54 
Copyright © 2009, AIware Distribution Co., Ltd. 

 

連結 

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ連結機能 

A 1 2 3 4 D D 5 6 7 8 A

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ C B R C C T 2 .

連結機能 ｵﾝ(必須) 
連結を行いますが、連結の無い単

独の｢D｣ｼﾝﾎﾞﾙは読み取りません。

 

~ C B R C C T 1 .

連結機能 ｵﾝ 
連結を行います。連結の無い単独

の｢D｣ｼﾝﾎﾞﾙも読み取れます。 
 

~ C B R C C T 0 .

連結機能 ｵﾌ 
連結を行いません。 ■ 

~ C B R M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

2~60 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ C B R M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

2~60 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

60 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.2 ｺｰﾄﾞ 39 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ C 3 9 D F T .

ｺｰﾄﾞ 39 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰに関する設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄに戻します。 
 

~ C 3 9 E N A 1 .

ｺｰﾄﾞ 39 読み取り ｵﾝ 
ｺｰﾄﾞ 39 を読み取ります。 ■ 

~ C 3 9 E N A 0 .

ｺｰﾄﾞ 39 読み取り ｵﾌ 
ｺｰﾄﾞ 39 を読み取りません。  

~ C 3 9 S S X 1 .

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ送信 ｵﾝ 
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀを送信します。 

 

~ C 3 9 S S X 0 .

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ送信 ｵﾌ 
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰのｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀを送信

しません。 
■ 

~ C 3 9 C K 2 0 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査をしません。  

~ C 3 9 C K 2 1 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾝ/送信 ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査をしますが、送

信は行いません。 
 

~ C 3 9 C K 2 2 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾝ/送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査及び送信を行い

ます。 
 

~ C 3 9 C K 2 2 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾝ/送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査及び送信を行い

ます。 
 

~ C 3 9 A S C 1 .

ﾌﾙｱｽｷｰ読み取り ｵﾝ 
ﾌﾙｱｽｷｰ読み取りをします。 □ 3 

~ C 3 9 A S C 0 .

ﾌﾙｱｽｷｰ読み取り ｵﾌ 
ﾌﾙｱｽｷｰ読み取りをしません。 ■ 

~ C 3 9 B 3 2 1 .

ｺｰﾄﾞ 32(PARAF)読み取り ｵﾝ 
ｺｰﾄﾞ 32(PARAF)を読み取ります。

 

~ C 3 9 B 3 2 0 .

ｺｰﾄﾞ 32(PARAF)読み取り ｵﾌ 
ｺｰﾄﾞ 32(PARAF)を読み取りませ

ん。 
 

                                                                  
3  IT3800 ｼﾘｰｽﾞのﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値です。 
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ﾒﾓﾘへｱﾍﾟﾝﾄﾞ

(追加保存) 

ｺｰﾄﾞ 39 ｱﾍﾟﾝﾄﾞ機能 

ﾒﾓﾘ内ﾃﾞｰﾀを

一括送信 

*  1 2 3 *

*  4 5 6 *

*  7 8 9 *

* A B C D *

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ C 3 9 A P P 1 .

ｱﾍﾟﾝﾄﾞ機能 ｵﾝ 
ｽﾍﾟｰｽで始まるｺｰﾄﾞ 39 ﾃﾞｰﾀを読

み取ると、最初のｽﾍﾟｰｽを削除し

た後、内部ﾒﾓﾘにｱﾍﾟﾝﾄﾞ(追加保存)
していきます。ｽﾍﾟｰｽ以外で始ま

るｺｰﾄﾞ 39 ﾃﾞｰﾀを読み取ると、ﾒﾓ

ﾘ内のﾃﾞｰﾀを一括送信します。 

 

~ C 3 9 A P P 0 .

ｱﾍﾟﾝﾄﾞ機能 ｵﾌ 
ｱﾍﾟﾝﾄﾞを行いません。 ■ 

~ C 3 9 M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~48 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ C 3 9 M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~48 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

48 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.3 ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ I 2 5 D F T .

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 に関する設定を全

てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ I 2 5 E N A 1 .

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 読み取り ｵﾝ 
ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 を読み取ります。

■ 

~ I 2 5 E N A 0 .

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 読み取り ｵﾌ 
ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 を読み取りませ

ん。 
 

~ I 2 5 C K 2 0 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査をしません。 ■ 

~ I 2 5 C K 2 1 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾝ/送信 ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査をしますが、送

信は行いません。 
 

~ I 2 5 C K 2 2 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾝ/送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査及び送信を行い

ます。 
 

~ I 2 5 M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

2~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ I 2 5 M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

2~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

80 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.4 ｺｰﾄﾞ 93 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ C 9 3 D F T .

ｺｰﾄﾞ 93 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾄﾞ 93 に関する設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄに戻します。 
 

~ C 9 3 E N A 1 .

ｺｰﾄﾞ 93 読み取り ｵﾝ 
ｺｰﾄﾞ 93 を読み取ります。 ■ 

~ C 9 3 E N A 0 .

ｺｰﾄﾞ 93 読み取り ｵﾌ 
ｺｰﾄﾞ 93 を読み取りません。  

~ C 9 3 M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ C 9 3 M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

80 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.5 ｺｰﾄﾞ 25 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ R 2 5 D F T .

ｺｰﾄﾞ 25 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾄﾞ 25 に関する設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄに戻します。 
 

~ R 2 5 E N A 1 .

ｺｰﾄﾞ 25 読み取り ｵﾝ 
ｺｰﾄﾞ 25 を読み取ります。 ■ 

~ R 2 5 E N A 0 .

ｺｰﾄﾞ 25 読み取り ｵﾌ 
ｺｰﾄﾞ 25 を読み取りません。  

~ R 2 5 M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~48 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ R 2 5 M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~48 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

48 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.6 ｽﾄﾚｰﾄ 25(IATA)の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ A 2 5 D F T .

ｽﾄﾚｰﾄ 25 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｽﾄﾚｰﾄ 25 に関する設定を全てﾃﾞｨ

ﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ A 2 5 E N A 1 .

ｽﾄﾚｰﾄ 25 読み取り ｵﾝ 
ｽﾄﾚｰﾄ 25 を読み取ります。  

~ A 2 5 E N A 0 .

ｽﾄﾚｰﾄ 25 読み取り ｵﾌ 
ｽﾄﾚｰﾄ 25 を読み取りません。 ■ 

~ A 2 5 M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~48 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ A 2 5 M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~48 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

48 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.7 ﾏﾄﾘｸｽ 25 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ X 2 5 D F T .

ﾏﾄﾘｸｽ 25 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ﾏﾄﾘｸｽ 25 に関する設定を全てﾃﾞｨ

ﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ X 2 5 E N A 1 .

ﾏﾄﾘｸｽ 25 読み取り ｵﾝ 
ﾏﾄﾘｸｽ 25 を読み取ります。  

~ X 2 5 E N A 0 .

ﾏﾄﾘｸｽ 25 読み取り ｵﾌ 
ﾏﾄﾘｸｽ 25 を読み取りません。 ■ 

~ X 2 5 M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ X 2 5 M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

80 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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3 

 
4 
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6 

 
7 

 
8 
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確定 
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4.10.8 ｺｰﾄﾞ 11 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ C 1 1 D F T .

ｺｰﾄﾞ 11 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾄﾞ 11 に関する設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄに戻します。 
 

~ C 1 1 E N A 1 .

ｺｰﾄﾞ 11 読み取り ｵﾝ 
ｺｰﾄﾞ 11 を読み取ります。  

~ C 1 1 E N A 0 .

ｺｰﾄﾞ 11 読み取り ｵﾌ 
ｺｰﾄﾞ 25 を読み取りません。 ■ 

~ C 1 1 C K 2 0 .

1 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ 
1 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査をします。  

~ C 1 1 C K 2 1 .

2 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ 
2 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査をします。 ■ 

~ C 1 1 M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ C 1 1 M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

80 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.9 ｺｰﾄﾞ 128 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ 1 2 8 D F T .

ｺｰﾄﾞ 128 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾄﾞ 128 に関する設定を全てﾃﾞｨ

ﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ 1 2 8 E N A 1 .

ｺｰﾄﾞ 128 読み取り ｵﾝ 
ｺｰﾄﾞ 25 を読み取ります。 ■ 

~ 1 2 8 E N A 0 .

ｺｰﾄﾞ 128 読み取り ｵﾌ 
ｺｰﾄﾞ 128 を読み取りません。  

~ I S B E N A 1 .

ISBT 連結機能 ｵﾝ 4 
ISBT 連結をします。  

~ I S B E N A 0 .

ISBT 連結機能 ｵﾌ 
ISBT 連結をしません。 ■ 

~ 1 2 8 M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ 1 2 8 M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

80 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4  1994 年 国際輸血学会(ISBT)が血液の重要情報をやりとりするために策定した血液製品の標準ﾊﾞｰｺ

ｰﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄです。ISBT ﾌｫｰﾏｯﾄを使用するには、有料ﾗｲｾﾝｽが必要になります。 
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4.10.10 Telepen の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ T E L D F T .

Telepen 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
Telepen に関する設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄに戻します。 
 

~ T E L E N A 1 .

Telepen 読み取り ｵﾝ 
Telepen を読み取ります。  

~ T E L E N A 0 .

Telepen 読み取り ｵﾌ 
Telepen を読み取りません。 ■ 

~ T E L O L D 0 .

AIM ﾌｫｰﾏｯﾄ 
AIM ﾌｫｰﾏｯﾄで出力します。 ■ 

~ T E L O L D 1 .

ｵﾘｼﾞﾅﾙﾌｫｰﾏｯﾄ 
ｵﾘｼﾞﾅﾙﾌｫｰﾏｯﾄで出力します。  

~ T E L M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~60 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ T E L M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~60 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

60 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.11 UPC-A の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ U P A D F T .

UPC-A 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
UPC-A に関する設定を全てﾃﾞｨﾌｫ

ﾙﾄに戻します。 
 

~ U P A E N A 1 .

UPC-A 読み取り ｵﾝ 
UPC-A を読み取ります。 ■ 

~ U P A E N A 0 .

UPC-A 読み取り ｵﾌ 
UPC-A を読み取りません。  

~ U P A C K X 1 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを送信します。 ■ 

~ U P A C K X 0 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを送信しません。  

~ U P A N S X 1 .

ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信 ｵﾝ 
ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰを送信します。 ■ 

~ U P A N S X 0 .

ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信 ｵﾌ 
ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰを送信しません。  

~ U P A A D 2 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ 2 を読み取ります。  

~ U P A A D 2 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ 2 を読み取りません。 ■ 

~ U P A A D 5 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ 5 を読み取ります。  

~ U P A A D 5 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ 5 を読み取りません。 ■ 
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~ U P A A R Q 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ付 UPC-A だけを読み取り

ます。 
 

~ U P A A R Q 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ無しとｱﾄﾞｵﾝ付の UPC-A を

読み取ります。 
■ 

~ U P A A D S 1 .

ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝﾃﾞｰﾀの前にｾﾊﾟﾚｰﾀとして、

ｽﾍﾟｰｽを挿入します。 
 

~ U P A A D S 0 .

ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ ｵﾌ 
ｽﾍﾟｰｽを挿入しません。 ■ 

~ C P N E N A 1 .

ｸｰﾎﾟﾝｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾝ 
ｸｰﾎﾟｺｰﾄﾞ付 UPC-A/EAN-13 を読

み取ります。 
 

~ C P N E N A 0 .

ｸｰﾎﾟﾝｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ 
ｸｰﾎﾟｺｰﾄﾞ付 UPC-A/EAN-13 を読

み取ります。 
■ 
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4.10.12 UPC-E の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ U P E D F T .

UPC-E 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
UPC-E に関する設定を全てﾃﾞｨﾌｫ

ﾙﾄに戻します。 
 

~ U P E E N 0 1 .

UPC-E0 読み取り ｵﾝ 
｢0｣で始まる UPC-E を読み取り

ます。 
■ 

~ U P E E N 0 0 .

UPC-E0 読み取り ｵﾌ 
｢0｣で始まる UPC-E を読み取り

ません。 
 

~ U P E E N 1 1 .

UPC-E1 読み取り ｵﾝ 
｢1｣で始まる UPC-E を読み取り

ます。 
 

~ U P E E N 1 0 .

UPC-E1 読み取り ｵﾌ 
｢1｣で始まる UPC-E を読み取り

ません。 
■ 

~ U P E E X P 1 .

UPC-A 変換 ｵﾝ 
UPC-A ｺｰﾄﾞに変換します。  

~ U P E E X P 0 .

UPC-A 変換 ｵﾌ 
UPC-A ｺｰﾄﾞに変換しません。 ■ 

~ U P E C K X 1 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを送信します。 ■ 

~ U P E C K X 0 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを送信しません。  

~ U P E N S X 1 .

ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信 ｵﾝ 
ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰを送信します。 ■ 

~ U P E N S X 0 .

ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信 ｵﾌ 
ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰを送信しません。  
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~ U P E A D 2 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ 2 を読み取ります。  

~ U P E A D 2 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ 2 を読み取りません。 ■ 

~ U P E A D 5 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ 5 を読み取ります。  

~ U P E A D 5 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ 5 を読み取りません。 ■ 

~ U P E A R Q 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ付 UPC-E だけを読み取り

ます。 
 

~ U P E A R Q 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ無しとｱﾄﾞｵﾝ付の UPC-E を

読み取ります。 
■ 

~ U P E A D S 1 .

ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝﾃﾞｰﾀの前にｾﾊﾟﾚｰﾀとして、

ｽﾍﾟｰｽを挿入します。 
 

~ U P E A D S 0 .

ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ ｵﾌ 
ｽﾍﾟｰｽを挿入しません。 ■ 
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4.10.13 EAN/JAN-13 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ E 1 3 D F T .

EAN/JAN-13 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
EAN/JAN-13に関する設定を全て

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ E 1 3 E N A 1 .

EAN/JAN-13 読み取り ｵﾝ 
EAN/JAN-13 を読み取ります。 ■ 

~ E 1 3 E N A 0 .

EAN/JAN-13 読み取り ｵﾌ 
EAN/JAN-13 を読み取りません。

 

~ E 1 3 C K X 1 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを送信します。 ■ 

~ E 1 3 C K X 0 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを送信しません。  

~ E 1 3 A D 2 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ 2 を読み取ります。  

~ E 1 3 A D 2 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ 2 を読み取りません。 ■ 

~ E 1 3 A D 5 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ 5 を読み取ります。  

~ E 1 3 A D 5 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ 5 を読み取りません。 ■ 
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~ E 1 3 A R Q 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ付 EAN/JAN-13 だけを読み

取ります。 
 

~ E 1 3 A R Q 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り ｵﾌ 
ｱ ﾄ ﾞ ｵ ﾝ 無 し と ｱ ﾄ ﾞ ｵ ﾝ 付 の

EAN/JAN-13 を読み取ります。 
■ 

~ E 1 3 A D S 1 .

ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝﾃﾞｰﾀの前にｾﾊﾟﾚｰﾀとして、

ｽﾍﾟｰｽを挿入します。 
 

~ E 1 3 A D S 0 .

ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ ｵﾌ 
ｽﾍﾟｰｽを挿入しません。 ■ 

~ E 1 3 I S B 1 .

ISBN 変換 ｵﾝ 
ISBN 変換をします。  

~ E 1 3 I S B 0 .

ISBN 変換 ｵﾌ 
ISBN 変換をしません。 ■ 
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4.10.14 EAN/JAN-8 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ E A 8 D F T .

EAN/JAN-8 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
EAN/JAN-8 に関する設定を全て

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ E A 8 E N A 1 .

EAN/JAN-8 読み取り ｵﾝ 
EAN/JAN-8 を読み取ります。 ■ 

~ E A 8 E N A 0 .

EAN/JAN-8 読み取り ｵﾌ 
EAN/JAN-8 を読み取りません。

 

~ E A 8 C K X 1 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを送信します。 ■ 

~ E A 8 C K X 0 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを送信しません。  

~ E A 8 A D 2 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ 2 を読み取ります。  

~ E A 8 A D 2 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ 2 を読み取りません。 ■ 

~ E A 8 A D 5 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ 5 を読み取ります。  

~ E A 8 A D 5 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ 5 を読み取りません。 ■ 

~ E A 8 A R Q 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ付 EAN/JAN-8 だけを読み

取ります。 
 

~ E A 8 A R Q 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り ｵﾌ 
ｱ ﾄ ﾞ ｵ ﾝ 無 し と ｱ ﾄ ﾞ ｵ ﾝ 付 の

EAN/JAN-8 を読み取ります。 
■ 

~ E A 8 A D S 1 .

ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝﾃﾞｰﾀの前にｾﾊﾟﾚｰﾀとして、

ｽﾍﾟｰｽを挿入します。 
 

~ E A 8 A D S 0 .

ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ ｵﾌ 
ｽﾍﾟｰｽを挿入しません。 ■ 
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4.10.15 MSI の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ M S I D F T .

MSI 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
MSI に関する設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

に戻します。 
 

~ M S I E N A 1 .

MSI 読み取り ｵﾝ 
MSI を読み取ります。  

~ M S I E N A 0 .

MSI 読み取り ｵﾌ 
MSI を読み取りません。 ■ 

~ M S I C H K 0 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾝ/送信 ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ(ﾀｲﾌﾟ 10)検査をしま

すが、送信は行いません。 
■ 

~ M S I C H K 1 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾝ/送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ(ﾀｲﾌﾟ 10)検査及び送

信を行います。 
 

~ M S I M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

4~48 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ M S I M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

4~48 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

48 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.16 PosiCode の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ P O S D F T .

PosiCode 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
PosiCode に関する設定を全てﾃﾞ

ｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ P O S E N A 1 .

PosiCode 読み取り ｵﾝ 
PosiCode を読み取ります。 ■ 

~ P O S E N A 0 .

PosiCode 読み取り ｵﾌ 
PosiCode を読み取りません。  

~ P O S L I M 0 .

PosiCode A&B 読み取り ｵﾝ 
PosiCode A と B(ﾘﾐﾃｯﾄﾞ A と B は

読み取り無し)を読み取ります。

(PosiCode読み取りをｵﾝに設定し

ておく必要があります。) 

 

~ P O S L I M 1 .

PosiCode A&B&ﾘﾐﾃｯﾄﾞ A 
読み取り ｵﾝ 
PosiCode A と B とﾘﾐﾃｯﾄﾞ A(ﾘﾐﾃｯ
ﾄﾞ B は読み取り無し)を読み取り

ます。(PosiCode 読み取りをｵﾝに

設定しておく必要があります。) 

 

~ P O S L I M 2 .

PosiCode A&B&ﾘﾐﾃｯﾄﾞ B 
読み取り ｵﾝ 
PosiCode A と B とﾘﾐﾃｯﾄﾞ B(ﾘﾐﾃｯ
ﾄﾞ A は読み取り無し)を読み取り

ます。(PosiCode 読み取りをｵﾝに

設定しておく必要があります。) 

■ 

 



 
Honeywell HHP Bluetooth Imager Series 

4.74 
Copyright © 2009, AIware Distribution Co., Ltd. 

 

~ P O S M I N .

最小桁数 設定開始(2~80) 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

2~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ P O S M A X .

最大桁数 設定開始(2~80) 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

2~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

48 
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4.10.17 Plessey の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ P L S D F T .

Plessey 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
Plessey に関する設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄに戻します。 
 

~ P L S E N A 1 .

Plessey 読み取り ｵﾝ 
Plessey を読み取ります。  

~ P L S E N A 0 .

Plessey 読み取り ｵﾌ 
Plessey を読み取りません。 ■ 

~ P L S M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

4~48 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ P L S M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

4~48 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

48 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.18 GS1 Databar Ominidirectional の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ R S S D F T .

GS1 Databar Ominidirectional 
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
GS1 Databar Ominidirectional に
関する設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻し

ます。 

 

~ R S S E N A 1 .

GS1 Databar Ominidirectional 
読み取り ｵﾝ 
GS1 Databar Ominidirectional を
読み取ります。 

■ 

~ R S S E N A 0 .

GS1 Databar Ominidirectional 
読み取り ｵﾌ 
GS1 Databar Ominidirectional を
読み取りません。 

 

 
 
4.10.19 GS1 Databar Limited の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ R S L D F T .

GS1 Databar Limited 
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
RSS ﾘﾐﾃｯﾄﾞに関する設定を全て

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

~ R S L E N A 1 .

GS1 Databar Limited 
読み取り ｵﾝ 
RSS ﾘﾐﾃｯﾄﾞを読み取ります。 

■ 

~ R S L E N A 0 .

GS1 Databar Limited 
読み取り ｵﾌ 
RSS ﾘﾐﾃｯﾄﾞを読み取りません。 
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4.10.20 GS1 Databar Expanded の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ R S E D F T .

GS1 Databar Expanded 
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
RSS ｴｸｽﾊﾟﾝﾄﾞに関する設定を全

てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

~ R S E E N A 1 .

GS1 Databar Expanded 
読み取り ｵﾝ 
RSS ｴｸｽﾊﾟﾝﾄﾞを読み取ります。 

 

~ R S E E N A 0 .

GS1 Databar Expanded 
読み取り ｵﾌ 
RSS ｴｸｽﾊﾟﾝﾄﾞを読み取りません。

■ 

~ R S E E M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ R S E E M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

74 
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4.10.21 GS1 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ E A N E M U 0 .

GS1 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 無し 
GS1 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝを行いません。 ■ 

~ E A N E M U 1 .

GS1-128 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ有り 
GS-128/GS1 Databar 等価のｴﾝｺｰ

ﾄﾞがされた読取ﾃﾞｰﾀの先頭に

AIM ID の ]C1 を付加します。 

 

~ E A N E M U 2 .

GS1 Databar ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 有り 
GS-128/GS1 Databar 等価のｴﾝｺｰ

ﾄﾞがされた読取ﾃﾞｰﾀの先頭に

AIM ID の ]e0 を付加します。 
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4.11 ｽﾀｯｸｼﾝﾎﾞﾙの読み取り設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 
4.11.1 Trioptic ｺｰﾄﾞの設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ T R I E N A 1 .

Trioptic ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾝ 
Trioptic ｺｰﾄﾞを読み取ります。  

~ T R I E N A 0 .

Trioptic ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ 
Trioptic ｺｰﾄﾞを読み取りません。

■ 

 

 Trioptic ｺｰﾄﾞは、磁気記録媒体のﾗﾍﾞﾙ表示に使用されています。 
 ｺｰﾄﾞ 32(PARAF)を読み取る場合は、必ず Trioptic ｺｰﾄﾞの読み取りをｵﾌに

してください。(本書 ｢4.10.2 ｺｰﾄﾞ 39 の設定｣参照) 
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4.11.2 ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ F の設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ C B F D F T .

ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ F 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ F に関する設定を全て

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ C B F E N A 1 .

ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ F 読み取り ｵﾝ 
ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ F を読み取ります。  

~ C B F E N A 0 .

ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ F 読み取り ｵﾌ 
ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ F を読み取りません。

■ 

~ C B F M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~2,048 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ C B F M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~2,048 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

2,048 
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4.11.3 ｺｰﾄﾞ 16K の設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ 1 6 K D F T .

ｺｰﾄﾞ 16K 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾄﾞ 16K に関する設定を全てﾃﾞｨ

ﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ 1 6 K E N A 1 .

ｺｰﾄﾞ 16K 読み取り ｵﾝ 
ｺｰﾄﾞ 16K を読み取ります。  

~ 1 6 K E N A 0 .

ｺｰﾄﾞ 16K 読み取り ｵﾌ 
ｺｰﾄﾞ 16K を読み取りません。 ■ 

~ 1 6 K M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~160 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ 1 6 K M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~160 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

160 
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4.11.4 ｺｰﾄﾞ 49 の設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ C 4 9 D F T .

ｺｰﾄﾞ 49 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾄﾞ 49 に関する設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄに戻します。 
 

~ C 4 9 E N A 1 .

ｺｰﾄﾞ 49 読み取り ｵﾝ 
ｺｰﾄﾞ 49 を読み取ります。 ■ 

~ C 4 9 E N A 0 .

ｺｰﾄﾞ 49 読み取り ｵﾌ 
ｺｰﾄﾞ 49 を読み取りません。  

~ C 4 9 M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~81 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ C 4 9 M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~81 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

81 
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4.11.5 PDF417 の設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ P D F D F T .

PDF417 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
PDF417に関する設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄに戻します。 
 

~ P D F E N A 1 .

PDF417 読み取り ｵﾝ 
PDF417 を読み取ります。 ■ 

~ P D F E N A 0 .

PDF417 読み取り ｵﾌ 
PDF417 を読み取りません。  

~ P D F M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~2,750 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ P D F M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~2,750 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

2,750 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.11.6 ﾏｲｸﾛ PDF417 の設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ M P D D F T .

ﾏｲｸﾛ PDF417 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ﾏｲｸﾛ PDF417 に関する設定を全

てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ M P D E N A 1 .

ﾏｲｸﾛ PDF417 読み取り ｵﾝ 
ﾏｲｸﾛ PDF417 を読み取ります。  

~ M P D E N A 0 .

ﾏｲｸﾛ PDF417 読み取り ｵﾌ 
ﾏｲｸﾛ PDF417 を読み取りません。

■ 

~ M P D M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~366 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ M P D M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~366 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

366 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.11.7 EAN.UCC ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄの設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ C O M E N A 1 .

EAN.UCC ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ読み取り ｵﾝ 
EAN.UCC ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄを読み取りま

す。 
 

~ C O M E N A 0 .

EAN.UCC ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ読み取り ｵﾌ 
EAN.UCC ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄを読み取りま

せん。 
■ 

~ C O M U P C 1 .

UPC/EAN ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ読み取り ｵﾝ 
UPC/EAN ﾊﾞｰｼﾞｮﾝを読み取りま

す。(この設定は、GS1-128 及び

GS1 Databar ﾞからなるｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ

ｺｰﾄﾞには影響しません。) 

 

~ C O M U P C 0 .

UPC/EAN ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ読み取り ｵﾌ 
UPC/EAN ﾊﾞｰｼﾞｮﾝを読み取りま

せん。(この設定は、GS1-128 及

び GS1 Databar ﾞからなるｺﾝﾎﾟｼﾞ

ｯﾄｺｰﾄﾞには影響しません。) 

■ 

~ C O M M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~2,435 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ C O M M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~2,435 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

2,435 
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4.11.8 TLC39 の設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ T 3 9 E N A 1 .

TLC39 読み取り ｵﾝ 
TLC39(TCIF Linked Code39)を
読み取ります。 

 

~ T 3 9 E N A 0 .

TLC39 読み取り ｵﾌ 
TLC39(TCIF Linked Code39)を
読み取りません。 

■ 

 

TLC39 は、ｺｰﾄﾞ 39 とﾏｲｸﾛ PDF417 から成るｽﾀｯｸｼﾝﾎﾞﾙです。 
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4.12 ﾏﾄﾘｸｽｼﾝﾎﾞﾙの読み取り設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 
4.12.1 QR/ﾏｲｸﾛ QR の設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ Q R C D F T .

QR/ﾏｲｸﾛ QR 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
QR/ﾏｲｸﾛ QR に関する設定を全て

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ Q R C E N A 1 .

QR/ﾏｲｸﾛ QR 読み取り ｵﾝ 
QR/ﾏｲｸﾛ QR を読み取ります。 ■ 

~ Q R C E N A 0 .

QR/ﾏｲｸﾛ QR 読み取り ｵﾌ 
QR/ﾏｲｸﾛ QR を読み取りません。

 

~ Q R C M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~3,500 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ Q R C M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~3,500 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

3,500 
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4.12.2 ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽの設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ I D M D F T .

ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽ全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽに関する設定を全てﾃﾞ

ｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ I D M E N A 1 .

ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽ読み取り ｵﾝ 
ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽを読み取ります。 ■ 

~ I D M E N A 0 .

ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽ読み取り ｵﾌ 
ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽを読み取りません。  

~ I D M M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~1,500 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ I D M M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~1,500 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1,500 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.12.3 ﾏｷｼｺｰﾄﾞの設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ M A X D F T .

ﾏｷｼｺｰﾄﾞ全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ﾏｷｼｺｰﾄﾞに関する設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄに戻します。 
 

~ M A X E N A 1 .

ﾏｷｼｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾝ 
ﾏｷｼｺｰﾄﾞを読み取ります。 ■ 

~ M A X E N A 0 .

ﾏｷｼｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ 
ﾏｷｼｺｰﾄﾞを読み取りません。  

~ M A X M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~150 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ M A X M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~150 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

150 
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4.12.4 Aztec の設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ A Z T D F T .

Aztec 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
Aztec に関する設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙ

ﾄに戻します。 
 

~ A Z T E N A 1 .

Aztec 読み取り ｵﾝ 
Aztec を読み取ります。 ■ 

~ A Z T E N A 0 .

Aztec 読み取り ｵﾌ 
Aztec を読み取りません。  

~ A Z T R U N 1 .

Aztec Runes 読み取り ｵﾝ 
Aztec Runes を読み取ります。  

~ A Z T R U N 2 .

Aztec Runes 読み取り ｵﾌ 
Aztec Runes を読み取りません。

■ 

~ A Z T M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~3,750 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ A Z T M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~3,750 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

3,750 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.13 郵便ｼﾝﾎﾞﾙの読み取り設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 
4.13.1 Postnet の設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ N E T E N A 1 .

Postnet 読み取り ｵﾝ 
Postnet を読み取ります。  

~ N E T E N A 0 .

Postnet 読み取り ｵﾌ 
Postnet を読み取りません。 ■ 

 
 
4.13.2 Planet の設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ P L N E N A 1 .

Planet 読み取り ｵﾝ 
Planet を読み取ります。  

~ P L N E N A 0 .

Planet 読み取り ｵﾌ 
Planet を読み取りません。 ■ 

 
 
4.13.3 ｲｷﾞﾘｽ郵便ｺｰﾄﾞの設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ B P O E N A 1 .

ｲｷﾞﾘｽ郵便ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾝ 
ｲｷﾞﾘｽ郵便ｺｰﾄﾞを読み取ります。

 

~ B P O E N A 0 .

ｲｷﾞﾘｽ郵便ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ 
ｲｷﾞﾘｽ郵便ｺｰﾄﾞを読み取りませ

ん。 
■ 

 
 

 読み取りを行いたい郵便ｼﾝﾎﾞﾙを１種類だけｵﾝにすることで、読取ﾊﾟﾌｫｰ

ﾏﾝｽを向上させることができます。 

 



 
Honeywell HHP Bluetooth Imager Series 

4.92 
Copyright © 2009, AIware Distribution Co., Ltd. 

4.13.4 ｵﾗﾝﾀﾞ郵便ｺｰﾄﾞの設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ K I X E N A 1 .

ｵﾗﾝﾀﾞ郵便ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾝ 
ｵﾗﾝﾀﾞ郵便ｺｰﾄﾞ(KIX)を読み取りま

す。 
 

~ K I X E N A 0 .

ｵﾗﾝﾀﾞ郵便ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ 
ｵﾗﾝﾀﾞ郵便ｺｰﾄﾞ(KIX)を読み取りま

せん。 
■ 

 
 
4.13.5 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ郵便ｺｰﾄﾞの設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ A U S E N A 1 .

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ郵便ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾝ 
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ郵便ｺｰﾄﾞを読み取りま

す。 
 

~ A U S E N A 0 .

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ郵便ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ 
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ郵便ｺｰﾄﾞを読み取りませ

ん。 
■ 

 
 
4.13.6 日本郵便ｺｰﾄﾞの設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ J A P E N A 1 .

日本郵便ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾝ 
日本郵便ｺｰﾄﾞ(ｶｽﾀﾏﾊﾞｰｺｰﾄﾞ)を読

み取ります。 
 

~ J A P E N A 0 .

日本郵便ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ 
日本郵便ｺｰﾄﾞ(ｶｽﾀﾏﾊﾞｰｺｰﾄﾞ)を読

み取りません。 
■ 

 
 

 読み取りを行いたい郵便ｼﾝﾎﾞﾙを１種類だけｵﾝにすることで、読取ﾊﾟﾌｫｰ

ﾏﾝｽを向上させることができます。 
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4.13.7 中国郵便ｺｰﾄﾞの設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ C P C D F T .

中国郵便ｺｰﾄﾞ全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
中国郵便ｺｰﾄﾞに関する設定を全

てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ C P C E N A 1 .

中国郵便ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾝ 
中国郵便ｺｰﾄﾞを読み取ります。  

~ C P C E N A 0 .

中国郵便ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ 
中国郵便ｺｰﾄﾞを読み取りません。

■ 

~ C P C M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ C P C M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 
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数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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Honeywell HHP Bluetooth Imager Series 

4.94 
Copyright © 2009, AIware Distribution Co., Ltd. 

4.13.8 韓国郵便ｺｰﾄﾞの設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ K P C D F T .

韓国郵便ｺｰﾄﾞ全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
韓国郵便ｺｰﾄﾞに関する設定を全

てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ K P C E N A 1 .

韓国郵便ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾝ 
韓国郵便ｺｰﾄﾞを読み取ります。  

~ K P C E N A 0 .

韓国郵便ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ 
韓国郵便ｺｰﾄﾞを読み取りません。

■ 

~ K P C M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

2~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ K P C M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

2~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 
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数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.13 OCR ﾌｫﾝﾄの読み取り設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬは、6~60 ﾎﾟｲﾝﾄの OCR ﾌｫﾝﾄ読み取りに対応しています。 
 

 
 
OCR ﾌｫﾝﾄの読み取りは、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞほど確実なものではありません。従って、ﾜｲ

ﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬに対して、読み取り対象となる OCR ﾌｫﾝﾄの構成要素を OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰ

ﾄとして登録し、読み取り時に照合を行うことで、OCR ﾌｫﾝﾄ読み取りの確実性

を高めます。また、OCR ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀを印字することで、さらに読み取りの確実

性を高めることが可能になります。 
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4.13.1 OCR ﾌｫﾝﾄの設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ O C R D F T .

OCR ﾌｫﾝﾄ全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
OCR ﾌｫﾝﾄに関する設定を全てﾃﾞ

ｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ O C R E N A 0 .

全 OCR ﾌｫﾝﾄ読み取り ｵﾌ 
全 OCR ﾌｫﾝﾄを読み取りません。

■ 

~ O C R E N A 1 .

OCR-A ﾌｫﾝﾄ読み取り ｵﾝ 
OCR-A ﾌｫﾝﾄを読み取ります。 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄでは、8 桁を任意のｷｬﾗｸﾀ

を読み取ります。それ以外を読み

取る場合は、OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの作成

が必要です。 

 

~ O C R E N A 2 .

OCR-B ﾌｫﾝﾄ読み取り ｵﾝ 
OCR-B ﾌｫﾝﾄを読み取ります。 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄでは、8 桁を任意のｷｬﾗｸﾀ

を読み取ります。それ以外を読み

取る場合は、OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの作成

が必要です。 

 

~ O C R E N A 3 .

U.S.通貨ﾌｫﾝﾄ読み取り ｵﾝ 
U.S.通貨ﾌｫﾝﾄを読み取ります。 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄでは、8 桁を任意のｷｬﾗｸﾀ

を読み取ります。それ以外を読み

取る場合は、OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの作成

が必要です。 

 

~ O C R E N A 4 .

MICR E 13 B ﾌｫﾝﾄ読み取り ｵﾝ 
MICR E 13 B ﾌｫﾝﾄ(銀行小切手

MICR ｷｬﾗｸﾀ)を読み取ります。 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄでは、8 桁を任意のｷｬﾗｸﾀ

を読み取ります。それ以外を読み

取る場合は、OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの作成

が必要です。 

 

~ O C R E N A 5 .

SEMI ﾌｫﾝﾄ読み取り ｵﾝ 
SEMI ﾌｫﾝﾄを読み取ります。 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄでは、8 桁を任意のｷｬﾗｸﾀ

を読み取ります。それ以外を読み

取る場合は、OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの作成

が必要です。 

 

 

 一度に読み取りできる OCR ﾌｫﾝﾄは 1 種類のみです。 
 OCR ﾌｫﾝﾄを横方向や上下逆方向読み取ると、誤読することがあります。 

読み取り方向が正方向にできない場合は、本書｢4.8.14 ｺｰﾄﾞｲﾒｰｼﾞ方向の

設定｣を参照して下さい。 
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4.13.2 OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの設定 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬは、登録されている OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄを元に OCR ﾌｫﾝﾄの読み取りを

読み取りを行います。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄでは、任意の 8 桁の OCR ﾌｫﾝﾄを読み取る OCR
ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄが登録されていますが、それ以外の桁数・構成要素を持つ OCR ﾌｫﾝﾄ

の読み取りを行う場合は、新たに OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄを作成する必要があります。 
 
OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄは、下記に列挙する特別な意味を持つﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄｷｬﾗｸﾀを組み合わせ

て作成します。 
 

OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄｷｬﾗｸﾀ 意味 
a 任意の英数字ｷｬﾗｸﾀを意味します。 
c ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀを意味します。 
d 任意の数字ｷｬﾗｸﾀを意味します。 
e 使用可能な任意の OCR ｷｬﾗｸﾀを意味します。 
g ﾕｰｻﾞｰ定義変数 g を意味します。 
h ﾕｰｻﾞｰ定義変数 h を意味します。 
l 任意の大文字ｷｬﾗｸﾀを意味します。 
t 新規ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの開始を意味するｾﾊﾟﾚｰﾀです。 
r 複数行を意味するｾﾊﾟﾚｰﾀです。 

* その他のｷｬﾗｸﾀ(ｽﾍﾟｰｽを含む)は、そのｷｬﾗｸﾀ自体を意味します。 
 
OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの作成 
 

例 1 
8 桁の任意の数字で構成された OCR-A ﾌｫﾝﾄを読み取る場合、 
 
 OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ : dddddddd 
 
となります。従って下記の順でｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 
 
 ｢OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ設定開始｣ dddddddd ｢確定｣ 
 

  
 
例 2 
3 桁の任意の数字、続いて文字列｢ABC｣、最後が 3 桁の任意の数字で

構成された OCR-A ﾌｫﾝﾄを読み取る場合、 
 
 OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ : dddABCddd 
 
となります。従って下記の順でｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 
 
 ｢OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ設定開始｣ ddd414243ddd ｢確定｣ 
 

  
 

 OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの作成に必要なｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞは、4.84 頁に掲載しています。 
 16 桁を超える OCR ﾌｫﾝﾄの読み取りはお勧めできません。 
 3 行を超える OCR ﾌｫﾝﾄの読み取りはお勧めできません。 
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例 3 
3 桁の任意の数字、続いてｽﾍﾟｰｽ、文字列｢ABC｣、ｽﾍﾟｰｽ、最後が 3 桁

の任意の数字で構成された OCR-A ﾌｫﾝﾄを読み取る場合、 
 
 OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ : ddd ABC ddd 
 
となります。従って下記の順でｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 
 
 ｢OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ設定開始｣ ddd2041424320ddd ｢確定｣ 
 
  
 
 

OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄを複数作成する 
新規ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの開始を意味するﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄｷｬﾗｸﾀ｢t｣をｾﾊﾟﾚｰﾀにして、複数の OCR ﾃ

ﾝﾌﾟﾚｰﾄを記述することで、OR 条件を持つ OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄを登録することができ

ます。 
 

例 4 
8 桁の任意の数字で構成された OCR-A ﾌｫﾝﾄ又は 4 桁の任意の数字、続

いて 2 桁の大文字ｷｬﾗｸﾀ、最後が 2 桁の任意の数字で構成された OCR-A
ﾌｫﾝﾄを読み取る場合、 
 
 OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ : ddddddddtddddlldd 
 
となります。従って下記の順でｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 
 
 ｢OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ設定開始｣ ddddddddtddddlldd ｢確定｣ 
 

  
 

 OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの作成に必要なｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞは、4.84 頁に掲載しています。 
 16 桁を超える OCR ﾌｫﾝﾄの読み取りはお勧めできません。 
 3 行を超える OCR ﾌｫﾝﾄの読み取りはお勧めできません。 
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ﾕｰｻﾞｰ定義変数を使用する 
ﾕｰｻﾞｰ定義変数は、特定のｷｬﾗｸﾀ位置でｷｬﾗｸﾀの OR 照合を行いたい場合に使用

します。g と h の 2 つのﾕｰｻﾞｰ定義変数が用意されています。 
 

例 5 
6 桁の任意の数字、最後の 3 桁が ABC の何れかのｷｬﾗｸﾀで構成された

OCR-A ﾌｫﾝﾄを読み取る場合、 
 
 ﾕｰｻﾞｰ定義変数 : ABC 
 OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ : ddddddggg 
 
となります。従って下記の順でｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 
 

｢ﾕｰｻﾞｰ定義変数 g 設定開始｣ 414243 ｢確定｣ 
 ｢OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ設定開始｣ ddddddggg ｢確定｣ 
 

  
 

複数行の OCR ﾌｫﾝﾄを読み取る 
複数行を意味するﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄｷｬﾗｸﾀ｢r｣をｾﾊﾟﾚｰﾀにして、複数の OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄを記

述することで、複数行で印字された OCR ﾌｫﾝﾄの読み取りに対応することがで

きます。 
 

例 6 
1 行目が 8 桁の任意の数字で構成された OCR-A ﾌｫﾝﾄ、2 行目が 8 桁の

任意の大文字ｷｬﾗｸﾀで構成された OCR-A ﾌｫﾝﾄ、3 行目が 4 桁の任意の

大文字ｷｬﾗｸﾀ、続いて 4 桁の任意の数字で構成された OCR-A ﾌｫﾝﾄを読

み取る場合、 
 
 OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ : ddddddddrllllllllrlllldddd 
 
となります。従って下記の順でｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 
 

｢OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ設定開始｣ ddddddddrllllllllrlllldddd ｢確定｣ 
 

  
 

 OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの作成に必要なｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞは、4.102~4.103 頁に掲載し

ています。 
 16 桁を超える OCR ﾌｫﾝﾄの読み取りはお勧めできません。 
 3 行を超える OCR ﾌｫﾝﾄの読み取りはお勧めできません。 
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ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀ付 OCR ﾌｫﾝﾄを読み取る 
ﾁｪｯｸｷｬｸﾗを意味するﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄｷｬﾗｸﾀ｢c｣を OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄに記述することで、ﾁｪｯｸ

ｷｬﾗｸﾀ付の OCR ﾌｫﾝﾄの読み取りに対応することができます。ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀの算出

方法は、ﾓｼﾞｭﾗｽ 10 とﾓｼﾞｭﾗｽ 36 の 2 ﾀｲﾌﾟを標準でｻﾎﾟｰﾄしており、それぞれ下

記のｺﾏﾝﾄﾞﾏﾄﾘｸｽｺｰﾄﾞを読み取ることで選択することができます。 
 

    
ﾓｼﾞｭﾗｽ 10   ﾓｼﾞｭﾗｽ 36 

 
例 7 
7 桁の任意の数字とﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀ(ﾓｼﾞｭﾗｽ 36)で構成された OCR-A ﾌｫﾝﾄを

読み取る場合、 
 
 OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ : dddddddc 
 
となります。従って下記の順でｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 
 

｢OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ設定開始｣ dddddddc ｢確定｣ 
 

  
 

 OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの作成に必要なｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞは、4.102~4.103 頁に掲載し

ています。 
 16 桁を超える OCR ﾌｫﾝﾄの読み取りはお勧めできません。 
 3 行を超える OCR ﾌｫﾝﾄの読み取りはお勧めできません。 
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ISBN(書籍 OCR)を読み取る 
一般的に書籍には、下記のような OCR-B ﾌｫﾝﾄで印字された ISBN ｺｰﾄﾞが印字

されています。ここでは、ISBN ｺｰﾄﾞを読み取るための設定手順を説明します。 
 
  ISBN4-8061-1945-8 

  C2034 ¥2000E 
 

設定手順 
1. OCR-B ﾌｫﾝﾄの読み取りをｵﾝにします。 
2. ﾕｰｻﾞｰ定義変数 g に 0~9 とﾀﾞｯｼｭ｢-｣を設定します。 

 
ﾕｰｻﾞｰ定義変数 g : 0123456789- 
 

3. 通常、ISBN ｺｰﾄﾞは、2 行で構成されており、1 行目が｢ISBN｣から始ま

るｺｰﾄﾞで、2 行目が C で始まる 4 桁の数字とｽﾍﾟｰｽを空けて、P 又は¥ﾏ
ｰｸで始まり、E で終わる 3~4 桁の価格ｺｰﾄﾞになります。P と¥ﾏｰｸを照合

するためのﾕｰｻﾞｰ定義変数 h に P と¥を設定します。 
 
ﾕｰｻﾞｰ定義変数 h : P¥ 
 

4. 下記のｺﾏﾝﾄﾞﾏﾄﾘｸｽｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ISBN ｺｰﾄﾞに対応した OCR ﾃﾝﾌﾟﾚ

ｰﾄが作成されます。 
 
OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ  : ISBNggggggggggggctCdddd hdddEtCdddd hddddE 
 

    
 

5. 最後に ISBN ｺｰﾄﾞのﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀの設定を行います。ISBN ｺｰﾄﾞは、ﾓｼﾞｭﾗ

ｽ 11 ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀを採用しているため、下記の順番でｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

して、ﾓｼﾞｭﾗｽ 11 を有効にします。 
 
｢OCR ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀ設定開始｣ 3031323334353637383958 ｢確定｣ 
 
例示した ISBN ｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ｴｲﾏｰを照射したどちらか 1 行の読み

取りが行えます。 
 
参考 これらのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞは、ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ(本書 ｢5.ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ｣参照)を使うこと

で一括して行うことができます。また、全てのｺﾏﾝﾄﾞを 1 つの Aztec ｺｰﾄﾞにｴﾝ

ｺｰﾄﾞして一括設定を行うことも可能です。 
 
ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 
OCRENA2,TMP”ISBNggggggggggggctCdddd hdddEt 
Cdddd hddddE”,GPG”0123456789-,GPH”p¥,CHK”01234567890X” 
 

 
 
 

 OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの作成に必要なｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞは、4.102~4.103 頁に掲載し

ています。 
 16 桁を超える OCR ﾌｫﾝﾄの読み取りはお勧めできません。 
 3 行を超える OCR ﾌｫﾝﾄの読み取りはお勧めできません。 
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ O C R T M P .

OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ設定開始 
OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの設定を開始しま

す。 
 

~ O C R G P G .

ﾕｰｻﾞｰ定義変数 g 設定開始 
ﾕｰｻﾞｰ定義変数 g の設定を開始し

ます。 
 

~ O C R G P H .

ﾕｰｻﾞｰ定義変数 h 設定開始 
ﾕｰｻﾞｰ定義変数 h の設定を開始し

ます。 
 

~ O C R C H K .

OCR ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀ設定開始 
OCR ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀの設定を開始し

ます。 
 

ﾓｼﾞｭﾗｽ 10 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀをﾓｼﾞｭﾗｽ 10 にします。  

ﾓｼﾞｭﾗｽ 36 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀをﾓｼﾞｭﾗｽ 36 にします。

 

ﾓｼﾞｭﾗｽ 10 ｳｪｲﾄ 3-1-3-1 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀをﾓｼﾞｭﾗｽ 10 ｳｪｲﾄ 
3-1-3-1 にします。 

 

ﾓｼﾞｭﾗｽ 10 ｳｪｲﾄ 2-1-2-1 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀをﾓｼﾞｭﾗｽ 10 ｳｪｲﾄ 
2-1-2-1 にします。 

 

 

 16 桁を超える OCR ﾌｫﾝﾄの読み取りはお勧めできません。 
 3 行を超える OCR ﾌｫﾝﾄの読み取りはお勧めできません。 
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OCR ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄｷｬﾗｸﾀﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

~ K 6 . K 1 .  
a 

~ K 6 . K 3 .  
c 

~ K 6 . K 4 .  
d 

~ K 6 . K 5 .  
e 

~ K 6 . K 7 .  
g 

~ K 6 . K 8 .  
h 

~ K 6 . K C .  
l 

~ K 7 . K 2 .  
r 

~ K 7 . K 4 .  
t 

 

数値･英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
A 

 
B 

 
C 

 
D 

 
E 

 
F 

 
確定 

 
破棄 
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5. ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 
 
ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを使うことで、ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定や取得、ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞ制御、ｲﾒｰｼﾞ取り込み

などを行うことが可能になります。 
 
5.1 ﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞ 
 
ﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞは、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定や取得を行うためのｺﾏﾝﾄﾞ群です。下記にﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞ

ﾌｫｰﾏｯﾄを示します。 
 
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ :ﾜｲﾔﾚｽﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名: ﾀｸﾞ ｻﾌﾞﾀｸﾞ ﾃﾞｰﾀ ,ｻﾌﾞﾀｸﾞ ﾃﾞｰﾀ ;ﾀｸﾞ ｻﾌﾞﾀｸﾞ ﾃﾞｰﾀ …….. ﾒﾓﾘ 
 

* AAAAAAAA は、省略可能なｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞです。 
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ﾌｨｰﾙﾄﾞ 
<SYN>M<CR> 固定です。(<SYN>=16hex, M=4Dhex, <CR>=0Dhex) 
:ﾜｲﾔﾚｲﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名: ﾌｨｰﾙﾄﾞ 
ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝにﾘﾝｸしている特定のﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬにﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞを送信したい場合

に、:4820:, :4820i: などﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名をｺﾛﾝ : で囲んで指定します。ﾜｲﾔﾚｽｲﾒ

ｰｼﾞｬ名が分からない場合は、ﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞ * を指定することもできます。 
ﾀｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ 
ﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞのｶﾃｺﾞﾘを識別する 3 ｷｬﾗｸﾀです。例えば、RS232C 関連のﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞ

のﾀｸﾞは、232 です。 
ｻﾌﾞﾀｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ 
ﾀｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ内のﾊﾟﾗﾒｰﾀ項目を識別する 3 ｷｬﾗｸﾀです。例えば、RS232C のﾎﾞｰﾚｰ

ﾄは、BAD です。 
ﾃﾞｰﾀ ﾌｨｰﾙﾄﾞ 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定を行う場合は、新しい設定値を指定します。設定できる値はﾒﾆｭ

ｰｺﾏﾝﾄﾞにより異なります。 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定値や設定範囲を取得しようとする場合は、下記に示す何れかのｷ

ｬﾗｸﾀを指定します。 
 

^(5Ehex) ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ設定を取得 
?(3Fhex) 現在の設定を取得 
*(2Ahex) 設定範囲を取得 
  (* 連続値は - で区切られ、不連続値は | で区切られます) 

ﾒﾓﾘﾌｨｰﾙﾄﾞ 
設定値の保存先又は取得先を指定します。揮発性 RAM ﾒﾓﾘ領域を保存先/取得

先にする場合は、｢!｣(21hex)を指定し、不揮発性ﾒﾓﾘを保存先/取得先にする場

合は、｢.｣(2Ehex)を指定します。不揮発性ﾒﾓﾘを保存先にした場合、電源を落

としても設定値は消えません。 
 
ﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ,ｻﾌﾞﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ,ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞの値は、本書｢4.ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定｣に掲載してい

るｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞのﾋｭｰﾏﾝﾘｰﾀﾞﾌﾞﾙｷｬﾗｸﾀを参照してください。 
 

 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

 

~ B E P R P T .

ﾌﾞｻﾞｰ回数 設定開始(1~9) 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定した

い回数を 1~9 の範囲でｽｷｬﾝし、最

後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

1 

 

ﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ BEP

ｻﾌﾞﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ RPT
ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞ 1~9 

 



 
Honeywell HHP Bluetooth Imager Series 

5.2 
Copyright © 2009, AIware Distribution Co., Ltd. 

複数ﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞの連結 
1 つのﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄ内で複数のﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞを指定する場合は、下記に示す何

れかのｾﾊﾟﾚｰﾀで区切ります。 
 

ｾﾊﾟﾚｰﾀ 説明 

,(2Chex) 
同じﾀｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟのﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞを続けて指定する場合

は、ｶﾝﾏで区切り、ｻﾌﾞﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞとﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞを指

定します。 

;(3Bhex) 
異なるﾀｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟのﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞを続けて指定する場

合は、ｾﾐｺﾛﾝで区切り、ﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ~ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞを指

定します。 
 
ﾚｽﾎﾟﾝｽｷｬﾗｸﾀ 
ﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞを受信すると、下記に示す何れかのﾚｽﾎﾟﾝｽｷｬﾗｸﾀを返します。 
 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ 説明 
ACK(06hex) 正しくｺﾏﾝﾄﾞを実行したことを意味します。 
ENQ(05hex) ﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ又はｻﾌﾞﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞの指定値が無効です。

NAK(15hex) ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞの指定値が範囲外です。 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定値の取得例 
例 1) ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)読み取りの初期値を取得 
 
 ﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞ : cbrena^ 
 ﾚｽﾎﾟﾝｽ : CBRENA1<ACK> 
   * <ACK> = 06hex 
 初期値が 1 であることが分かります。 
 
例 2) ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)に関する全設定値を取得 
 
 ﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞ : cbr? 
 ﾚｽﾎﾟﾝｽ : CBRENA1<ACK>, 
   SSX0<ACK>, 
   CK20<ACK>, 
   CCT1<ACK>, 
   MIN2<ACK>, 
   MAX60<ACK>, 
   DFT<ACK>. 
   * <ACK> = 06hex 
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5.2 ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞｺﾏﾝﾄﾞ 
 
下記のｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞｺﾏﾝﾄﾞを発行することで、ﾜｲｱﾔﾚｽﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの読み取り開始･

終了をｺﾝﾄﾛｰﾙすることができます。｢4.8.1 ﾏﾆｭｱﾙ/ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞの設定｣を参照

下さい。 
 

<SYN> T <CR> 読み取りを開始します。 
<SYN> U <CR> 読み取りを終了します。 

* <SYN> = 16hex, <CR> = 0Dhex 
 
 
5.3 ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｺﾏﾝﾄﾞ ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 
ﾜｲﾔﾚｽﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬは、下記に示すｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｺﾏﾝﾄﾞに適切なﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱを指定して

発行することで、ｲﾒｰｼﾞの取り込みを行います。一度、ｲﾒｰｼﾞ取り込みが終了す

ると、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬは全ての設定をﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値に戻します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値を変更し

たい場合は、｢5.4 ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞﾃﾞｨﾌｫﾙﾄｺﾏﾝﾄﾞ｣を参照して、ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを発行して

ください。 
 
IMGSNP  ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟ 
ｲﾒｰｼﾞの取り込みは、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬのﾄﾘｶﾞを引いた時及びｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞ

(IMGSNP)が発行された時に行われます。ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟは、ｲﾒｰｼﾞｷｬﾌﾟﾁｬ及び写真

撮影のｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛｾｯｻになります。 
 
ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞには、ﾒﾓﾘされたｲﾒｰｼﾞを修正･加工するための多くのﾓﾃﾞｨﾌｧｲ

ｱが用意されています。 
 
ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは、常に数字で始まり、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ(大文字･小文字の区別無し)で終わる

ﾌｫｰﾏｯﾄです。ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞ(IMGSNP)に続けて、必要なﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱを指定しま

す。例えば、ｹﾞｲﾝを中・ﾋﾞｰﾌﾟ音を 1 回鳴動(ｽﾅｯﾌﾟ完了後)させる場合、IMGSNP
ｺﾏﾝﾄﾞは、下記のようになります。 
 

IMGSNP2G1B 
 
IMGSNP ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱ 
 
P : ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｽﾀｲﾙ 

ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟｽﾀｲﾙを指定します。 
 
0P ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾀｲﾙ 
ﾃﾞｺｰﾄﾞ用の一般的なﾌｫｰﾏｯﾄと類似していますが、撮影ﾊﾟﾗﾒｰﾀに合うま

で数ﾌﾚｰﾑを取り込めます。最後に取り込んだﾌﾚｰﾑを後で利用すること

ができます。 
1P ﾌｫﾄｽﾀｲﾙ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗのように利用できるｽﾀｲﾙで、視覚的に最適化されたｲﾒｰｼﾞを

取り込めます。 
2P ﾏﾆｭｱﾙｽﾀｲﾙ 
これは高度なｽﾀｲﾙとなるため、通常は使用しないでください。ﾜｲﾔﾚｽｲ

ﾒｰｼﾞｬを自由に設定できますが、自動撮影機能はありません。 
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B : ﾋﾞｰﾌﾟ 
ｽﾅｯﾌﾟ完了後、ﾋﾞｰﾌﾟを鳴動するかを指定します。 
0B ﾋﾞｰﾌﾟを鳴動しません。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1B ｲﾒｰｼﾞ取り込み後、ﾋﾞｰﾌﾟを鳴動します。 

 
E : 露出時間 

露出時間を 127μ秒単位で指定します。(このﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは、ﾏﾆｭｱﾙｽﾀｲﾙ

のみ有効です。) 
 
nE n を 1~7,874 の範囲で指定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 7,874) 

 
例 1) 蛍光灯下 : 露出時間 7874E     例 2) 蛍光灯下 : 露出時間 100E 

 
 
G : ｹﾞｲﾝ 

ｼｸﾞﾅﾙを増幅し、ﾋﾟｸｾﾙ値を倍増させるかを指定します。 
1G ｹﾞｲﾝ 無し (ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
2G ｹﾞｲﾝ 中 
4G ｹﾞｲﾝ 大 
8G ｹﾞｲﾝ 最大 

 
例 1) ｹﾞｲﾝ : 1G            例 2) ｹﾞｲﾝ : 4G          例 3) ｹﾞｲﾝ : 8G 

 
 
D : 許容ﾃﾞﾙﾀ 

ﾎﾜｲﾄ値(W : ﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾜｲﾄ値)の許容範囲を指定します。(このﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは、

ﾌｫﾄｽﾀｲﾙのみ有効です。) 
 
nD n を 0~255 の範囲で指定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 255) 
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L : LED ｽﾃｰﾄ 
読取 LED を照射するか、しないかを指定します。ｵｰﾄｽﾀﾝﾄﾞに設置して、

ID ｶｰﾄﾞのようなｶﾗｰ文書のｲﾒｰｼﾞを取り込む場合は、周囲照明(0L)を指

定し、手持ちでｲﾒｰｼﾞを取り込む場合は、読取 LED を照射(1L)します。

(このﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは、ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾀｲﾙには使えません。) 
 
0L 読取 LED を照射しません。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1L 読取 LED を照射します。 

 
T : ﾄﾘｶﾞ待ち 

ﾄﾘｶﾞが押されるのを待って、ｲﾒｰｼﾞの取り込みを行うのかを指定します。 
 
0T ｲﾒｰｼﾞをすぐに(ﾄﾘｶﾞ待ち無し)取り込みます。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1T ﾄﾘｶﾞが押されるのを待って、ｲﾒｰｼﾞを取り込みます。 
 

U : ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄﾄﾗｲ回数 
許容ﾃﾞﾙﾀを達成するために取り込みを行う最大ﾌﾚｰﾑ数を指定します。

(このﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは、ﾌｫﾄｽﾀｲﾙのみ有効です。) 
 
nU n を 0~10 の範囲で指定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 6) 

 
W : ﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾜｲﾄ値 

取り込んだｲﾒｰｼﾞのｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ中央値のﾀｰｹﾞｯﾄ値を指定します。ｺﾝﾄﾗｽﾄ

の高い文書を接写する場合は、75 のような低い値を指定します。値を

大きくすると、露出時間が長くなり、明るいｲﾒｰｼﾞになりますが、高す

ぎると、露出ｵｰﾊﾞｰになります。 (このﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは、ﾌｫﾄｽﾀｲﾙのみ有効

です。) 
 
nW n を 0~255 の範囲で指定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 125) 
 

例1) ﾎﾜｲﾄ値 : 75W      例2) ﾎﾜｲﾄ値 : 125W      例3) ﾎﾜｲﾄ値 : 200W 
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% : ﾀｰｹﾞｯﾄｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ 
取り込んだｲﾒｰｼﾞのﾗｲﾄ値とﾀﾞｰｸ値のﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾟｲﾝﾄをﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞで指定し

ます。75%を指定した場合、75%のﾋﾟｸｾﾙがﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾜｲﾄ値以下で、25%
がﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾜｲﾄ値より上であるという意味になります。通常、このﾓﾃﾞｨ

ﾌｧｲｱは、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値でお使い下さい。 
 
n% n を 1~99 の範囲で指定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 50) 

 
例 1) ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ : 97%    例 2) ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ : 50%    例 3) ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ : 40% 

 
 
IMGSHP  ｲﾒｰｼﾞｼｯﾌﾟ 
ｲﾒｰｼﾞの取り込みは、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬのﾄﾘｶﾞを引いた時及びｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞ

(IMGSNP)が発行された時に行われ、最後に取り込んだｲﾒｰｼﾞが常にﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞ

ｬにﾒﾓﾘされています。 
 
ｲﾒｰｼﾞｼｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞには、送信ｲﾒｰｼﾞを修正･加工するための多くのﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱが用意

されています。ｲﾒｰｼﾞｼｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞで行われるｲﾒｰｼﾞの修正･加工はあくまでも送信

ｲﾒｰｼﾞに対して行われるもので、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬがﾒﾓﾘしているｲﾒｰｼﾞには影響を与

えません。 
 
ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは、常に数字で始まり、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ(大文字･小文字の区別無し)で終わる

ﾌｫｰﾏｯﾄです。ｲﾒｰｼﾞｼｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞ(IMGSHP)に続けて、必要なﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱを指定しま

す。例えば、ｶﾞﾝﾏ補正・文書ｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀを行ったｲﾒｰｼﾞを送信させる場合、

IMGSHP ｺﾏﾝﾄﾞは、下記のようになります。 
 

IMGSHP8F75K26U 
 
IMGSHP ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱ 
 
A : ｲﾝﾌｨﾆﾃｨﾌｨﾙﾀ 

長距離(3m 以上)から撮影されたｲﾒｰｼﾞの画像を高めるﾌｨﾙﾀです。 
 
0A ｲﾝﾌｨﾆﾃｨﾌｨﾙﾀを使用しません。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1A ｲﾝﾌｨﾆﾃｨﾌｨﾙﾀを使用します。 

 
例 1) ｲﾝﾌｨﾆﾃｨﾌｨﾙﾀ : 0A           例 2) ｲﾝﾌｨﾆﾃｨﾌｨﾙﾀ : 1A  

@ 距離 約 3.66m                @ 距離 約 3.66m 
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C : 光沢補正 
照明の変化によるｲﾒｰｼﾞへの光沢を平滑補正します。 
 
0C 光沢補正を使用しません。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1C 光沢補正を使用します。 

 
例 1) 光沢補正 : 0C                    例 2) 光沢補正 : 1C 

 
 
D : ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ 

送信ｲﾒｰｼﾞをｸﾞﾚｰｽｹｰﾙにするか、白黒にするかを指定します。(このﾓﾃﾞ

ｨﾌｧｲｱは、KIM と BMP ﾌｫｰﾏｯﾄのみ有効です。) 
 
8D ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ(8 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ)で送信します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1D 白黒(1 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ)で送信します。 

 
E : ｴｯｼﾞﾌｨﾙﾀ 

送信ｲﾒｰｼﾞのｴｯｼﾞをｼｬｰﾌﾟにするかを指定します。23 が一番ｴｯｼﾞがｼｬｰ

ﾌﾟになりますが、ﾉｲｽﾞも多くなります。通常のｲﾒｰｼﾞには、13 程度の

値を使用します。 
 
nE n を 0~23 の範囲で指定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 0) 

 
例 1) ｴｯｼﾞﾌｨﾙﾀ : 0E                    例 2) ｴｯｼﾞﾌｨﾙﾀ : 24E 
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F : ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ 
送信ｲﾒｰｼﾞのﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄを指定します。 
 
0F KIM 
1F TIFF ﾊﾞｲﾅﾘ 
2F TIFF ﾊﾞｲﾅﾘ ｸﾞﾙｰﾌﾟ 4, 圧縮 
3F TIFF ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ 
4F 非圧縮ﾊﾞｲﾅﾘ TIFF(左上~右下, 1 ﾋﾟｸｾﾙ/ﾋﾞｯﾄ, 最終行 0 詰め) 
5F 非圧縮ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ(左上~右下, ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟﾌｫｰﾏｯﾄ) 
6F JPEG ｲﾒｰｼﾞ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
8F BMP ｲﾒｰｼﾞ(右下~左上, 圧縮無し) 

 
H : ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁ 

送信ｲﾒｰｼﾞのｺﾝﾄﾗｽﾄを高めます。(このﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは、幾つかのﾌｫｰﾏｯﾄで

は無効です。) 
 
0H ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁを使用しません。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1H ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁを使用します。 

 
例 1) ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁ : 0H                 例 2) ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁ : 1H 
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I : ｲﾒｰｼﾞ反転 
送信ｲﾒｰｼﾞを X 軸又は Y 軸に対して反転させます。 
 
1iX X 軸に対して、反転させます。(上下反転) 
1iY Y 軸に対して、反転させます。(左右反転) 

 
例 1) ｵﾘｼﾞﾅﾙ画像         例 2) ｲﾒｰｼﾞ反転 : 1ix     例 3) ｲﾒｰｼﾞ反転 : 1iY 

 
 
IF : ﾉｲｽﾞ除去 

送信ｲﾒｰｼﾞのﾉｲｽﾞを除去します。 
 
0if ﾉｲｽﾞを除去します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1if ﾉｲｽﾞを除去しません。 

 
例 1) ﾉｲｽﾞ除去 : 0if                    例 2) ﾉｲｽﾞ除去 : 1if  
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IR : ｲﾒｰｼﾞ回転 
送信ｲﾒｰｼﾞを回転させます。 
 
0ir 回転させません。 
1ir 右 90°回転させます。 
2ir 右 180°回転させます。 
3ir 左 90°回転させます。 

 
例 1) ｲﾒｰｼﾞ回転 : 0ir                     例 2) ｲﾒｰｼﾞ回転 : 1ir 

 
 
例 3) ｲﾒｰｼﾞ回転 : 2ir                     例 4) ｲﾒｰｼﾞ回転 : 3ir 

 
 
J : JPEG ｲﾒｰｼﾞ品質 

送信したい JPEG ｲﾒｰｼﾞ品質を指定します。高い値を指定すると、ｲﾒｰ

ｼﾞは高画質になりますが、ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞは大きくなります。逆に低い値を

指定すると、画質は悪くなりますが、ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞが小さくなり、送信時

間も短くなります。 
 
nJ n を 0~100 の範囲で指定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 50) 
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K : ｶﾞﾝﾏ補正 
送信ｲﾒｰｼﾞのｶﾞﾝﾏ補正値を指定します。高い値を指定すると、ｲﾒｰｼﾞは

より明るくなり、低い値を指定すると、ｲﾒｰｼﾞはより暗くなります。 
ﾃｷｽﾄｲﾒｰｼﾞを補正する場合の推奨補正値は、50 です。 
 
nK n を 0~100 の範囲で指定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 0) 

 
例 1) ｶﾞﾝﾏ補正 : 0K      例 2) ｶﾞﾝﾏ補正 : 50K    例 3) ｶﾞﾝﾏ補正 : 255K 

 
 
L, R, T, B : ｲﾒｰｼﾞﾄﾘﾐﾝｸﾞ 

送信ｲﾒｰｼﾞをﾄﾘﾐﾝｸﾞ(切り取り)する座標をﾋﾟｸｾﾙで指定します。 
 
nL n を 0~639(IT4200/4230 0~751)の範囲で指定します。ここで指 
 定した値が、送信ｲﾒｰｼﾞの左座標になります。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 0) 
nR n を 0~639(IT4200/4230 0~751)の範囲で指定します。ここで指 
 定した値が、送信ｲﾒｰｼﾞの右座標になります。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 639/751) 
nT n を 0~479 の範囲で指定します。ここで指定した値が、送信ｲﾒｰ 
 ｼﾞの上座標になります。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 0) 
nB n を 0~479 の範囲で指定します。ここで指定した値が、送信ｲﾒｰ 
 ｼﾞの下座標になります。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 479) 

 
M : ｲﾒｰｼﾞﾄﾘﾐﾝｸﾞﾏｰｼﾞﾝ 

ｲﾒｰｼﾞﾄﾘﾐﾝｸﾞ(L, R, T, B)の代わりに、送信ｲﾒｰｼﾞの外側からﾄﾘﾐﾝｸﾞする

ﾏｰｼﾞﾝをﾋﾟｸｾﾙで指定し、囲まれた中央部の画像を送信ｲﾒｰｼﾞとします。 
 
nM n を 0~238 の範囲で指定します。左から n ﾋﾟｸｾﾙ、右から n+1 ﾋﾟ 
 ｸｾﾙ、上から n ﾋﾟｸｾﾙ、下から n+1 ﾋﾟｸｾﾙで囲まれた部分をﾄﾘﾐﾝｸﾞ 
 します。 

 
P : ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 

ｲﾒｰｼﾞ送信に使用するﾌﾟﾛﾄｺﾙを指定します。 
 
0P ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 無し(生ﾃﾞｰﾀ) 
2P ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 無し(USB のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
3P H-MODEM 圧縮(RS232C のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
4P H-MODEM 
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S : ﾋﾟｸｾﾙ送信 
ｲﾒｰｼﾞのﾋﾟｸｾﾙ送信規則を指定します。例えば、3 を指定した場合、ｲﾒｰ

ｼﾞの水平･垂直 3 ﾋﾟｸｾﾙ毎に送信するため、間のﾋﾟｸｾﾙが間引かれ、画像

が小さくなります。 
 
1S 全ﾋﾟｸｾﾙを送信します。 
2S 水平･垂直 2 ﾋﾟｸｾﾙ毎に送信します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
3S 水平･垂直 3 ﾋﾟｸｾﾙ毎に送信します。 

 
例 1) ﾋﾟｸｾﾙ送信 : 1S         例 2) ﾋﾟｸｾﾙ送信 : 2S   例 3) ﾋﾟｸｾﾙ送信 : 3S 

 
 
U : ﾃｷｽﾄｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀ 

送信ﾃｷｽﾄｲﾒｰｼﾞのｴｯｼﾞ間を滑らかにし、ｴｯｼﾞをｼｬｰﾌﾟにします。ﾃｷｽﾄｲﾒ

ｰｼﾞﾌｨﾙﾀは、ID ｶｰﾄﾞや処方箋などのｲﾒｰｼﾞ取り込みに有効で、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰ

ｼﾞｬをｵｰﾄｽﾀﾝﾄﾞに設置して、先のｶﾞﾝﾏ補正と一緒に使用します。下記に

IMGSHP ｺﾏﾝﾄﾞの例を示します。 
 

IMGSNP1P0L168W90%32D 
 
ﾃｷｽﾄｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀは、通常のｴｯｼﾞﾌｨﾙﾀ(E)より良質の JPEG 圧縮ｲﾒｰｼﾞを提

供します。また、このﾌｨﾙﾀは、白黒ｲﾒｰｼﾞ(1 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ)にも最適です。 
このﾌｨﾙﾀの推奨値は、23 です。 
 
nU n を 0~255 の範囲で指定します。指定された n をｸﾞﾚｰｽｹｰﾙｽﾚｯｼｮ 
 ﾙﾄﾞとして、ﾃｷｽﾄｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀを実行します。通常、ｲﾒｰｼﾞのｺﾝﾄﾗｽﾄ 
 が低い場合は、小さい値を指定します。このﾌｨﾙﾀの 1 が、ｴｯｼﾞﾌ 
 ｨﾙﾀの 22 と同等の効果があります。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 0) 

 
例 1) ﾃｷｽﾄｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀ : 0U                  例 2) ﾃｷｽﾄｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀ : 26U 
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V : ｲﾒｰｼﾞぼかし効果 
送信ｲﾒｰｼﾞにぼかし効果を行うかを指定します。 
 
0V ぼかし効果を行いません。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1V ぼかし効果を行います。 

 
例 1) ｲﾒｰｼﾞぼかし効果 : 0V                  例 2) ｲﾒｰｼﾞぼかし効果 : 1V 

 
 
W : ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信 

送信ｲﾒｰｼﾞのﾋｽﾄｸﾞﾗﾑを送信するかを指定します。ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑはｲﾒｰｼﾞの色

調･ｷｰﾀｲﾌﾟを知るのに役立ちます。ﾛｰｷｰﾀｲﾌﾟは、影掛かったｲﾒｰｼﾞ、ﾊｲ

ｷｰﾀｲﾌﾟは、明るい光輝なﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬﾍﾞﾚｰｼﾞｷｰﾀｲﾌﾟは、その中間的な色

調のｲﾒｰｼﾞになります。 
 
0W ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信を行いません。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1W ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信を行います。 

 
例 1) ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信 : 0W              例 2) ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信 : 1W 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ I M G V G A 1 .
ｲﾒｰｼﾞｻｲｽﾞ 640x480 ﾋﾟｸｾﾙ(VGA) ■ 

~ I M G V G A 0 .
ｲﾒｰｼﾞｻｲｽﾞ 752x480 ﾋﾟｸｾﾙ  
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IMGBOX  ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｻｲﾝｷｬﾌﾟﾁｬ 
ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｻｲﾝｷｬﾌﾟﾁｬは、送信ｲﾒｰｼﾞの一部だけをﾎｽﾄへ送信する機能です。これ

により、ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞを縮小し、転送速度を高めます。また、簡易な署名取り込み

機能としても利用できます。 
 
下記にｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｻｲﾝｷｬﾌﾟﾁｬを利用した、ｻｲﾝ取り込みを行う例を示します。 
最初に、ｵﾍﾟﾚｰﾀがﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取り、読取ﾃﾞｰﾀがﾎｽﾄへ送信されます。ﾊﾞｰｺｰ

ﾄﾞﾃﾞｰﾀを受信したﾎｽﾄは、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬに対して、ｻｲﾝがされているｴﾘｱのみを抽

出してｲﾒｰｼﾞを送信させるｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｻｲﾝｷｬﾌﾟﾁｬ(IMGBOX)ｺﾏﾝﾄﾞを発行します。

この時、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬは、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞに対してのｽｷｭｰ角により生じるｲﾒｰｼﾞの縦横

比やゆがみも自動的に補正します。 
 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬのｴｲﾏｰをｻｲﾝｴﾘｱ(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞに合わせない)に合わせて、ﾄﾘｶﾞを引きま

す。続いて、IMGBOX ｺﾏﾝﾄﾞを発行します。 
 

 
 
ここで重要なのは、IMG ｺﾏﾝﾄﾞで指定するｻｲｽﾞがﾊﾞｰｺｰﾄﾞの細ｴﾚﾒﾝﾄｻｲｽﾞを基準

にした値である点です。ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの最小ｴﾚﾒﾝﾄを基準にすることで、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞ

ｬの距離に関係することなく、目的のｻｲﾝｲﾒｰｼﾞがあるｴﾘｱを常に正しく取り込む

ことが可能になります。この例では、下記の IMGBOX ｺﾏﾝﾄﾞを発行します。 
 

IMGBOX40S0X70Y190W100H1R0F 
 

例) 取り込んだ画像ｲﾒｰｼﾞ 

 
 

IMGBOX ｺﾏﾝﾄﾞは、PDF417, ｺｰﾄﾞ 39, ｺｰﾄﾞ 128, Aztec, ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7), ｲﾝﾀｰﾘ
ｰﾌﾞﾄﾞ 25 との組み合わせでのみ使用できます。 
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IMGBOX ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱ 
 
A : 出力ｲﾒｰｼﾞ幅 

送信ｲﾒｰｼﾞの水平方向のｻｲｽﾞ(幅)を指定します。このｵﾌﾟｼｮﾝを指定する

場合は、ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞ解像度 R で 0(ｾﾞﾛ)を指定して下さい。 
 

       例 1) 出力ｲﾒｰｼﾞ幅 : 200A 
 

 
 
 
 
       例 1) 出力ｲﾒｰｼﾞ幅 : 600A 
 
 
 
 
 
B : 出力ｲﾒｰｼﾞ高 

送信ｲﾒｰｼﾞの垂直方向のｻｲｽﾞ(高さ)を指定します。このｵﾌﾟｼｮﾝを指定す

る場合は、ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞ解像度 R で 0(ｾﾞﾛ)を指定して下さい。 
 

       例 1) 出力ｲﾒｰｼﾞ幅 : 200A 
 

 
 
 
       例 1) 出力ｲﾒｰｼﾞ幅 : 600A 
 
 
 
 
 
D : ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ 

送信ｲﾒｰｼﾞをｸﾞﾚｰｽｹｰﾙにするか、白黒にするかを指定します。 
 
8D ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ(8 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ)で送信します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1D 白黒(1 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ)で送信します。 

 
F : ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ 

送信ｲﾒｰｼﾞのﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄを指定します。 
 
0F KIM 
1F TIFF ﾊﾞｲﾅﾘ 
2F TIFF ﾊﾞｲﾅﾘ ｸﾞﾙｰﾌﾟ 4, 圧縮 
3F TIFF ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ 
4F 非圧縮ﾊﾞｲﾅﾘ TIFF(左上~右下, 1 ﾋﾟｸｾﾙ/ﾋﾞｯﾄ, 最終行 0 詰め) 
5F 非圧縮ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ(左上~右下, ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟﾌｫｰﾏｯﾄ) 
6F JPEG ｲﾒｰｼﾞ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
8F BMP ｲﾒｰｼﾞ(右下~左上, 圧縮無し) 
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H : ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞｴﾘｱの高さ 
ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞｴﾘｱの高さを指定します。測定単位は、ｲﾝﾁを 0.01 で割った値

になります。例えば、高さ 3/8 ｲﾝﾁのｴﾘｱを取り込みたい場合、0.375/0.01 
= 37.5 となるので、37h を指定します。 
 
nh n にｻｲﾝｲﾒｰｼﾞｴﾘｱの高さを指定します。 

 

 
 
K : ｶﾞﾝﾏ補正 

送信ｲﾒｰｼﾞのｶﾞﾝﾏ補正値を指定します。高い値を指定すると、ｲﾒｰｼﾞは

より明るくなり、低い値を指定すると、ｲﾒｰｼﾞはより暗くなります。 
ﾃｷｽﾄｲﾒｰｼﾞを補正する場合の推奨補正値は、50 です。 
 
nK n を 0~100 の範囲で指定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 0) 

 
               例 1) ｶﾞﾝﾏ補正 : 0K 
 
 
 
 
 
               例 2) ｶﾞﾝﾏ補正 : 50K 
 
 
 
 
 
               例 3) ｶﾞﾝﾏ補正 : 255K 
 
 
 
 
P : ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 

ｲﾒｰｼﾞ送信に使用するﾌﾟﾛﾄｺﾙを指定します。 
 
0P ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 無し(生ﾃﾞｰﾀ) 
2P ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 無し(USB のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
3P H-MODEM 圧縮(RS232C のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
4P H-MODEM 
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R : ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞ解像度 
取得したいｻｲﾝｲﾒｰｼﾞの解像度をﾋﾟｸｾﾙ数で指定します。大きい値を指定

すると、解像度の高いｲﾒｰｼﾞを取得できますが、ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞが大きくなり、

転送時間が遅くなります。 
 
nR n にｻｲﾝｲﾒｰｼﾞの解像度を指定します。 

 
        例 1) ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞ解像度: 0R 
 
 
 
 
 
        例 2) ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞ解像度: 1000R 
 
 
        例 3) ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞ解像度: 2000R 
 
 
 
 
S : ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ縦横比 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの高さと細ｴﾚﾒﾝﾄの比率を指定します。先の例では、細ｴﾚﾒﾝﾄ

が 0.010 ｲﾝﾁ (0.254mm)、高さが 0.400 ｲﾝﾁ (10.16mm)なので、

S=0.400/0.010=40 となります。 
 
nS n にﾊﾞｰｺｰﾄﾞ縦横比を指定します。 

 
W : ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞｴﾘｱの幅 

ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞｴﾘｱの幅を指定します。測定単位は、ｲﾝﾁを 0.01 で割った値に

なります。例えば、幅 2.4 ｲﾝﾁのｴﾘｱを取り込みたい場合、2.4/0.01 = 240
となるので、240w を指定します。 
 
nH n にｻｲﾝｲﾒｰｼﾞｴﾘｱの幅を指定します。 
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X : ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ水平ｵﾌｾｯﾄ 
ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞｴﾘｱの中心から見たﾊﾞｰｺｰﾄﾞ位置を水平ｵﾌｾｯﾄ値として指定し

ます。先の例では、0 となります。 
 
nX n にﾊﾞｰｺｰﾄﾞ水平ｵﾌｾｯﾄ値を指定します。 

 
        例 1) ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ水平ｵﾌｾｯﾄ : 75X 
 
 
 
 
 
 
        例 2) ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ水平ｵﾌｾｯﾄ : -75X 
 
 
 
 
Y : ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ垂直ｵﾌｾｯﾄ 

ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞｴﾘｱの中心から見たﾊﾞｰｺｰﾄﾞ位置を垂直ｵﾌｾｯﾄ値として指定し

ます。先の例では、細ｴﾚﾒﾝﾄが 0.010 ｲﾝﾁ(0.254mm)で、ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞｴﾘｱの

中心から垂直に 0.7 ｲﾝﾁ(17.78mm)の位置にﾊﾞｰｺｰﾄﾞがあるので、

Y=0.7/0.01=70 となります。 
 
nY n にﾊﾞｰｺｰﾄﾞ垂直ｵﾌｾｯﾄ値を指定します。 

 
         例 1) ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ垂直ｵﾌｾｯﾄ : -7Y 
 
 
 
 
 
 
         例 2) ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ垂直ｵﾌｾｯﾄ : 65Y 
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5.4 ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞﾃﾞｨﾌｫﾙﾄｺﾏﾝﾄﾞ ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 

ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞﾃﾞｨﾌｫﾙﾄｺﾏﾝﾄﾞ 

ｶﾃｺﾞﾘ 設定内容 ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 
# = ( )内の数値が入ります。 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

IMGSNP 

全ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｺﾏﾝﾄﾞﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ IMGDFT  
ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｽﾀｲﾙ : ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ SNPSTY0  
ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｽﾀｲﾙ : ﾌｫﾄ SNPSTY1 ■ 
ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｽﾀｲﾙ : ﾏﾆｭｱﾙ SNPSTY2  
ﾋﾞｰﾌﾟ : ｵﾝ SNPBEP1  
ﾋﾞｰﾌﾟ : ｵﾌ SNPBEP0 ■ 
露出時間 (0 ~ 7,874, 単位 127μ秒) SNPEXP#### 7,874 
ｹﾞｲﾝ 無し SNPGAN1 ■ 
ｹﾞｲﾝ 中 SNPGAN2  
ｹﾞｲﾝ 大 SNPGAN4  
ｹﾞｲﾝ 最大 SNPGAN8  
許容ﾃﾞﾙﾀ (0 ~255) SNPDEL### 25 
LED ｽﾃｰﾄ : ｵﾌ SNPLED0 ■ 
LED ｽﾃｰﾄ : ｵﾝ SNPLED1  
ﾄﾘｶﾞ待ち : 無し SNPTRG0 ■ 
ﾄﾘｶﾞ待ち : 有り SNPTRG1  
ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄﾄﾗｲ回数 (0 ~ 10) SNPTRY## 6 
ﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾜｲﾄ値 (0 ~ 255) SNPWHT### 125 
ﾀｰｹﾞｯﾄｾｯﾄﾎﾟﾝﾄ (1 ~ 99) SNPPCT## 50 

IMGSHP 

ｲﾝﾌｨﾆﾃｨﾌｨﾙﾀ : ｵﾌ IMGINF0 ■ 
ｲﾝﾌｨﾆﾃｨﾌｨﾙﾀ : ｵﾝ IMGINF1  
光沢補正 : ｵﾌ IMGCOR0 ■ 
光沢補正 : ｵﾝ IMGCOR1  
ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ : ｵﾝ (8 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ) IMGBPP8 ■ 
ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ : ｵﾌ (1 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ, 白黒) IMGBPP1  
ｴｯｼﾞﾌｨﾙﾀ (0 ~ 23) IMGEDG## 0 
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : JPEG IMGFMT6 ■ 
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : KIM IMGFMT0  
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : TIFF ﾊﾞｲﾅﾘ IMGFMT1  
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : TIFF ﾊﾞｲﾅﾘ Grp4 圧縮 IMGFMT2  
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : TIFF ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ IMGFMT3  
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : 非圧縮ﾊﾞｲﾅﾘ IMGFMT4  
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : 非圧縮ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ IMGFMT5  
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : BMP IMGFMT8  
ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁ : ｵﾌ IMGHIS0 ■ 
ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁ : ｵﾝ IMGHIS1  
ｲﾒｰｼﾞ反転 : X 軸 IMGNVX1  
ｲﾒｰｼﾞ反転 : Y 軸 IMGNVY1  
ｲﾒｰｼﾞ回転 : 右 90° IMGROT1  
ｲﾒｰｼﾞ回転 : 右 180° IMGROT2  
ｲﾒｰｼﾞ回転 : 左 90° IMGROT3  
JPEG ｲﾒｰｼﾞ品質 (0 ~ 100) IMGJQF### 50 
ｶﾞﾝﾏ補正 (0 ~ 255) IMGGAM### 0 
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IMGSHP 

ｲﾒｰｼﾞﾄﾘﾐﾝｸﾞ左座標 : (0 ~ 639) 
* IT4200/4230 (0 ~ 751) IMGWNL### 0 

ｲﾒｰｼﾞﾄﾘﾐﾝｸﾞ右座標 : (0 ~ 639) 
* IT4200/4230 (0 ~ 751) IMGWNR### 639/751 

ｲﾒｰｼﾞﾄﾘﾐﾝｸﾞ上座標 (0 ~ 479) IMGWNT### 0 
ｲﾒｰｼﾞﾄﾘﾐﾝｸﾞ下座標 (0 ~ 479) IMGWNB### 479 
ｲﾒｰｼﾞﾄﾘﾐﾝｸﾞﾏｰｼﾞﾝ (0 ~ 238) IMGMAR### 0 
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ : 無し (生ﾃﾞｰﾀ) IMGXFR0  
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ : 無し IMGXFR2 □ USB 
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ : H-MODEM IMGXFR3  
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ : H-MODEM 圧縮 IMGXFR4 □ RS232C 
ﾋﾟｸｾﾙ送信: 全ﾋﾟｸｾﾙ IMGSUB1 ■ 
ﾋﾟｸｾﾙ送信: 2 ﾋﾟｸｾﾙ毎 IMGSUB2  
ﾋﾟｸｾﾙ送信: 3 ﾋﾟｸｾﾙ毎 IMGSUB3  
ﾃｷｽﾄｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀ (0 ~ 100) IMGUSH### 0 
ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信 : ｵﾌ IMGHST0 ■ 
ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信 : ｵﾝ IMGHST1  

 



  
 Honeywell HHP Bluetooth Imager Series 

 6.1 
 Copyright © 2009, AIware Distribution Co., Ltd. 

6. 2D-PQA 機能 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 
2D-PQA 機能(以下、PQA)とは、2D Print Quality Assessment の略で二次元ｼﾝ

ﾎﾞﾙ印刷品質評価機能を意味します。この機能により、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬを簡易な 2
次元ｼﾝﾎﾞﾙ印刷品質ﾁｪｯｶｰとして利用することが可能になります。但し、この機

能は、印刷品質を保証する検証機能ではありません。印刷品質の目安としてご

利用ください。 
 
6.1 PQA 読み取りﾃｸﾆｯｸ ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬでの読み取り時の距離、回転、ぶれなどが測定結果に大きな影響

を与えます。最適な測定結果を得るため、以下の点に注意してください。 
 

 読取を行う 2 次元ｼﾝﾎﾞﾙを平らな面に置いてください。 
 ｵｰﾄｽﾀﾝﾄﾞなどを利用して、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬを適切な距離に固定してください。 

各ﾓﾃﾞﾙの最適な距離は、下記の表を参照してください。 
 

ﾓﾃﾞﾙ 距離 
IT4600/4800SR 7.0 ｲﾝﾁ/17.8cm 
IT4600/4800SF 4.5 ｲﾝﾁ/11.4cm 
IT4600/4800HD 3.5 ｲﾝﾁ/8.9cm 
IT4200/4230SR 7.0 ｲﾝﾁ/17.8cm 
IT4200/4230SF 4.5 ｲﾝﾁ/11.4cm 
IT4200/4230HD 3.5 ｲﾝﾁ/8.9cm 

 
 ｴｲﾏｰを下図の示すように。2 次元ｼﾝﾎﾞﾙの中央に照射します。この時、ﾁﾙ

ﾄ･ｽｷｭｰ･回転などがあってはいけません。但し、二次元ｼﾝﾎﾞﾙ面が光沢材

質の場合は、少し角度をつけて、直接反射を避けるようにします。 
 

 
 

 複数回 PQA を行い、結果を比較して、2 次元ｼﾝﾎﾞﾙの全体的な評価をす

るようにして下さい。 
 
上記の事項を守ることにより、2 次元ｼﾝﾎﾞﾙｲﾒｰｼﾞ生成や印刷工程の調整に役立

つ適切な PQA 結果を得ることができます。 
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6.2 2 次元ｼﾝﾎﾞﾙの種類 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 
2 次元ｼﾝﾎﾞﾙの種類は、下記に列挙する 3 種類に分類することができます。 
 

 ｽﾀｯｸｼﾝﾎﾞﾙ ： PDF417, ﾏｲｸﾛ PDF417 
 ﾏﾄﾘｸｽｼﾝﾎﾞﾙ ： ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽ, QR, Aztec, ﾏｷｼｺｰﾄﾞ 
 郵便ｺｰﾄﾞ ： 各国郵便ｺｰﾄﾞ 

 
これらの 2 次元ｼﾝﾎﾞﾙは、それぞれ構造が異なるため、PQA の出力結果もそれ

ぞれ異なります。 
 
 
6.3 PQA ﾚﾎﾟｰﾄ ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 
PQA には、ﾌﾙﾚﾎﾟｰﾄとｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄの 2 種類のﾓｰﾄﾞが用意されており、それ

ぞれ出力されるﾚﾎﾟｰﾄの内容が異なります。 
 
ﾌﾙﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ 
2 次元ｼﾝﾎﾞﾙの識別情報として、測定結果、ｸﾞﾚｰﾄﾞ評価結果など全ての情報を

ﾚﾎﾟｰﾄします。ﾌﾙﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞをｵﾝにする場合は、下記の｢PQA ﾌﾙﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ｣ｺﾏﾝﾄﾞ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、ｵﾌにする場合は、｢PQA 終了｣ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝます。 
 

PQA ﾌﾙﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ 

~ 2 D _ P Q A 1 .  
 

PQA 終了 

~ 2 D _ P Q A 0 .  
 

 

PQA ﾌﾙﾚﾎﾟｰﾄﾃﾞｰﾀは、ﾋﾞｰﾌﾟ音 複数回の後、読取ﾃﾞｰﾀに続けて送信されます。 

ｻﾝﾌﾟﾙ 
1998 Chev Blazer 
123437486089J672 
Reg PAN 123 ABC Dec 1999 
 >> PQA from Hand Held Products << 
PDF417: 16 rows x 3 cols, 40 data & 8 chks (ECL = 2) 
 X roughly = 0.012” 
[A] < Row Height = 2.8 X 
[B] < Useful Row Height = 1.7 X (59% Row) 
[C] < Data Safety Margin = 37% (1 Erasures & 2 Errors) 
[F] < Start/Stop Decode Fails
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ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ 
ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでは、指定されたｸﾞﾚｰﾄﾞを下回る評価結果が１つでもある

2 次元ｼﾝﾎﾞﾙに対してのみ、限定されたｼﾝﾎﾞﾙ識別情報をﾚﾎﾟｰﾄします。指定ｸﾞﾚ

ｰﾄﾞを上回る評価結果の場合、読取ﾃﾞｰﾀだけを送信します。ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ

をｵﾝにする場合は、下記の｢PQA ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ ｸﾞﾚｰﾄﾞ A~D｣ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰ

ﾄﾞをｽｷｬﾝし、ｵﾌにする場合は、｢PQA 終了｣ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝます。 
 
 

PQA ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ ｸﾞﾚｰﾄﾞ A     PQA ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ ｸﾞﾚｰﾄﾞ B 

~ 2 D _ P Q A 2 .      ~ 2 D _ P Q A 3 .  
 

PQA ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ ｸﾞﾚｰﾄﾞ C     PQA ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ ｸﾞﾚｰﾄﾞ D 

~ 2 D _ P Q A 5 .      ~ 2 D _ P Q A 4 .  
 

PQA 終了 

~ 2 D _ P Q A 0 .  
 

 

PQA ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾃﾞｰﾀは、ﾋﾞｰﾌﾟ音 3 回の後、読取ﾃﾞｰﾀに続けて送信されま

す。但し、指定ｸﾞﾚｰﾄﾞを上回る評価結果の場合は、ﾋﾞｰﾌﾟ音 1 回の後、読取ﾃﾞ

ｰﾀだけが送信されます。 

 

ｻﾝﾌﾟﾙ 
1998 Chev Blazer 
123437486089J672 
Reg PAN 123 ABC Dec 1999 
 >> PQA from Hand Held Products << 
PDF417: Symbol Fails “A” Grade 
 Useful Row Height is Too Short (1.5 X) 
Low Data Safety Margin (12%) 
 Start/Stop Characters are Bad 
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ｼﾝﾎﾞﾙ識別情報 
2 次元ｼﾝﾎﾞﾙ生成や印刷工程の調整及び安定した読み取りを行うために役立つ

ｼﾝﾎﾞﾙ評価ﾚﾎﾟｰﾄです。 
 
ﾌﾙﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでは、2 次元ｼﾝﾎﾞﾙを正しく読み取ると、複数回のﾋﾞｰﾌﾟ音の後、

下記のようなﾒｯｾｰｼﾞが出力されます。(2 次元ｼﾝﾎﾞﾙの種類により多少違いがあ

ります。) 
 

This is a representative PDF417 symbol 
 >>> PQA from Hand Held Products <<< 
PDF417: 11 rows x 3 cols, 25 data & 8 chks (ECL =2) 

X roughly = 0.014” 
[A] < Row Height = 3.1 X 
[A] < Useful Row Height = 2.5 X (82% Row) 
[A] < Data Safety Margin = 100% (0 Erasures & 0 Errors) 
[B] < Edge Accuracy = 59% 
[C] < Print Growth = -43% of X 

 
1 行目に読取ﾃﾞｰﾀ、2 行目は固定ﾒｯｾｰｼﾞ ｢>>> PQA from Hand Held Products 
<<<｣、次にｼﾝﾎﾞﾙの種類・特性・およその公称細ｴﾚﾒﾝﾄ幅 X 、最後にｸﾞﾚｰﾄﾞ評

価した各項目の詳細情報となります。 
 
ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ ｸﾞﾚｰﾄﾞ A の場合、評価結果が A を下回ると、3 回のﾋﾞｰﾌﾟ

音の後、下記のようなﾒｯｾｰｼﾞが出力されます。 
 

This is a representative PDF417 symbol 
 >>> PQA from Hand Held Products <<< 
Minimum Acceptable Grade = A 
PDF417: X roughly = 0.014” 
Poor Edge Accuracy (59%) 
Excessive Print Shrinkage (-43% of X) 
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6.3.1 ｽﾀｯｸｼﾝﾎﾞﾙ ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 
ここでは下記に列挙するｽﾀｯｸｼﾝﾎﾞﾙの PQA ﾚﾎﾟｰﾄについて説明します。 
 

 PDF417 
 ﾏｲｸﾛ PDF417 

 
PDF417 
下記にﾌﾙﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでの出力例を示します。最初の { } で囲まれた行番号は、

説明のためのもので、実際には出力されません。 
 

{1} This is a representative PDF417 symbol 
{2}  >>> PQA from Hand Held Products <<< 
{3} PDF417: 11 rows x 3 cols, 25 data & 8 chks (ECL =2) 
{4} X roughly = 0.014” 
{5} [A] < Row Height = 3.1 X 
{6} [A] < Useful Row Height = 2.5 X (82% Row) 
{7} [A] < Data Safety Margin = 100% (0 Erasures & 0 Errors) 
{8} [B] < Edge Accuracy = 59% 
{9} [C] < Print Growth = -43% of X 

 
{1} 読取ﾃﾞｰﾀです。この例では、｢This is a representative PDF417 symbol｣

になります。 
{2} 固定ﾒｯｾｰｼﾞです。 
{3} ｼﾝﾎﾞﾙの種類(PDF417又は派生型のCOMPOSITE-C)とその他の特性で、

ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞの段とｶﾗﾑ数、ﾃﾞｰﾀとﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀ数、ｴﾗｰ訂正ﾚﾍﾞﾙが出力され

ます。 
{4} およその公称細ｴﾚﾒﾝﾄ幅 X です。 

(*) ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでは、{3}のｼﾝﾎﾞﾙの種類と{4}の公称細ｴﾚﾒﾝﾄ幅 X 
   が 1 行で出力されます。 

{5} 段の高さの平均とｸﾞﾚｰﾄﾞを出力します。ｸﾞﾚｰﾄﾞ評価は、下記の基準で

行われます。 
 
[A] 段の高さの平均が 2.5X 以上 
[F] 以外 
 
(*) ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでは、｢Row are Too Short (2.2X)｣のようなﾒｯｾ 
   ｰｼﾞが出力されます。 

{6} 有効な段の高さを出力します。ｸﾞﾚｰﾄﾞ評価は、下記の基準で行われま

す。 
 
[A] 有効な段の高さが 2.0X 以上 
[B] 有効な段の高さが 1.6X 以上 
[C] 有効な段の高さが 1.3X 以上 
[D] 有効な段の高さが 1.0X 以上 
[F] 以外 
 
(*) ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでは、｢Useful Row Height is Too Short (15X)｣ 
   のようなﾒｯｾｰｼﾞが出力されます。 
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{7} ﾃﾞｰﾀ安全度をﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞで出力します。推奨されるｴﾗｰ訂正ｺｰﾄﾞﾜｰﾄﾞ数

の内、使用されなかったｺｰﾄﾞﾜｰﾄﾞの比率です。ECL が最低推奨される

ECL より高い場合、ﾃﾞｰﾀ安全度は 100%を超える値になる場合があり

ます。逆に ECL が低い場合は、ﾊﾟｰﾌｪｸﾄな印刷状態でも 50%又はそれ

を下回る値になります。ｸﾞﾚｰﾄﾞ評価は、下記の基準で行われます。 
 
[A] ﾃﾞｰﾀ安全度が 62%以上 
[B] ﾃﾞｰﾀ安全度が 50%以上 
[C] ﾃﾞｰﾀ安全度が 37%以上 
[D] ﾃﾞｰﾀ安全度が 25%以上 
[F] 以外 
 
(*) ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでは、｢Low Data Safety Margin (44%)｣のような 
   ﾒｯｾｰｼﾞが出力されます。 

{8} ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝのｴｯｼﾞ精密度をﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞで出力します。ｸﾞﾚｰﾄﾞ評価

は、下記の基準で行われます。 
 
[A] ｴｯｼﾞ精密度が 62%以上 
[B] ｴｯｼﾞ精密度が 50%以上 
[C] ｴｯｼﾞ精密度が 37%以上 
[D] ｴｯｼﾞ精密度が 25%以上 
[F] 以外 
 
(*) ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでは、｢Poor Edge Accuracy (59%)｣のような 
   ﾒｯｾｰｼﾞが出力されます。 

{9} ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝのﾀﾞｰｸｴﾚﾒﾝﾄ(ﾊﾞｰ)の印刷細り･太り度をﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞで出

力します。ｸﾞﾚｰﾄﾞ評価は、下記の基準で行われます。 
 
[A] 印刷細り･太り度が +/-20%以内 
[B] 印刷細り･太り度が +/-30%以内 
[C] 印刷細り･太り度が +/-40%以内 
[D] 印刷細り･太り度が +/-50%以内 
[F] 以外 
 
(*) ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでは、｢Excessive Print Growth (33%)｣(印刷太り 
   の場合)、又は｢Excessive Print Shrinkage (-43%)｣(印刷細りの場合) 
   のようなﾒｯｾｰｼﾞが出力されます。 
 
非常に稀なｹｰｽとして、ｽﾀｰﾄﾊﾟﾀｰﾝもｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝも測定できないにも関

わらず、何故かﾃﾞｰﾀ読み取りに成功する場合があります。このような

場合、{8} と {9} は、下記のようなﾒｯｾｰｼﾞになります。 
 
ﾌﾙﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ  ｢[F] < Start/Stop Decode Fails｣ 
ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ ｢[F] < Start/Stop Characters are Bad｣ 
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ﾏｲｸﾛ PDF417 
下記にﾌﾙﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでの出力例を示します。最初の { } で囲まれた行番号は、

説明のためのもので、実際には出力されません。 
 

{1} This is a typical Micro PDF417 symbol 
{2}  >>> PQA from Hand Held Products <<< 
{3} MICROPDF: 15 rows x 3 cols, 24 data & 21 chks 
{4} X roughly = 0.015” 
{5} [A] < Row Height = 1.8 X 
{6} [A] < Data Safety Margin = 100% (0 Erasures & 0 Errors) 
{7} [B] < Edge Accuracy = 70% 
{8} [A] < Print Growth = +4% of X 

 
{1} 読取ﾃﾞｰﾀです。この例では、｢This is a typical Micro PDF417 symbol｣

になります。 
{2} 固定ﾒｯｾｰｼﾞです。 
{3} ｼ ﾝ ﾎ ﾞ ﾙ の 種 類 ( ﾏ ｲ ｸ ﾛ PDF417 又 は 派 生 型 の COMPOSITE-A, 

COMPOSITE-B, TLC39)とその他の特性で、ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞの段とｶﾗﾑ数、

ﾃﾞｰﾀとﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀ数が出力されます。 
{4} およその公称細ｴﾚﾒﾝﾄ幅 X です。 

(*) ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでは、{3}のｼﾝﾎﾞﾙの種類と{4}の公称細ｴﾚﾒﾝﾄ幅 X 
   が 1 行で出力されます。 

{5} 段の高さの平均とｸﾞﾚｰﾄﾞを出力します。ｸﾞﾚｰﾄﾞ評価は、下記の基準で

行われます。 
 
[A] 段の高さの平均が 1.5X 以上 
[F] 以外 
 
(*) ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでは、｢Row are Too Short (2.2X)｣のようなﾒｯｾ 
   ｰｼﾞが出力されます。 

{6} ﾃﾞｰﾀ安全度をﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞで出力します。ﾏｲｸﾛ PDF のｴﾗｰ訂正ﾚﾍﾞﾙ(ECL)
は固定のため、常に 0~100%の範囲で出力されます。 

{7} ﾏﾙﾁｽｷｬﾝした段ｱﾄﾞﾚｽﾊﾟﾀｰﾝのｴｯｼﾞ精密度をﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞで出力します。 
{8} 段ｱﾄﾞﾚｽﾊﾟﾀｰﾝのﾀﾞｰｸｴﾚﾒﾝﾄ(ﾊﾞｰ)の印刷細り･太り度をﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞで出力

します。 
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6.3.2 ﾏﾄﾘｸｽｼﾝﾎﾞﾙ ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 
ここでは下記に列挙するﾏﾄﾘｸｽｼﾝﾎﾞﾙの PQA ﾚﾎﾟｰﾄについて説明します。 
 

 Aztec 
 ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽ 
 QR 
 ﾏｷｼｺｰﾄﾞ 

 
Aztec 
下記にﾌﾙﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでの出力例を示します。最初の { } で囲まれた行番号は、

説明のためのもので、実際には出力されません。 
 

{1} This is a representative Aztec Code symbol 
{2}  >>> PQA from Hand Held Products <<< 
{3} AZTEC CODE: 3 layers (Compact) => 23x23modules 
{4} Data Field: 29 data & 22 chks in GF(256), 0 Erasures & 
 0 Errors 
{5} X roughly = 0.021” 
{6} [A] < Core Symbol: 0 errors 
{7} [A] < Data Safety Margin = 146% 
{8} [A] < Horizontal Print Growth = +1% of X 
{9} [A] < Vertical Print Growth = +1% of X 

 
{1} 読取ﾃﾞｰﾀです。この例では、｢This is a representative Aztec Code 

symbol｣になります。 
{2} 固定ﾒｯｾｰｼﾞです。 
{3} ｼﾝﾎﾞﾙの種類(Aztec)とｻｲｽﾞ及びﾌｫｰﾏｯﾄが出力されます。 
{4} ﾃﾞｰﾀ数、ﾁｪｯｸﾜｰﾄﾞ数及び使用されているｴﾗｰ訂正が出力されます。 
{5} およその公称細ｴﾚﾒﾝﾄ幅 X です。 
{6} ｾﾝﾀｰのｺｱｼﾝﾎﾞﾙにあるﾓｼﾞｭｰﾙｴﾗｰ数が出力されます。ｸﾞﾚｰﾄﾞ評価は、下

記の基準で行われます。 
 
[A] ﾓｼﾞｭｰﾙｴﾗｰ数 0 
[B] ﾓｼﾞｭｰﾙｴﾗｰ数 1 
[C] ﾓｼﾞｭｰﾙｴﾗｰ数 2 
[D] ﾓｼﾞｭｰﾙｴﾗｰ数 3 
[F] ﾓｼﾞｭｰﾙｴﾗｰ数 4 以上 
 
(*) ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでは、｢Too many Code Symbol Errors (3)｣のよ 
   うなﾒｯｾ-ｼﾞが出力されます。 

{7} ﾃﾞｰﾀ安全度をﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞで出力します。Aztec では、超過したｺｰﾄﾞﾜｰﾄﾞ

容量は、余分にﾁｪｯｸﾜｰﾄﾞを追加して埋めるため、比較的容易に推奨さ

れる最小ｴﾗｰ訂正ｺｰﾄﾞﾜｰﾄﾞ数を超えてしまうため、ﾃﾞｰﾀ安全度はよく

100%を超える値になります。但し、ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝにより、より高い、

もしくは低いﾚﾍﾞﾙにすることも可能です。 
{8}{9} それぞれ水平及び垂直方向への印刷細り･太り度をﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞで出力し

ます。片方向又は両方向に印刷細り･太り度が見られる場合は、2 次元

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｲﾒｰｼﾞ生成や印刷工程で調整を行い、補正します。 
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ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽ 
下記にﾌﾙﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでの出力例を示します。最初の { } で囲まれた行番号は、

説明のためのもので、実際には出力されません。 
 

{1} This is a representative Data Matrix symbol 
{2}  >>> PQA from Hand Held Products <<< 
{3} DATA MATRIX ECC200: 24 x 24 modules in size 
{4} Data Field: 36 data & 24 chks in 1 block(s) of GF(256) 
{5} X roughly = 0.025” 
{6} [A] < Fixed Patterns: 0 module errors 
{7} [A] < Data Safety Margin = 100% 
{8} [A] < Horizontal Print Growth = +10% of X 
{9} [A] < Vertical Print Growth = +12% of X 

 
{1} 読取ﾃﾞｰﾀです。この例では、｢This is a representative Data Matrix 

symbol｣になります。 
{2} 固定ﾒｯｾｰｼﾞです。 
{3} ｼﾝﾎﾞﾙの種類(ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽ)とｻｲｽﾞが出力されます。 
{4} ﾃﾞｰﾀ数、ﾁｪｯｸﾜｰﾄﾞ数及び使用されているｴﾗｰ訂正が出力されます。 
{5} およその公称細ｴﾚﾒﾝﾄ幅 X です。 
{6} ｼﾝﾎﾞﾙの周囲の L ﾌｧｲﾝﾀﾞとｸﾛｯｸﾄﾗｯｸ、それらの隣接するｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝ及び

ECC200 ｼﾝﾎﾞﾙの内部の整列ﾊﾟﾀｰﾝから成る固定ﾊﾟﾀｰﾝ中のﾓｼﾞｭｰﾙｴﾗｰ数

が出力されます。 
 
(*) ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでは、｢Too many Fixed Pattern Errors (3)｣のよ 
   うなﾒｯｾ-ｼﾞが出力されます。 

{7} ﾃﾞｰﾀ安全度をﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞで出力します。ECC200 ｼﾝﾎﾞﾙの場合にだけ、

出力される項目で、0~100%の範囲の値です。ECC200 ｼﾝﾎﾞﾙは、固定

のｴﾗｰ訂正ﾚﾍﾞﾙを持っていますが、古いﾀｲﾌﾟのﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽでは、同等の

ｴﾗｰ訂正機能が無いため、｢Unused Error Correction｣と出力されます。 
{8}{9} それぞれ水平及び垂直方向への印刷細り･太り度をﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞで出力し

ます。 
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QR 
下記にﾌﾙﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでの出力例を示します。最初の { } で囲まれた行番号は、

説明のためのもので、実際には出力されません。 
 

{1} This is a representative QR code symbol 
{2}  >>> PQA from Hand Held Products <<< 
{3} QR CODE: Model 2 Version 3 (29 x 29 modules) 
{4} Mask Pattern Reference #3, Error Correction Level “M” 
{5} Data Field: 44 data & 26 checks in 1 block(s) of GF(256) 
{6} X roughly = 0.025” 
{7} [A] < Data Safety Margin = 100% 
{8} [A] < Horizontal Print Growth = +20% of X 
{9} [A] < Vertical Print Growth = +17% of X 

 
{1} 読取ﾃﾞｰﾀです。この例では、｢This is a representative QR code symbol｣

になります。 
{2} 固定ﾒｯｾｰｼﾞです。 
{3} ｼﾝﾎﾞﾙの種類(QR)とﾓﾃﾞﾙ、ｻｲｽﾞが出力されます。 
{4} ﾏｽｸﾊﾟﾀｰﾝとｴﾗｰ訂正ﾚﾍﾞﾙが出力されます。 
{5} ﾃﾞｰﾀ数、ﾁｪｯｸﾜｰﾄﾞ数が出力されます。 
{6} およその公称細ｴﾚﾒﾝﾄ幅 X です。 
{7} ﾃﾞｰﾀ安全度をﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞで出力します。QR では、ｴﾗｰ訂正ﾚﾍﾞﾙ M が推

奨されているため、ｴﾗｰ訂正ﾚﾍﾞﾙ H 又は Q の QR では、100%を超える

値になる場合があります。また、ｴﾗｰ訂正ﾚﾍﾞﾙ L の QR では、50%以下

の値になります。 
{8}{9} それぞれ水平及び垂直方向への印刷細り･太り度をﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞで出力し

ます。 
 

 
ﾏｷｼｺｰﾄﾞ 
下記にﾌﾙﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでの出力例を示します。最初の { } で囲まれた行番号は、

説明のためのもので、実際には出力されません。 
 

{1} This is a representative Maxicode symbol 
{2}  >>> PQA from Hand Held Products <<< 
{3} MAXICODE: Mode 4 
{4} X roughly = 0.043” 
{5} [A] < Data Safety Margin = 100% 
{6} [A] < Horizontal Print Growth = +2% of X 
{7} [A] < Vertical Print Growth = -1% of X 

 
{1} 読取ﾃﾞｰﾀです。この例では、｢This is a representative Maxicode 

symbol｣になります。 
{2} 固定ﾒｯｾｰｼﾞです。 
{3} ｼﾝﾎﾞﾙの種類(ﾏｷｼｺｰﾄﾞ)とﾓｰﾄﾞが出力されます。 
{4} およその公称細ｴﾚﾒﾝﾄ幅 X です。 
{5} ﾃﾞｰﾀ安全度をﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞで出力します。ﾏｷｼｺｰﾄﾞでは、各ﾓｰﾄﾞでｴﾗｰ訂正

ﾚﾍﾞﾙが固定されており、常に 0~100%の範囲の値となります。 
{8}{9} それぞれ水平及び垂直方向への印刷細り･太り度をﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞで出力し

ます。 
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6.3.3 郵便ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ専用  
 
ここでは各国の郵便ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙの PQA ﾚﾎﾟｰﾄについて説明します。 
 
Postnet, Planet 
下記にﾌﾙﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでの出力例を示します。最初の { } で囲まれた行番号は、

説明のためのもので、実際には出力されません。 
 

{1} 51591 
{2}  >>> PQA from Hand Held Products <<< 
{3} POSTNET: 32 Bars, nominally from 01.30 to 01.56 in. 
 in Width 
{4} Bar Sequence: 10101000011010101010000011101001 
{5} [F] (Hi) < Tall Bar Heights: 0.155 in. 
{6} [F] (Hi) < Short Bar Heights: 0.081 in. 
{7} [A] (Ok) < Bar Widths = 0.022 in. 
{8} [A] (Ok) < Inter-Bar Gaps = 0.023 in. 
 

{1} 読取ﾃﾞｰﾀです。この例では、｢51591｣になります。 
{2} 固定ﾒｯｾｰｼﾞです。 
{3} ｼﾝﾎﾞﾙの種類(Postnet又はPlanet)とｻｲｽﾞ及び測定されたｼﾝﾎﾞﾙの許容幅

が出力されます。 
{4} ﾊﾞｰﾊﾟﾀｰﾝが出力されます。1 がﾄｰﾙﾊﾞｰ、0 がｼｮｰﾄﾊﾞｰに相当します。 
{5} ﾄｰﾙﾊﾞｰの高さの平均値が出力されます。許容範囲は、0.115~0.125 ｲﾝﾁ

です。ｸﾞﾚｰﾄﾞ評価は、下記の基準で行われます。 
 
[A] 許容範囲の 67%以内 
[B] 許容範囲内 
[C] 許容範囲の 25%以上 
[D] 許容範囲の 50%以上 
[F] 以外 
 
(*) ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでは、｢Tall Bars are too Long (0.xxx in.)｣のよう 
   なﾒｯｾ-ｼﾞが出力されます。 

{6} ｼｮｰﾄﾊﾞｰの高さの平均値が出力されます。許容範囲は、0.040~0.060 ｲﾝ

ﾁです。 
 
 (*) ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでは、｢Short Bars are too Long (0.xxx in.)｣の 
    ようなﾒｯｾ-ｼﾞが出力されます。 

{7} ﾊﾞｰ幅の平均値が出力されます。許容範囲は、0.015~0.025 ｲﾝﾁです。 
 
 (*) ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでは、｢Bars are too Narrow (0.xxx in.)｣のよう 
    なﾒｯｾ-ｼﾞが出力されます。 

{8} ｽﾍﾟｰｽ幅の平均値が出力されます。許容範囲は、0.012~0.040 ｲﾝﾁです。 
 
 (*) ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでは、｢Spaces are too Wide (0.xxx in.)｣のよう 
    なﾒｯｾ-ｼﾞが出力されます。 



 
Honeywell HHP Bluetooth Imager Series 

6.12 
Copyright © 2009, AIware Distribution Co., Ltd. 

日本(ｶｽﾀﾏﾊﾞｰｺｰﾄﾞ), ｲｷﾞﾘｽ, KIX, ｶﾅﾀﾞ, ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 
下記にﾌﾙﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでの出力例を示します。最初の { } で囲まれた行番号は、

説明のためのもので、実際には出力されません。 
 

{1} B15AJ6T 
{2}  >>> PQA from Hand Held Products <<< 
{3} 4-STATE(British): 34 Bars, nominally from 38.5 to 42.3 mm 
 in Width 
{4} Bar Sequence: ADHTATDAHDDAADADAADTHTADHHDATHTADH 
{5} [A] (Ok) < “Tall” Bar Extensions: 2.79mm. from center 
{6} [F] (Hi) < “Short” Bar Extensions: 1.00mm. from center 
{7} [B] (Ok) < Bar Widths = 0.60 mm. 
{8} [A] (Ok) < Inter-Bar Gaps = 0.59 mm. 
 

{1} 読取ﾃﾞｰﾀです。この例では、｢B15AJ6T｣になります。 
{2} 固定ﾒｯｾｰｼﾞです。 
{3} ｼﾝﾎﾞﾙの種類(郵便ｺｰﾄﾞ日本(ｶｽﾀﾏﾊﾞｰｺｰﾄﾞ), ｲｷﾞﾘｽ, KIX, ｶﾅﾀﾞ, ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

とｻｲｽﾞ及び測定されたｼﾝﾎﾞﾙの許容幅が出力されます。 
{4} ﾊﾞｰﾊﾟﾀｰﾝが出力されます。A がｾﾐﾛﾝｸﾞﾊﾞｰ(上)、D がｾﾐﾛﾝｸﾞﾊﾞｰ(下)、T

がｼｮｰﾄﾊﾞｰ(ﾀｲﾐﾝｸﾞﾊﾞｰ)、H がﾄｰﾙﾊﾞｰに相当します。 
{5} 中央線を規準に測定したｾﾐﾛﾝｸﾞﾊﾞｰ(上)及びｾﾐﾛﾝｸﾞﾊﾞｰ(下)の高さの平

均値が出力されます。下記の表を参照して下さい。 
 
(*) ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでは、｢Tall Bar Extensions are too Long (0.xxx  
   in.)｣のようなﾒｯｾ-ｼﾞが出力されます。 

{6} 中央線を規準に測定したｼｮｰﾄﾊﾞｰ(ﾀｲﾐﾝｸﾞﾊﾞｰ)の高さの平均値が出力さ

れます。下記の許容範囲表を参照して下さい。 
 
(*) ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄﾓｰﾄﾞでは、｢Short Bar Extensions are too Long  
   (0.xxx in.)｣のようなﾒｯｾ-ｼﾞが出力されます。 

{7} ﾊﾞｰ幅の平均値が出力されます。下記の表を参照して下さい。 
{8} ｽﾍﾟｰｽ幅の平均値が出力されます。下記の表を参照して下さい。 
 
 

4 ｽﾃｰﾄ型郵便ｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ許容範囲表 
 ﾄｰﾙﾊﾞｰ ｼｮｰﾄﾊﾞｰ ﾊﾞｰ幅 ｽﾍﾟｰｽ幅 

ｲｷﾞﾘｽ 2.16 ~ 2.92 0.51 ~ 0.76 0.38 ~ 0.63 0.50 ~ 0.87
KIX 2.16 ~ 2.92 0.51 ~ 0.76 0.38 ~ 0.63 0.42 ~ 0.89
ｶﾅﾀﾞ 2.1 ~ 2.50 0.25 ~ 0.40 0.40 ~ 0.60 0.40 ~ 0.76
日本 1.70 ~ 1.80 0.52 ~ 0.68 0.50 ~ 0.70 0.45 ~ 0.60

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 2.10 ~ 2.90 0.50 ~ 0.80 0.40 ~ 0.60 0.40 ~ 0.76
単位 mm
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A.1 ｺｰﾄﾞ ID 表 
 

ｺｰﾄﾞ ID 表 
ｼﾝﾎﾞﾙ AIM-ID AIM ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱ(m) ｺｰﾄﾞ ID 

全ｼﾝﾎﾞﾙ   (0x99) 
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ郵便ｺｰﾄﾞ ]X0  A(0x41) 
Aztec ｺｰﾄﾞ ]zm 0-9､A-C z(0x7A) 
ｲｷﾞﾘｽ郵便ｺｰﾄﾞ ]X0  B(0x42) 
ｶﾅﾀﾞ郵便ｺｰﾄﾞ ]X0  C(0x43) 
中国郵便ｺｰﾄﾞ ]X0  Q(0x51) 
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7) ]Fm 0-1 a(0x61) 
ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ F ]Om 0-1,4-6 q(0x71) 
ｺｰﾄﾞ 11 ]H3  h(0x68) 
ｺｰﾄﾞ 128 ]Cm 0-2,4 j(0x6A) 
ｺｰﾄﾞ 16K ]Km 0-2,4 o(0x6F) 
ｺｰﾄﾞ 32 ﾌｧｰﾏ ]X0  <(0x3C) 
ｺｰﾄﾞ 39 ]Am 0-1,3-5,7 b(0x62) 
ｺｰﾄﾞ 49 ]Tm 0-2,4 l(0x6C) 
ｺｰﾄﾞ 93 & 93i ]Gm 0-9､A-Z,a-m i(0x69) 
ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽ ]dm 0-6 w(0x77) 
JAN/EAN-13 ]E0  d(0x64) 
JAN/EAN-8 ]E4  D(0x44) 
EAN･UCC ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ ]em 0-3 y(0x79) 
EAN-13 w/拡張ｸｰﾎﾟﾝｺｰﾄﾞ ]E3  d(0x64) 
ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 ]Im 0-1,3 e(0x65) 
日本郵便ｺｰﾄﾞ(ｶｽﾀﾏﾊﾞｰｺｰﾄﾞ) ]X0  J(0x4A) 
KIX 郵便ｺｰﾄﾞ ]X0  K(0x4B) 
韓国郵便ｺｰﾄﾞ ]X0  ? (0x3F) 
ﾏﾄﾘｸｽ 25 ]X0  m(0x6D) 
ﾏｷｼｺｰﾄﾞ ]Um 0-3 x(0x78) 
MICR E-13B ]ZE  “(0x22) 
ﾏｲｸﾛ PDF417 ]Lm 3-5 R(0x52) 
MSI ]Mm 0 g(0x67) 
OCR-A ]o1  O(0x4F) 
OCR-B ]o2  O(0x4F) 
OCR US Money ﾌｫﾝﾄ ]o3  O(0x4F) 
SEMI ﾌｫﾝﾄ ]o3  O(0x4F) 
PDF417 ]Lm 0-2 r(0x72) 
Planet ｺｰﾄﾞ ]P0  L(0x4C) 
Plessey ｺｰﾄﾞ ]P0  n(0x6E) 
PosiCode ]pm 0-2 W(0x57) 
Postnet ]X0  P(0x50) 
QR ｺｰﾄﾞ ]Qm 0-6 s(0x73) 
GS1 Databar Omini,Limited,Expanded ]em 0 y(0x79) 
ｽﾄﾚｰﾄ 25 IATA ]Rm 0-1,3 f(0x66) 
TLC39 ]L2  T(0x54) 
Telepen ]Bm 0-2,4 t(0x74) 
Trioptic ｺｰﾄﾞ ]X0  =(0x3D) 
GS1-128 ]C1  I(0x49) 
UPC-A ]E0  c(0x63) 
UPC-A w/拡張ｸｰﾎﾟﾝｺｰﾄﾞ ]E3  c(0x63) 
UPC-E ]E0  E(0x45) 
Veri ｺｰﾄﾞ ]X0  v(0x76) 
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A.2 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｺｰﾄﾞ対応表 
 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ対応表 (AT, PS/2, DOS/V) 
 0 1 2 3 4 5 6 7 
0  F11 SP 0 @ P ` p 
1 CR* HOME ! 1 A Q a q 
2 CAPS LOCK Print “ 2 B R b r 
3 ALT make BS # 3 C S c s 
4 ALT break Back TAB $ 4 D T d t 
5 CTRL make F12 % 5 E U e u 
6 CTRL break F1 & 6 F V f v 
7 CR F2 ‘ 7 G W g w 
8  F3 ( 8 H X h x 
9 TAB F4 ) 9 I Y I y 
A  F5 * : J Z j z 
B TAB F6 + ; K [ k { 
C DEL F7 , < L ¥ l | 
D CR F8 - = M ] m } 
E INS F9 . > N ^ n ~ 
F ESC F10 / ? O _ o  

 
CTRL+ASCII 対応表 (AT, PS/2, DOS/V) 

 0 1 2 3 4 5 6 7 
0 CTRL+2 CTRL+P SP 0 @ P ` p 
1 CTRL+A CTRL+Q ! 1 A Q a q 
2 CTRL+B CTRL+R “ 2 B R b r 
3 CTRL+C CTRL+S # 3 C S c s 
4 CTRL+D CTRL+T $ 4 D T d t 
5 CTRL+E CTRL+U % 5 E U e u 
6 CTRL+F CTRL+V & 6 F V f v 
7 CTRL+G CTRL+W ‘ 7 G W g w 
8 CTRL+H CTRL+X ( 8 H X h x 
9 CTRL+I CTRL+Y ) 9 I Y I y 
A CTRL+J CTRL+Z * : J Z j z 
B CTRL+K CTRL+[ + ; K [ k { 
C CTRL+L CTRL+¥ , < L ¥ l | 
D CTRL+M CTRL+] - = M ] m } 
E CTRL+N CTRL+6 . > N ^ n ~ 
F CTRL+O CTRL+- / ? O _ o  

 

 太点線で囲まれた部分はﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ及び CTRL+ASCII ｷｰを意味します。 
これらは一部の機種で正しく動作しない場合があります。 

 CR*は、ﾃﾝｷｰﾊﾟｯﾄﾞの ENTER ｷｰを意味します。 
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A.3 ASCII ｺｰﾄﾞ表 
 

ASCII ｺｰﾄﾞ表 
 0 1 2 3 4 5 6 7 
0 NUL DLE SP 0 @ P ` p 
1 SOH DC1 ! 1 A Q a q 
2 STX DC2 “ 2 B R b r 
3 ETX DC3 # 3 C S c s 
4 EOT DC4 $ 4 D T d t 
5 ENQ NAK % 5 E U e u 
6 ACK SYN & 6 F V f v 
7 BEL ETB ‘ 7 G W g w 
8 BS CAN ( 8 H X h x 
9 HT EM ) 9 I Y I y 
A LF SUB * : J Z j z 
B VT ESC + ; K [ k { 
C FF FS , < L ¥ l | 
D CR GS - = M ] m } 
E SO RS . > N ^ n ~ 
F SI US / ? O _ o DLE
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A.4 ﾕｰﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄ 
ご購入されたﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬに添付されている CD には、Visual Xpress と Quick 
View の 2 種類のﾕｰﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄが収録されています。用途に応じて、ご利用くだ

さい。 
 

Visual Xpress/Quick View 

~ V I S M N U .  

Visual Xpress 及び Quick View と

通信するためのｼﾘｱﾙｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾊﾟﾗ

ﾒｰﾀを一時的に適用します。 

 
Visual Xpress 
下記に Visual Xpress の主な機能を列挙します。 
 

 ｼﾘｱﾙｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを通して、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬのﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定が行えます。また、ﾊﾟ

ﾗﾒｰﾀ設定値をﾌｧｲﾙに保存できます。 
 全ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定値を 1 つのｺﾏﾝﾄﾞﾏﾄﾘｸｽｺｰﾄﾞとして印刷できます。ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰ

ｼﾞｬは、このｺﾏﾝﾄﾞﾏﾄﾘｸｽｺｰﾄﾞを読み取るだけで、全ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定を瞬時に行

うことができます。 
 

  
 
Quick View 
下記に Quick View の主な機能を列挙します。 
 

 ｼﾘｱﾙｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを通して、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの読取ﾃﾞｰﾀを表示できます。 
 ｼﾘｱﾙｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを通して、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの読取ｲﾒｰｼﾞを表示・保存できます。 

 

 



  
 Honeywell HHP Bluetooth Imager Series 

 A.5 
 Copyright © 2009, AIware Distribution Co., Ltd. 

A.5 ﾃﾞｰﾀ編集機能 
 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬは読取ﾃﾞｰﾀを自由に加工して、送信することができる強力なﾃﾞｰﾀ

編集機能を搭載しています。ここでは、ﾃﾞｰﾀ編集機能で使用可能なｺﾏﾝﾄﾞを簡

単な例を交えながら説明します。尚、ﾃﾞｰﾀ編集機能の設定には、先に紹介した

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄ Visual Xpress を利用します。付属の CD からお使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀへ

Visual Xpress をｾｯﾄｱｯﾌﾟしてから、次に進んで下さい。 
 
 
A.5.1 ﾃﾞｰﾀ編集ｺﾏﾝﾄﾞ 
 
下記に、ﾃﾞｰﾀ編集機能で利用可能なｺﾏﾝﾄﾞとその機能を示します。 
 
ﾃﾞｰﾀ送信ｺﾏﾝﾄﾞ 
F1 現在のｶｰｿﾙ位置以降の全ﾃﾞｰﾀに指定ｷｬﾗｸﾀを付加して送信します。ｶｰｿ

ﾙはﾃﾞｰﾀの終端に移動します。 
 
{F1}@ 
ｶｰｿﾙ位置以降の全ﾃﾞｰﾀに@(40hex)を付加して送信します。 
 
{F1}[ETX] 
ｶｰｿﾙ位置以降の全ﾃﾞｰﾀに ETX(03hex)を付加して送信します。 
 

F2 現在のｶｰｿﾙ位置から指定桁数(00~99)のﾃﾞｰﾀに指定ｷｬﾗｸﾀを付加して送

信します。ｶｰｿﾙは指定桁数分移動します。 
 
{F2}05@ 
ｶｰｿﾙ位置から 5 桁のﾃﾞｰﾀに@(40hex)を付加して送信します。 
 
{F2}99[ETX] 
ｶｰｿﾙ位置から 99 桁のﾃﾞｰﾀに ETX(03hex)を付加して送信します。 
 

F3 現在のｶｰｿﾙ位置から検索対象ｷｬﾗｸﾀを検索し、見つかればその直前まで

のﾃﾞｰﾀ(検索対象ｷｬﾗｸﾀは含まない)に指定ｷｬﾗｸﾀを付加して送信します。

ｶｰｿﾙは検索対象ｷｬﾗｸﾀの直前に移動します。 
 
{F3}A@ 
ｶｰｿﾙ位置から検索対象ｷｬﾗｸﾀ A(41hex)を検索し、見つかればその直前までのﾃﾞｰﾀ

に@(40hex)を付加して送信します。 
 
{F3}[ HT][ETX] 
ｶｰｿﾙ位置から検索対象ｷｬﾗｸﾀ TAB(09hex)を検索し、見つかればその直前までのﾃﾞ

ｰﾀに ETX(03hex)を付加して送信します。 
 

ｶｰｿﾙって？ 
読取ﾃﾞｰﾀの何桁目を指しているかを示すﾎﾟｲﾝﾀです。ｶｰｿﾙは、 初読取ﾃﾞｰﾀ 1 桁目(先頭)
を指し、以降実行されたｺﾏﾝﾄﾞにより、位置を移動させます。例えば、123456789 という

9 桁の読取ﾃﾞｰﾀに対して、{F2}03@→{F6}03→{F1}[SOH] の順でｺﾏﾝﾄﾞを実行した場合、

ｶｰｿﾙは次のように移動します。 

 

123456789 

① ② ③ ④  
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F4 指定ｷｬﾗｸﾀ１文字を指定回数(00~99)送信します。このｺﾏﾝﾄﾞは、ｶｰｿﾙ

位置には影響を与えません。 
 
{F4}@05 
指定ｷｬﾗｸﾀ@を 5 回送信します。 
 
{F4}[ HT]99 
指定ｷｬﾗｸﾀ TAB(09hex)を 99 回送信します。 
 

E9 現在のｶｰｿﾙ位置以降の全ﾃﾞｰﾀから指定桁数(00~99)を終端から削除し

て送信します。ｶｰｿﾙは送信した 終ｷｬﾗｸﾀの直後に移動します。 
 
{E9}05 
ｶｰｿﾙ位置以降の全ﾃﾞｰﾀから 5 桁を終端から削除して送信します。 
 
{E9}99 
ｶｰｿﾙ位置以降の全ﾃﾞｰﾀから 99 桁を終端から削除して送信します。 
 

 
ｶｰｿﾙ移動ｺﾏﾝﾄﾞ 
F5 ｶｰｿﾙを右方向(終端方向)へ指定桁数(00~99)移動します。 

 
{F5}05 
ｶｰｿﾙを右方向(終端方向)へ 5 桁移動します。 
 
{F5}99 
ｶｰｿﾙを右方向(終端方向)へ 99 桁移動します。 
 

F6 ｶｰｿﾙを左方向(先頭方向)へ指定桁数(00~99)移動します。 
 
{F6}05 
ｶｰｿﾙを左方向(先頭方向)へ 5 桁移動します。 
 
{F6}99 
ｶｰｿﾙを左方向(先頭方向)へ 99 桁移動します。 
 

F7 ｶｰｿﾙを先頭へ移動します。 
 
{F7} 
ｶｰｿﾙを先頭へ移動します。 
 

EA ｶｰｿﾙを終端へ移動します。 
 
{EA} 
ｶｰｿﾙを終端へ移動します。 
 

ｶｰｿﾙって？ 
読取ﾃﾞｰﾀの何桁目を指しているかを示すﾎﾟｲﾝﾀです。ｶｰｿﾙは、 初読取ﾃﾞｰﾀ 1 桁目(先頭)
を指し、以降実行されたｺﾏﾝﾄﾞにより、位置を移動させます。例えば、123456789 という

9 桁の読取ﾃﾞｰﾀに対して、{F2}03@→{F6}03→{F1}[SOH] の順でｺﾏﾝﾄﾞを実行した場合、

ｶｰｿﾙは次のように移動します。 

 

123456789 

① ② ③ ④  
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検索ｺﾏﾝﾄﾞ 
F8 指定ｷｬﾗｸﾀを現在のｶｰｿﾙ位置から右方向(終端方向)に検索します。見つ

かれば、ｶｰｿﾙは検索対象ｷｬﾗｸﾀの直前に移動します。見つからなかった

場合は、ﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄを適用しません。 
 
{F8}A 
A(41hex)を現在のｶｰｿﾙ位置から右方向(終端方向)に検索します。 
 
{F8}[ENQ] 
ENQ(05hex)を現在のｶｰｿﾙ位置から右方向(終端方向)に検索します。 
 

F9 指定ｷｬﾗｸﾀを現在のｶｰｿﾙ位置から左方向(先頭方向)に検索します。見つ

かれば、ｶｰｿﾙは検索対象ｷｬﾗｸﾀの直前に移動します。見つからなかった

場合は、ﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄを適用しません。 
 
{F9}A 
A(41hex)を現在のｶｰｿﾙ位置から左方向(先頭方向)に検索します。 
 
{F9}[ENQ] 
ENQ(05hex)を現在のｶｰｿﾙ位置から左方向(先頭方向)に検索します。 
 

E6 指定ｷｬﾗｸﾀと合致しないｷｬﾗｸﾀを現在のｶｰｿﾙ位置から右方向(終端方向)
に検索します。見つかれば、ｶｰｿﾙは検索対象ｷｬﾗｸﾀの直前に移動します。

見つからなかった場合は、ﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄを適用しません。 
 
{E6}[ACK] 
ACK(06hex)と合致しないｷｬﾗｸﾀを現在のｶｰｿﾙ位置から右方向(終端方向)に検索し

ます。 
 

E7 指定ｷｬﾗｸﾀと合致しないｷｬﾗｸﾀを現在のｶｰｿﾙ位置から左方向(先頭方向)
に検索します。見つかれば、ｶｰｿﾙは検索対象ｷｬﾗｸﾀの直前に移動します。

見つからなかった場合は、ﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄを適用しません。 
 
{E7}[ENQ] 
ENQ(05hex)と合致しないｷｬﾗｸﾀを現在のｶｰｿﾙ位置から左方向(先頭方向)に検索

します。 
 

 

ｶｰｿﾙって？ 
読取ﾃﾞｰﾀの何桁目を指しているかを示すﾎﾟｲﾝﾀです。ｶｰｿﾙは、 初読取ﾃﾞｰﾀ 1 桁目(先頭)
を指し、以降実行されたｺﾏﾝﾄﾞにより、位置を移動させます。例えば、123456789 という

9 桁の読取ﾃﾞｰﾀに対して、{F2}03@→{F6}03→{F1}[SOH] の順でｺﾏﾝﾄﾞを実行した場合、

ｶｰｿﾙは次のように移動します。 

 

123456789 

① ② ③ ④  
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その他ｺﾏﾝﾄﾞ 
FB 現在のｶｰｿﾙ位置から右方向(終端方向)に検索し、指定ｷｬﾗｸﾀを抑止(削

除)します。引数には、15 文字までの異なるｷｬﾗｸﾀを指定可能です。こ

のｺﾏﾝﾄﾞは、ｶｰｿﾙ位置には影響を与えません。 
 
{FB}[ACK] 
現在のｶｰｿﾙ位置から右方向(終端方向)に検索し、ACK(06hex)を抑止(削除)します。 
 
{FB}0123456789ABCDE 
現在のｶｰｿﾙ位置から右方向(終端方向)に検索し、0~9(30~39hex), A~E(41~45hex)
を抑止(削除)します。 
 

FC 先の FB ｺﾏﾝﾄﾞで抑止(削除)したｷｬﾗｸﾀを復活させます。このｺﾏﾝﾄﾞは、

ｶｰｿﾙ位置には影響を与えませんが、抑止(削除)したｷｬﾗｸﾀを全て復活さ

せたい場合は、F7 ｺﾏﾝﾄﾞでｶｰｿﾙ位置を先頭に戻してから FC ｺﾏﾝﾄﾞを実

行する必要があります。 
 
{F7}{FC} 
ｶｰｿﾙ位置を先頭に戻した後、FB ｺﾏﾝﾄﾞで抑止(削除)したｷｬﾗｸﾀを復活させます。 
 

E4 現在のｶｰｿﾙ位置から右方向(終端方向)に検索し、指定ｷｬﾗｸﾀを別のｷｬﾗｸ

ﾀに置換します。引数には、15 対(対象ｷｬﾗｸﾀと置換ｷｬﾗｸﾀ)までの異なる

ｷｬﾗｸﾀを指定可能です。このｺﾏﾝﾄﾞは、ｶｰｿﾙ位置には影響を与えません。 
 
{E4}1A2B 
現在のｶｰｿﾙ位置から右方向(終端方向)に検索し、1(31hex)を A(41hex)、2(32hex)
を B(42hex)に置換します。 
 
{E4}1[ HT]2[ CR] 
現在のｶｰｿﾙ位置から右方向(終端方向)に検索し、1(31hex)を TAB(09hex)、
2(32hex)を CR(0Dhex)に置換します。 
 

E5 先の E4 ｺﾏﾝﾄﾞで置換したｷｬﾗｸﾀを復活させます。このｺﾏﾝﾄﾞは、ｶｰｿﾙ位

置には影響を与えませんが、抑止(削除)したｷｬﾗｸﾀを全て復活させたい

場合は、F7 ｺﾏﾝﾄﾞでｶｰｿﾙ位置を先頭に戻してから E5 ｺﾏﾝﾄﾞを実行する

必要があります。 
 
{F7}{E5} 
ｶｰｿﾙ位置を先頭に戻した後、E4 ｺﾏﾝﾄﾞで置換したｷｬﾗｸﾀを復活させます。 
 

 

ｶｰｿﾙって？ 
読取ﾃﾞｰﾀの何桁目を指しているかを示すﾎﾟｲﾝﾀです。ｶｰｿﾙは、 初読取ﾃﾞｰﾀ 1 桁目(先頭)
を指し、以降実行されたｺﾏﾝﾄﾞにより、位置を移動させます。例えば、123456789 という

9 桁の読取ﾃﾞｰﾀに対して、{F2}03@→{F6}03→{F1}[SOH] の順でｺﾏﾝﾄﾞを実行した場合、

ｶｰｿﾙは次のように移動します。 

 

123456789 

① ② ③ ④  
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FE 指定ｷｬﾗｸﾀと現在のｶｰｿﾙ位置のｷｬﾗｸﾀを照合し、合致すれば、ｶｰｿﾙを右

方向(終端方向)に 1 桁移動させます。合致しなかった場合は、編集ﾌｫｰ

ﾏｯﾄを適用しません。 
 
{FE}A 
A(41hex)と現在のｶｰｿﾙ位置のｷｬﾗｸﾀを照合します。 
 
{FE}[ACK] 
ACK(06hex)と現在のｶｰｿﾙ位置のｷｬﾗｸﾀを照合します。 
 

EC 現在のｶｰｿﾙ位置のｷｬﾗｸﾀをﾁｪｯｸし、数字 0~9(30~39hex)の場合は、編集

ﾌｫｰﾏｯﾄを適用し、そうで無い場合は、適用しません。 
 
{EC} 
現在のｶｰｿﾙ位置のｷｬﾗｸﾀをﾁｪｯｸします。例えば、現在のｶｰｿﾙ位置のｷｬﾗｸﾀが

A(41hex)の場合、処理をｱﾎﾞｰﾄし、編集ﾌｫｰﾏｯﾄを適用しません。 
 

ED 現在のｶｰｿﾙ位置のｷｬﾗｸﾀをﾁｪｯｸし、数字 0~9(30~39hex)で無い場合は、

編集ﾌｫｰﾏｯﾄを適用し、そうで無い場合は、適用しません。 
 
{ED} 
現在のｶｰｿﾙ位置のｷｬﾗｸﾀをﾁｪｯｸします。例えば、現在のｶｰｿﾙ位置のｷｬﾗｸﾀが

1(31hex)の場合、処理をｱﾎﾞｰﾄし、編集ﾌｫｰﾏｯﾄを適用しません。 
 

EB このｺﾏﾝﾄﾞは、ｻﾎﾟｰﾄしていません。使用不可です。 
 

EF このｺﾏﾝﾄﾞは、ｻﾎﾟｰﾄしていません。使用不可です。 
 

 

ｶｰｿﾙって？ 
読取ﾃﾞｰﾀの何桁目を指しているかを示すﾎﾟｲﾝﾀです。ｶｰｿﾙは、 初読取ﾃﾞｰﾀ 1 桁目(先頭)
を指し、以降実行されたｺﾏﾝﾄﾞにより、位置を移動させます。例えば、123456789 という

9 桁の読取ﾃﾞｰﾀに対して、{F2}03@→{F6}03→{F1}[SOH] の順でｺﾏﾝﾄﾞを実行した場合、

ｶｰｿﾙは次のように移動します。 

 

123456789 

① ② ③ ④  

 



 
Honeywell HHP Bluetooth Imager Series 

A.10 
Copyright © 2009, AIware Distribution Co., Ltd. 

A.5.2 ﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄの種類 
 
ﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄには、下記に示す 4 種類があり、用途に応じて使い分けること

ができます。 
 
ﾌﾟﾗｲﾏﾘﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄ (Primary) 
通常適用されるﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄです。 
 
ｵｰﾙﾀｰﾈｲﾄﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄ 1~3 (Alternate 1~3) 
一時的にﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄを切り替えて使用したい場合に利用します。下記に掲

載しているｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取ることで、一時的に指定のｵｰﾙﾀｰﾈｲﾄﾃﾞｰﾀ編集

ﾌｫｰﾏｯﾄを適用することができます。このﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄは、ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読

み取った直後の読取ﾃﾞｰﾀに一度だけ適用され、その後、ﾌﾟﾗｲﾏﾘﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯ

ﾄに復帰します。 
 
 

ｵｰﾙﾀｰﾈｲﾄﾌｫｰﾏｯﾄ 1 

~ V S A F _ 1 .  

ｵｰﾙﾀｰﾈｲﾄﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄ 1 
一時的にｵ-ﾙﾀｰﾈｲﾄﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄ1に切り

替えます。一度、ｺｰﾄﾞを読み取ると、ﾌﾟﾗ

ｲﾏﾘﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄに復帰します。 

ｵｰﾙﾀｰﾈｲﾄﾌｫｰﾏｯﾄ 2 

~ V S A F _ 2 .  

ｵｰﾙﾀｰﾈｲﾄﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄ 2 
一時的にｵ-ﾙﾀｰﾈｲﾄﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄ2に切り

替えます。一度、ｺｰﾄﾞを読み取ると、ﾌﾟﾗ

ｲﾏﾘﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄに復帰します。 

ｵｰﾙﾀｰﾈｲﾄﾌｫｰﾏｯﾄ 3 

~ V S A F _ 3 .  

ｵｰﾙﾀｰﾈｲﾄﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄ 3 
一時的にｵ-ﾙﾀｰﾈｲﾄﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄ3に切り

替えます。一度、ｺｰﾄﾞを読み取ると、ﾌﾟﾗ

ｲﾏﾘﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄに復帰します。 
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A.5.3 ﾃﾞｰﾀ編集機能の設定例 
 
ここでは、下記の条件を元に実際に Visual Xpress を利用してﾃﾞｰﾀ編集機能を

設定してみましょう。 
 
｢ﾃﾞｰﾀ編集機能 設定条件(例)｣ 

 全ての読取ｼﾝﾎﾞﾙに適用 
 全ての桁数の読取ﾃﾞｰﾀに適用 
 読取ﾃﾞｰﾀの 2 桁目から 5 桁を TAB(09hex)をつけて送信 
 読取ﾃﾞｰﾀの先頭から全ﾃﾞｰﾀを TAB(09hex)をつけて送信 

 
上記の条件を元に Visual Xpress を使って、専用のｺﾏﾝﾄﾞﾏﾄﾘｸｽｺｰﾄﾞを作成して

みましょう。 
 
1. Visual Xpress を立ち上げて、｢Data Format｣…｢Data Formatter Wizard｣

をｸﾘｯｸします。 
 

 
 

2. ｢Data Format｣ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸして切り替えます。 
 

 
 
ここでは、｢Add｣をｸﾘｯｸして、次へ進みます。 

ﾃﾞｰﾀ編集を使う場合は、｢On｣、使わ

ない場合は、｢Off｣を選択します。

｢Required｣を選択した場合は、ﾃﾞｰﾀ

編集が必須条件となり、条件に合わ

ない読取ﾃﾞｰﾀは全て破棄されます。 

ﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄを追加する場合は、

｢Add｣、既存のﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄを編集し

たい場合は、そのﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄを選択

して、｢Edit｣をｸﾘｯｸします。
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3. どのﾀｰﾐﾅﾙ ID(ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ)に対して適用するかを選択します。通常は、全て

のﾀｰﾐﾅﾙ ID に適用するので、｢Apply Format to any Terminal Interface｣に
ﾁｪｯｸを入れて、次に進みます。 
 

    
 

4. どの読取ｼﾝﾎﾞﾙに対してﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄを適用するかを選択します。特定

の読取ｼﾝﾎﾞﾙにだけ適用したい場合は、そのｼﾝﾎﾞﾙを選択してください。

ここでは、全ての読取ｼﾝﾎﾞﾙを対象とするので、｢All Symbologies｣を選

択して、次に進みます。 
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5. 何桁の読取ﾃﾞｰﾀに対してﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄを適用するかを選択します。特

定の桁数の読取ｼﾝﾎﾞﾙにだけ適用したい場合は、｢Apply format to any 
length code｣のﾁｪｯｸを外して、上のﾃｷｽﾄﾎﾞｯｸｽにその桁数を入力します。

ここでは、全ての桁数を対象とするので、｢Apply format to any length 
code｣にﾁｪｯｸを入れて、次に進みます。 
 

   
 

6. ﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄの種類を選択します。詳しくは、本書 ｢A.5.2 ﾃﾞｰﾀ編集

ﾌｫｰﾏｯﾄの種類｣を参照ください。ここでは、｢Primary｣(ﾌﾟﾗｲﾏﾘﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫ

ｰﾏｯﾄ)を選択して、次に進みます。 
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7. ｢Select Command｣をｸﾘｯｸして、ﾃﾞｰﾀ編集ｺﾏﾝﾄﾞの選択に移ります。 

 

   
 

8. ｶｰｿﾙを2桁目へ移動させるため、F5ｺﾏﾝﾄﾞを選択して｢OK｣をｸﾘｯｸします。

続いて、移動させる桁数として、1 を入力して、｢OK｣をｸﾘｯｸします。 
 

 
 
 
 
 
 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽの内容を消去します。 

設定されたﾃﾞｰﾀ編集ｺﾏﾝﾄﾞが、このｺﾏﾝﾄﾞ

ﾎﾞｯｸｽに表示されます。ここに、直接ﾃﾞｰ

ﾀ編集ｺﾏﾝﾄﾞを打ち込むことも可能です。

ﾃﾞｰﾀ編集ｺﾏﾝﾄﾞの選択に移ります。 
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9. 続けて、｢Select Command｣をｸﾘｯｸして、現在のｶｰｿﾙ位置から 5 桁のﾃﾞｰ

ﾀを TAB(0x09)を付加して送信するので、F2 ｺﾏﾝﾄﾞを選択し、桁数を 5、
付加送信ｷｬﾗｸﾀを TAB に設定します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

制御ｷｬﾗｸﾀを入力する場合は、｢Control Characters｣
をｸﾘｯｸし、選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを表示します。制御ｷｬﾗｸﾀ以

外は、そのままｷｰﾎﾞｰﾄﾞでｷｬﾗｸﾀを打ち込んでくださ

い
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10. ｢Select Command｣をｸﾘｯｸして、現在のｶｰｿﾙ位置を先頭に戻すため、F7
ｺﾏﾝﾄﾞを選択します。 
 

  
 

11. ｢Select Command｣をｸﾘｯｸして、現在のｶｰｿﾙ位置以降の全読取ﾃﾞｰﾀを

TAB(0x09)を付加して送信するので、F1 ｺﾏﾝﾄﾞを選択し、付加送信ｷｬﾗｸﾀ

を TAB に設定します。 
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12. 組み立てられた編集ｺﾏﾝﾄﾞが下記のようになっていれば成功です。

｢Finish｣をｸﾘｯｸして、 初の画面に戻ります。 
 

  
 

13. この一連を作業を繰り返すことで、複数のﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄを登録するこ

とが可能です。 
 

 
 
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽが設定されている場合、ﾃﾞｰﾀ編集ﾌｫｰﾏｯﾄされた送信ﾃﾞｰﾀ

にもそれが適用されます。必要に応じて、設定を変更してください。 
 
14. 生成されるｺﾏﾝﾄﾞﾏﾄﾘｸｽｺｰﾄﾞには、Visual Xpress で設定できる全ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

がｴﾝｺｰﾄﾞされるため、ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽや読取ｼﾝﾎﾞﾙなど必要に応じて、他の全て

の設定変更を行います。 後にｺﾏﾝﾄﾞﾏﾄﾘｸｽｺｰﾄﾞの生成に移ります。 
 



 
Honeywell HHP Bluetooth Imager Series 

A.18 
Copyright © 2009, AIware Distribution Co., Ltd. 

15. ｢File｣ … ｢Print Clone Barcode｣をｸﾘｯｸしてください。画面上に生成され

たｺﾏﾝﾄﾞﾏﾄﾘｸｽｺｰﾄﾞが表示されます。印刷して、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬで読み取ると、

全ての設定内容がﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬに反映されます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後に下記のｻﾝﾌﾟﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取って、設定変更が正しくできたかを確認し

てください。 
 
ｻﾝﾌﾟﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
 

*1234567890*    
 
何れも｢1234567890｣の 10 桁のﾃﾞｰﾀがｴﾝｺｰﾄﾞされています。 
 
 

現ﾊﾞｰｼﾞｮﾝの Visual Xpress は、日本語 USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽなど一部のｲﾝﾀｰﾌ

ｪｲｽ設定をｻﾎﾟｰﾄしていません。ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬで生成したｺﾏﾝﾄﾞﾏﾄﾘｸｽｺｰﾄﾞを読み

取った後、必要に応じて、別途ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化を行ってください。 
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A.6 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
 
読取窓のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの読取窓が汚れていると、ｺｰﾄﾞの読み取りに時間がかかったり、

読めなくなる場合があります。定期的にｱﾙｺｰﾙなどを湿らせた柔らかい布で拭

くようにしてください。 
 

読取窓
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A.7 ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 
 
電源が入らない 
 

 ｹｰﾌﾞﾙは正しく接続されていますか？ 
 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ (RS232C ﾀｲﾌﾟ)は正しく接続されていますか？ 
 PC の電源 (ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ/USB ﾀｲﾌﾟ)は入っていますか？ 

 
ｺｰﾄﾞ(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ･二次元ｺｰﾄﾞ･OCR ﾌｫﾝﾄ)を読み取らない 
 

 対象のｺｰﾄﾞの品質は悪くないですか？ 汚れたｺｰﾄﾞ、劣化したﾘﾎﾞﾝ

で印刷したｺｰﾄﾞ、複写したｺｰﾄﾞなど、品質の悪いｺｰﾄﾞは読取不良

や誤読の原因となりますので避けてください。 
 対象のｺｰﾄﾞ種を読み取れるように設定していますか？ 
 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄが付加されていないｺｰﾄﾞに対して、ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ有り

と設定していませんか？ 
 読取窓は汚れていませんか？ 

 
ｺｰﾄﾞ(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ･二次元ｺｰﾄﾞ･OCR ﾌｫﾝﾄ)を読み取りづらい 
 

 対象のｺｰﾄﾞの品質は悪くないですか？ 品質の悪いｺｰﾄﾞは読取不

良や誤読の原因となります。 
 読取窓は汚れていませんか？ 

 
PC にﾃﾞｰﾀが入らない 
 

 ｹｰﾌﾞﾙは正しく接続されていますか？ 
｢2. ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬと PC と接続する｣を参照ください。 

 ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝのﾘﾝｸは正しく確立されていますか？ 
｢2. ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬと PC と接続する｣を参照ください。 

 Bluetooth ﾄﾞﾝｸﾞﾙと正しく SPP 接続を確立できていますか？ 
｢4.6.4 SPP 接続の設定｣と、ご使用の Bluetooth ﾄﾞﾝｸﾞﾙの取扱説明

書を参考に SPP 接続を正しく確立してください。 
 ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの設定は間違っていませんか？ 

本書｢4.2 ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの簡単ｾｯﾄｱｯﾌﾟ｣を参考にﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの再初

期化を行った後、PC の電源を再立ち上げしてください。 
 
症状に変化がない場合は、弊社又はお近くの販売店までご連絡ください。 
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A.8 ｻﾝﾌﾟﾙｺｰﾄﾞ 
 

ｻﾝﾌﾟﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ/二次元ｺｰﾄﾞ/郵便ｺｰﾄﾞ/OCR ﾌｫﾝﾄ 
 

UPC-A ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 

0 12345 67890 5 1234567890  
 
 
 

ｺｰﾄﾞ 128 EAN/JAN-13 

C o d e  1 2 8    9 780330 290951  
 
 
 

ｺｰﾄﾞ 39 ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7) 

* C O D E 3 9 *  A 1 3 5 7 9 B  
 
 
 

ｺｰﾄﾞ 93 ｺｰﾄﾞ 25 

1 2 3 4 5 6 - 9 $  1 2 3 4 5 6  
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ｻﾝﾌﾟﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ/二次元ｺｰﾄﾞ/郵便ｺｰﾄﾞ/OCR ﾌｫﾝﾄ 
 

PDF417 ﾏｲｸﾛ PDF 

          
 
 

QR Aztec 

 
 
 

ﾏｷｼｺｰﾄﾞ ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽ 

 
 
 
 

日本郵便ｺｰﾄﾞ(ｶｽﾀﾏﾊﾞｰｺｰﾄﾞ) 

 
 
 
 

OCR-B ﾌｫﾝﾄ 

ISBN4-8169-1489-7 

 

 
OCR-B ﾌｫﾝﾄ 

55836540 
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修理依頼書 
 
修理を依頼される場合は、下記の用紙に必要事項を記入し、修理品と一緒に販

売店へご返送ください。尚、修理は全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出

張修理などは一切行いません。 
 

修理依頼書 
依頼日  
会社名  
部署名  
担当者  
メールアドレス  
電話番号  ＦＡＸ番号  
ご住所  

 
 

販売店名  ご購入日  
製品型番 (名称)  
製造番号 (S/N)  
付属品 ケーブル[                  ]･ＡＣアダプタ 
トラブルの症状を詳しく記入してください。 
また、症状を確認するために必要なバーコードラベルや磁気カード等があれ
ば、修理品に添付してお送りください。 
 
 
 
症状発生頻度 ： □ 常に起こる □ 1 日に [    ]回程度 
インターフェイス ： □ キーボード  □ RS232C   □ USB 
  □ その他 [                    ] 
接続ホスト ： メーカー [                    ] 
  型番 [                    ] 
その他、使用状況を記入ください。 
 
 
 
返送先  

 
 

見積・請求先  
 
 

スポットサービス時は、修理見積後に修理をキャンセ
ルされた場合に限り、見積料として弊社所定の料金を
申し受けます。ご了承いただける場合は、押印の上、
修理品に添付してご返送ください。 

ご確認印 

拡大コピーしてお使いください 
 




